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　プロローグ







　──〝計画〟の始まりは、なんの変へん哲てつもないある日の放課後だった。


　教室のカーテンを揺ゆらす午後の風は、ゆるやかに流れて部長──黒くろ樹き繰くる美みのツインテールをわずかに動かす。


「生徒はみんな仕事で忙いそがしくて……この学園もずいぶん変わりましたわねぇ」


　彼女は特注でレザー製にした紫むらさきワンピースドレスの制服を揺らし、ひとけのない教室を眺ながめる。丸めておしおき棒のようにした大きな革かわ張ばりのノートを持っていて、その出いで立たちはまさに女王様だった。


「変わったよね。世界平和を達成して、学園生たちが有名になりすぎて仕事が増えて……。ここはもう、若い天才を世間から守る才能の聖域サンクチユアリじゃないもんね」


　ぼく──芥あくた川がわ丈たけ途とは男子の制服たるモーニング風コートをなびかせて歩き、彼女の横に立って一いつ緒しよに閑かん散さんとした教室を眺める。


「丈途さんはやはり、今の学園は嫌いやですか？」


「そうだね……。本当は昔のまま、みんな好き放題にやってる方がよかったけど──」


「もう、昔に戻もどるのは無理でしょうね」


　部長の言葉を聞き、ぼくは力なく頷うなずく。ぼくたちの通う閃ひらめき学園は、各分野で〝天才〟と呼ばれる者たちが入学していた。ぼくはポルノ小説の天才。彼女は新聞同好会の部長を務めるプロデュースの天才だ。


　部長はうなだれているぼくをじっと見つめると、ふと、なにか思いついたように口を開く。


「もしこの学園を変えられるとしたら、丈途さんはどんな風にしたいですか？」


「そうだなぁ……昔に戻るのが無理なら……」


　ぼくは言いながら自分の考えをまとめる。


「この間、謡うた江えが進路に悩なやんでたとき『史上最強の学園アイドル』っていう新しい道を見つけたよね。そういう風にみんなが〝新しい道〟を見つけられる学園にしたいな」


「なるほど……新しい道ですか」


　部長はぼくの言葉に頷くと、しばらく考えこむ。


　そして急に顔を上げ、「わかりましたわ」とこちらを見つめてきた。


「……なにがわかったの？」


「丈途さんの希望です」


　彼女はそれだけ言うと教室の扉とびらへ向かい始める。そして廊ろう下かに出た直後、こちらへ背を向けたまま立ち止まった。


「一年生のとき、丈途さんにはあたくしの〝夢〟につき合って頂きましたし……ちゃんとお返しをしませんとね」


「お返しって……」


　彼女はぼくへ背を向けたまま質問に答えなかったが、次いで一いつ拍ぱく置くと、ツインテールを揺らしてこちらを振ふり返った。


「丈途さん。また楽しい閃学園に戻して……一緒に楽しく過ごしましょうね」


　その台詞せりふはいつもの不敵な笑えみではなく、女子高生にふさわしいとびきりの笑顔で言われる。だがその明るい口調とは裏腹に、なにか貴い約束でもするかのような重みを感じた……。


「部長……？」


　言いよどむぼくをおいて、彼女は廊下を進み始めてしまう。


　さりげない放課後の会話から生まれた約束……。それはぼくと部長にとって──いや、この閃学園にとって、大きな転機となるものだった。





　　　　◆　　◆　　◆　　◆





　……丈途のもとを離はなれた部長は、その足で特別教室の集まった棟とうへと向かっていた。


　そこにある一室に用事があったのだ。





『進路委員会』





　そう書かれたプレートのある扉の前まで来ると、部長は中へ入る。すると、入口横の壁かべに貼はられた数枚のプリントが視界の端はしをよぎった。





『猛もう獣じゆう使いの天才』→アマゾンの秘境でガイドに就職。


『白しろ魔ま術じゆつの天才』→スピリチュアル・タレントとして売出し中。


『おもてなしの天才』→ネゴシエイターとして凶きよう悪あく犯をおもてなし中。





　──プリントに書かれていたのは、まだ卒業式の時期でもないのに学園から〝卒業〟した者たちの進路だった。閃学園は一学年三クラスで、ひとつの教室に十五名程度の生徒しかいない少人数制だ。進路委員会が発ほつ足そくしてまだ一ヶ月……それを思えば〝卒業〟したのはかなりの数であった。


「……元々学園を卒業しようと思っていた生徒は、あらかた進路指導を終えたようですね」


　部長は壁に貼られたプリントをひとしきり眺ながめると、確認するように頷く。彼女は次いで部屋の奥へ目を向け、机の上に高々と積まれた書類の束を眺めた。


「……あれが、難航している進路指導の資料ですか」


　部長は書類まで歩みを進めると、唐とう突とつに「愛まな見みさん」と声を上げる。


「は、はい！」


　──ガタッ！


　突とつ然ぜんの呼び声を聞き、書類の向こうに座っていた誰だれかが律りち儀ぎに直立しようとして机にぶつかってしまう。


「わわっ……!!」


　声の主は崩くずれそうになる書類を焦あせって押さえると、眼鏡めがね越ごしにあどけない瞳ひとみをのぞかせて部長を見つめた。閃学園の新入生にして進路指導の天才、夢ゆめ路じ愛見だ。


「設立当初はうまく回っていた進路委員会も、最近は指導に難航しているようですわね」


「はい……。その、進路委員会といっても、委員長のわたししかいないですけど……」


　愛見はそうつぶやくと、肩かたを落としてため息をつく。


「一直線なあなたにしては、珍めずらしく弱気ですわね」


「えぇ……」


　歯切れ悪く答えた愛見はそのまま黙だまりこみ……意を決するようにして、部長へ真しん摯しな瞳を向ける。


「その、やっぱりいきなり〝卒業〟って、嫌いやなんでしょうか!?」


「そりゃそうですわよ」


　とりつく島もなく言い切った部長を前に、愛見は啞あ然ぜんとする。


　──愛見が謡江の進路指導をしたのは一ヶ月前。そのあとすぐに彼女はひとりで進路委員会を立ち上げていた。学園を元々卒業したがっていた生徒たちでしばらくはにぎわっていた進路委員会だが、一通り指導を終えた今、仕事が滞とどこおっていたのだ。


「……そうですか。薄うす々うすは気づいてたんです。閃学園って天才ばかりの学園だから、もっとこう、世の中に対してアグレッシブな生徒が多いと思ってたんですが……。進路指導をする中でよくよく話してみると、意外とナイーブっていうか繊せん細さいで……」


「こんな山奥の学園に来ようって生徒たちですからね。そういうものですわ」


「ですよね。はぁ……丈途先せん輩ぱいみたいにうまくいかないなぁ……」


　おそらく愛見は、丈途が謡江に『史上最強の学園アイドル』という〝新しい道〟を見つけるきっかけを作ったときの話をしているのだろう。


　部長の話を聞いて悩なやんでいた愛見は、しかし机に手をつくと頭かぶりを振ふって声を上げる。


「本当は、丈途先輩みたいな進路指導ができたら一番いいってわかってるんです。でもわたしは……わたしは〝人生〟が決まってしまう進路指導で、手を抜ぬくなんてできないんです!!」


　──手を抜く。その言葉を聞いて、部長は眉まゆを寄せる。まるで、愛見にとって〝卒業〟のともなわない進路指導はすべて「手て抜ぬき」になってしまうと言わんばかりだった。


　発言の真意について考えていた部長だが、ふと愛見が一枚の書類をじっと見つめていることに気づく。


　履り歴れき書と記されたそれには少し古びた写真が貼ってあり、そこには中学生とおぼしき少女が写っていた。


「──わたしがあのとき、ちゃんと進路指導をして〝卒業〟させていれば、あの子にはもっと輝かがやかしい未来が待ってたのに……!!」


　しぼり出すような声だった。


　部長はうなだれている彼女を見つめ、「……やはり愛見さんの〝卒業指導〟、なにか事情があるようですわね」と漏もらす。


「思っていた通り、愛見さんひとりでは計画を動かせませんわね」


「……計画？」


「はい」


　部長はそう言うと、一枚の写真を取り出して愛見へ差し出す。


「実はあたくし、愛見さんにこの方を進路指導して頂きたくてここへ来たんですの。ただし、ひとつだけ条件があります」


「なんですか？」


「丈途さんと一いつ緒しよに進路指導をしてください」


「丈途先輩と!?」


　驚おどろく愛見の目の前に差し出されていた写真。そこには、ジーパン姿でカメラを構えた少女……天才カメラマンの名めい機き来らい夏かが写っていた。




　１　来夏がニートになった日







　暖かな陽ひが差す、日曜の午後だった。ぼくは来夏と一緒に部長からおつかいを頼たのまれ、学園の校門近くに立っていた。


「──なんで私が使いっ走りなんだ！」


　来夏は不満そうに言いながら、首からさげたカメラをいじっている。


「来夏も新聞同好会に入ったんだから、これくらいの仕事はしないと……」


　ぼくが説得するように言うも、彼女は苛いら立だたしげに舌打ちをする。


「大体、私たちが迎むかえる〝お客さん〟とは誰だれなんだ？」


「ぼくも知らないんだけど……一目でわかるからとにかくここにいてくれってさ」


「ということは丈途の知合いか？　どうせエロ作家仲間とか緊きん縛ばく師とか夜の店の客引きだろ」


「そんな知合いなんて──」


　即そく座ざに否定しかけるも……よく考えたら、いた。あくまで〝取材〟でエッチなお店が集まる場所を徘はい徊かいしていたときに知り合ったエロ関係のプロたちだが、緊縛師さんに「今度うちで縛しばり方の練習してみるかい？」と誘さそわれたときは正直心が揺ゆらいだ。熟うれた体のお姉さんに縄なわを食いこませて「あんっ……きついわ……んんっ！」と喘あえがせたり、たわわに実った胸をギュッと縛って「んふっ……！　も、もっと……」と求められたり、オトナのアブノーマルな世界を体験できるかと思うと〝作家〟としての好こう奇き心しんが溢あふれて──。


「──次はどこに食いこませて欲しい!?　やっぱり性感帯を集中的に──」


「『どこに食いこませて欲しい!?』じゃない！　所構わず妄もう想そうして……お前はただでさえ歩く性病なんだから少しは自重しろ。クラスの女子を視し姦かんしてはポルノに書いてその猿さる並の性せい欲よくを発散させ、あまつさえハプニングのふりして誰だれ彼かれ構わず胸を揉もんでは裏で鼻血を垂らしている……ほんと、モスト・ゲスだな──」


　そのとき、高い鉄てつ柵さくの門が軋きしみをあげて開く音が聞こえる。


　目を向けると、そこにはつばの広い白帽ぼう子しをかぶって白いワンピースを着た女性が立っていた。彼女は来夏と同じく首からカメラをさげていたが、雰ふん囲い気きはまるで対照的で清せい楚そな感じがする。


　ぼくの知合いでは……ない。


「春はる香かお姉さま……」


　ぽつりと、ぼくの横で来夏が漏らす。


　──って、お姉さま!?
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　突とつ然ぜんのことに驚くぼくへ、ワンピースのお姉さんは「いとこなのよ。二歳上のね」と優やさしく微笑ほほえみかけてきた。


　──素す敵てきな笑え顔がおだ！　顔はどことなく来夏に似てるけど……とても血が繫つながっているとは思えない……。


　ぼくが考えこんでいると、来夏が呆ぼう然ぜんとして口を開く。


「な、なんでここに来たんですか……？」


「世界的に有名になった来夏ちゃんの『醜みにくい写真』を見たら、久しぶりに会いたくなって学校へ連れん絡らくを入れたの。ちょうど今年高校を卒業して、アルバイトをしながら好きな写真を撮とる生活を始めてて……時間もあったから」


「そ、そんな……私は聞いてません!!」


「……おかしいわね。一応学校へ連絡したとき、本人に伝えるよう頼んでおいたのに……」


　取り乱す来夏を前に、お姉さんは首をかしげている。


　……部長のしわざだな。


　ぼくは来夏を横目に内心でつぶやく。


「……あら。よく見たらそこの男の子、来夏がよく写真に撮ってる人ね。フランスの有名なコンテストで受賞した、『劣れつ情じようの春』って題された写真にも写ってた人。風で花のように開いた少女のスカートの中へ一直線に飛びこんでいる姿……とても醜かったわよ」


　お姉さんは素敵な笑みを浮うかべつつ、ぼくの醜い瞬しゆん間かんを誉ほめてくる……。


　──うっ。清楚なお姉さんに自分の醜い瞬間を誉められるの……恥はずかしいけど、なんか妙みような気持よさがある！


「──って、よく考えたら来夏、いつの間にそんな写真を賞へ出してたの!?」


「さぁ……いちいち覚えてないな。お前の写真なんていくらでも使ってるしな」


「いくらでも!?　無断使用もいいところじゃないか!!」


「……まさか、あれだけ撮られておいて、使われてないとでも思ってたのか？」


　来夏は呆あきれたようにして言ってくる。


　……いや、そう言われればそうだけど……。


「おとなしくて気の優しい来夏ちゃんが高校でどうしてるか気になってたけど……お友達と仲良くやってるのね」


　お姉さんはそう言って、安心したように微笑んでいた。


　……って、おとなしくて気の優しい来夏？


「……来夏、このお姉さん誰かと勘かん違ちがいしてない??」


「しっ！　お前はちょっと黙だまってろ!!」


　なぜか声を落としてぼくを注意してくる来夏……。


「だって変じゃないか。来夏は盗とう撮さつ上等で、下手したら入念に罠わなを用意して相手をはめて写真を撮るし……ぼくなんて来夏のパンティーを拾って寮りように届けただけで、まるで下着泥どろ棒ぼうしたみたいな写真を撮られて──」


「わ～～～～!!」


　彼女は急に大声を出し、ぼくの言葉を遮さえぎってくる。


「……いきなりビックリするなぁ。ともかく、醜い写真のためなら手段も選ばす相手を蹴け落おとして、『醜いぞ！』って喜んで撮さつ影えいするのが来夏──」


「わ～～～～!!」


　彼女はまたしても叫さけび、息を荒あらげて「そ、それ以上喋しやべったら……隠かくし撮どりしてたお前の醜い写真を、世の中へまき散らしてやる！」と鋭するどく耳打ちしてきた。


　──隠し撮りしてたぼくの醜い写真!?


　背筋に冷たい汗あせが流れる。


　な、なにを撮ったんだろう……。まさかぼくがエッチなトランプでひとり神経衰すい弱じやくをして妄もう想そう力を高めているところだったり、エッチな写真を切り抜ぬいてどんな愛あい撫ぶ描びよう写しやがいいか触さわって試ためしているところだったり──。


「……来夏ちゃん、どうしたの？」


　ぼくを監かん視しするようにそばに立っていた来夏へ、お姉さんが首をかしげる。


「いえ、なんでもありませんわ。新聞同好会のことで相談をしていただけですの」


　──「だけですの」って……口調違ちがうよね!?　どうしちゃったの!?


　啞あ然ぜんとして来夏と春香お姉さんを見比べていると、ぼくは、ある違い和わ感かんに気づく。


「……このお姉さん、どこかで見たことあるな……」


　そう……確か、だいぶ前のことだ。あれはまだ一年生のとき……。


「あっ、来夏が大切に持ってた写真に写ってた人だ！　来夏も含ふくめて三人で写ってたあの写真の人!!」


　ぼくが叫ぶと、来夏が顔に手を当てて「馬ば鹿か……言うな！」と漏もらす。


　──しまった！　あの写真に写ってたふたり、来夏が昔好きな人だった!!


　ぼくは思い出した事実に気まずくなりながら、なんとか場をごまかそうと次の言葉を探す。


「えと……春香お姉さん。せっかく学校に来たんだし……どこか案内しましょうか？」


「そうねぇ……ふたりは新聞同好会に入ってるみたいだし、部室を見てみたいわ」


　お姉さんの言葉を受け、ぼくらは新聞同好会の部室へ向かうことにした。





　校舎奥の階段をくだり、鉄製の重々しい扉とびらを開けて新聞同好会の部室へと入る。春香お姉さんに部室を見せるだけのつもりだったが、中に入ると何名か新聞同好会のメンバーが来ていた。


「──むじょうのかいらくは、すきとおるえきたいとなってらいかのこかんをじゅくじゅくと……『すきとおるえきたい』って、なに？」


　赤髪がみの小さな女の子が、一いつ所しよ懸けん命めいに新聞とにらめっこをしてなにか読んでいる姿が見えた。クラリネットの天才、鳴なる唐から吹ふく音ねさんだ。


「『すきとおるえきたい』って……『涙なみだ』か『汗』ってこと??」


　鳴唐さんは首をかしげ、助けを求めるようにアイドル顔の少女へ目を向ける。天才歌手の園その声こえ謡江だ。


「ふふっ……。吹音さんじゃ、どんなに詳くわしく説明してもそのポルノにこめられた丈途くんの心はわからないわね」


　謡江は得意気に言って鼻を鳴らす。


「う、うぅ……吹音、がんばるもん！　ぴんくいろのとっきぶつ！　しゅうちとかいらく!!」


　……ポルノにこめられたぼくの心？　しゅうちとかいらく??


　もしかして鳴唐さん……ぼくのポルノを読んでるの!?


「大声出したって駄だ目めよ。ちゃんと意味を考えて読まないとね。例えばこんな風に──」


　そう言って、謡江は鳴唐さんが持っていた新聞を手に取り、歌うた姫ひめらしい艶つややかな美声でポルノを読み始めた。












「──もう、来夏ちゃん。また私を撮ってるの？」


　ひとけのない野原に、つばの広い白帽子をかぶって白いワンピースを着たお姉さんが座っていた。彼女は視線の先にいる、同じく白ワンピースを着た来夏を見て微笑む。


「だって私、綺麗なものしか撮りたくないですから……」


　言訳するようにして頰を染めた来夏を見て、お姉さんは慈しむように「来夏ちゃんだって綺麗よ」と自分のもとへ呼び寄せる。そしてワンピースの上からそっと胸へ手を這わせ始めた。


「うふふっ……言いつけ通り、下着を着てこなかったのね」


　ワンピース越しに柔らかな胸の感触を確かめたお姉さんは、次いで来夏の胸の先をチロチロと舐め始めた。漏れる唾液が生地を濡らし、うっすらとピンク色の突起物を妖艶に浮き上がらせてゆく……。


「あんっ……お姉さん、こんな所で……!!」


　来夏は羞恥で顔を赤らめて喋る。そしてお姉さんの舌先に翻弄されて乳首を隆起させ、ピンと生地を張ってその摩擦でさらに感じてしまう。


　──パシャッ。


　来夏が羞恥と快楽で赤らんだ隙を逃さず、お姉さんは自分のカメラで彼女を撮る。そして「やっぱり綺麗ね」と微笑んだ。


「……でも、もっともっと綺麗にしたいわ」


　お姉さんは言いながら来夏をそっと押し倒し、ワンピース越しに股間へと手を這わせた。


「お、お姉さん。そんな汚い所……!!」


「汚くなんかないわ。証明してあげる」


　言いながらお姉さんはそのしなやかな指を蠢かせ、ワンピースに染みを作ってゆく。なだらかな膨らみへ愛でるように指先を押しこみ、揉みしだき、性器を翻弄する。


　敬愛するお姉さんの愛撫でもたらされた無上の快楽は、透き通る液体となって来夏の股間をジュクジュクと濡れ光らせていた。


「はっ……はぁぁぁ！　嫌、見ないでください！　こんな……醜いところ!!」


　──パシャッ。


　お姉さんは恥ずかしさに耐えきれず顔を振る来夏を撮影すると、思い出したように口を開く。


「私をまねてカメラを始めて、服装まで似せて……どうして？」


「それは……お姉さんのことが好きだから……」


　それを聞いたお姉さんは、なぜか首を横へ振って微笑んだ。


「まだ気づいてないのね。今のあなたが私に抱いてる感情は──」


「はぁぁぁっ……!!」


　お姉さんが大切なことを伝えようとしたそのとき、来夏はビクンッと背をのけぞらせて果ててしまった……。












　……謡江の艶やかな声で奏かなでられる「はぁぁぁっ……!!」という喘あえぎ声……エロ美しい!!


「謡江の朗読いいな！　ちょっと今度、ぼくが書いた『快楽の物理シリーズ』や『淫いん乱らん体育シリーズ』とか読んでもらってインスピレーションを──」


　そこまで言って、ぼくは「謡江と鳴唐さんが自分のポルノを朗読している」というこの状じよう況きように気づく。


「なんでふたりがぼくのポルノを読んでるの!?」


　ぼくは慌あわてて謡江のもとへ駆かけ寄り、新聞を取る。


「あっ……丈途くん。私たち、新聞同好会に入ったから勉強で過去の記事を読んでたの」


「そうなの。でも吹音、丈途くんが書いた『ポルノコラム』っていうのがわからなくて……」


　ぼくは一年生の頃ころ、新聞同好会でコラムを担当していた。ぼくが書く以上それはポルノ形式だったのだ。


「今の新聞同好会は愛見の進路指導を追ってるし……ぼくのポルノを読んでも勉強にならないんじゃないかな」


　そう言うと、謡江が首を横へ振り、どこか嬉うれしそうに微笑みかけてくる。


「私、やっと学園生活が楽しくなりそうなの。だから……この部活、がんばらせて」


「謡江……」


　知らず声を漏もらして謡江をじっと見つめていると、誰だれかがぼくの制服の裾すそを引っ張ってくる。目を向けると、そこには決意のこもった瞳ひとみでこちらをじっと見つめる鳴唐さんがいた。


「吹音も、初めて部活に入って楽しいの。だから……色々がんばりたいの」


　……そうか。鳴唐さんはずっとひとりでクラリネットの練習をしてたから……。


　ふたりの想おもいに、ぼくは胸が熱くなる。


　一年生の頃は三人しかいなかった新聞同好会だが……人が増えてよかった。


　心から、そう思った。


「よし、みんなで一いつ緒しよに同好会をがんばろう！」


「「うん!!」」


　鳴唐さんと謡江は、心底嬉しそうに声を合わせて返事をしていた。


「──じゃあ、まずはポルノコラムの全暗記からね！　丈途くんが書いたコラムはまだまだたくさんあるんだから、徹てつ夜やじゃ足りないわよ!!」


　部室の奥から、髪かみを肩かたの辺りでそろえている少女が新聞の束を抱かかえて来る。天才マネージャーの倉くら部ぶ勝かつ代よだ。


「って、だからぼくのコラムはいいから!!」


　ぼくが焦あせって勝代から新聞を取り上げるも、彼女は走ってきた勢いを殺しきれずにこちらへぶつかる。張りのある勝代の胸に弾はじかれてぼくが後ろへ倒れると──右手と左手それぞれに、ふたつの柔やわらかい膨らみが当たった。


　右手に当たったのは未発達な薄うすい膨らみで、その幼さを強調するかのように少しだけぼくの手が沈しずむ。左手に当たったのは美しい円形の膨らみで、ぼくの手をそっと受け止めるかのようにグニュリと潰つぶれていた。


「う～ん……左手の方が柔らかくて揉みがいがあるけど、右手の薄い膨らみはこう、未発達さを愛でたくなるような……」


「「きゃぁぁぁ!!」」


　唐とう突とつに女の子の悲鳴がして、ぼくは弾き飛ばされる。


　後ろを振り向むくと、顔を真っ赤にして胸を押さえている謡江と鳴唐さんがいた。


「勝代さんにぶつかって倒れたのは仕方ないとして……なんでそのあと、私たちの胸の感かん触しよくをじっくり確かめるみたいに手を蠢かせるのよ！」


　謡江が、顔を赤くしたまま叫さけぶ。


「丈途くん……吹音……吹音……未発達……」


　鳴唐さんがショックを受けたように言い、瞳を潤うるませてこちらを見つめていた。
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「ごめん！　なんか気持いい膨ふくらみが手に当たったから……」


　ふたりに謝っていると、ふと、来夏が視界に入る。彼女は春香お姉さんの方をじっと見つめており、こちらに無関心であった。


　……あれ？　いつもだったら「わざとコケて女の胸を揉もんでおいて被ひ害がい者しや面づらとは……醜みにくいぞ！」とか言ってぼくの写真を撮とりまくるのに……。


　不思議に思って見つめていると、春香お姉さんがこちらの視線に気づき、なにか悩なやみながら声を上げる。


「あの……ポルノコラムって、どういうことですか？」


「──この男は性せい欲よくの権ごん化げにしてプロのポルノ作家なんです。というわけで学園新聞にもその劣れつ情じようをぶつけてポルノコラムを書いていたわけですね」


　来夏が、しれっと詳しよう細さいに説明をする……。


「……というかそちらのお姉さん、誰ですか？」


　謡江が今さらながら気づいたように首をかしげ、お姉さんを見つめる。来夏の写真を見ていとこのお姉さんが訪ねてきたことをぼくが説明すると、みんなは興きよう味み津しん々しんにお姉さんの周りへ集まってきた。


「初めまして、春香です。みなさんは来夏ちゃんと同じ部活なんですね。おとなしい子だけど、仲良くしてください」


　お姉さんはそう言って、静かに頭を下げた………………………………………………………。


　みんな、「来夏がおとなしい」という発言を聞き、啞あ然ぜんとしてしまう。


　……やっぱりそうだよね。おかしいよね……。


　沈ちん黙もくが辺りを支配する中、謡江は春香お姉さんが首からさげたカメラを見つめながら恐おそる恐る口を開く。


「えと……『来夏さん程度の騒さわぎ方じゃ、春香お姉さんにとってはおとなしい方』っていう意味ですか？　それとも『来夏さんは一いつ般ぱん的に見ておとなしい方』って意味ですか??」


「変な質問するんですね。あんなに繊せん細さいな来夏ちゃん……一般的に見ておとなしいに決まってるじゃありませんか」


　…………………………………………………………………………………………………………。


　再度、みんなが啞然とする。


「──もしかして来夏さんって、中学の頃ころはもっと違ちがう感じだったのかしら？」


　謡江が、声をひそめて鳴唐さんや勝代に話しかける。


「──吹音も中学と高校ではちょっと違うから……そうなのかも」


　鳴唐さんが、考えるようにして漏らす。


「──来夏ちゃんも色々あって、今みたいに元気になったのね！　そういう前向きな気持、応おう援えんするわ!!」


　勝代が、瞳ひとみを輝かがやかせて喋しやべる。


「ちょっとお前ら、黙だまって聞いてれば好き放題──」


　来夏はそこまで言うと、不意に春香お姉さんへ目を向ける。


「──酷ひどいこと言うのね。冗じよう談だんもほどほどにして欲しいわ」


　頰ほおをひくつかせつつもいきなりおしとやかな口調に変わった来夏を見て、みんながズルッとコケる。


「ら……来夏さん、ほんと、どうしちゃったの……？」


　困こん惑わくする謡江のそばで、勝代が場の空気を無視して「春香お姉さん！　中学生の頃の来夏ちゃんってどんな感じだったんですか？」とストレートに質問をぶつけた。


　──こういうときの勝代って、凄すごく心強いな！


「ちょっ……勝代！　そこは空気を読め!!」


　慌あわてて勝代へ耳打ちする来夏を尻しり目めに、ぼくはお姉さんの回答を聞きたくてあえて助け船を出さない。


「そうねぇ……いつもおしとやかに微笑ほほえんでいて、カメラで綺き麗れいな花を撮ったり子供たちが楽しそうに遊んでる姿を撮ったり……」


　──今と逆じゃないか!!


　思わず考えが口を突ついて出そうになり、ぼくはすぐに手で口を押さえる。


「来夏さんは、どうして今みたいに変わったの？」


　鳴唐さんが、純じゆん粋すいな瞳で来夏へ問いかける。


「わ、私は特に変わってないわ。な、なにを言ってるのかしら……」


「──別人よね」


　謡江が、来夏を疑わしげに見つめる。


「──今日の来夏ちゃんは変だわ。いつもみたいに『醜いぞ！』って元気に撮さつ影えいして!!」


　勝代が励はげますように言う。


「みなさん、お姉さんの前だからって変な冗談言って……笑えないわよ」


　微笑みながらの台詞せりふだったが、最後の「笑えないわよ」の部分だけ、もの凄くドスのきいた声だった……。


　……来夏、好きだったお姉さんの前だからって変に取り繕つくろって……。


　ぼくはいつもと違う彼女に、もどかしいものを感じていた。来夏はもっとこう、閃学園の中でも一段と性格が突き抜ぬけてて、ぼくが転んで女の子の胸を揉んだり、つまずいて女子のスカートの中へ顔を突っこむたびに「醜いぞ！」って楽しそうにはしゃぐ子なのに……。


「──あら、みなさんもうおそろいでしたか」


　扉とびらが開き、部長が中へ入ってきた。彼女は来夏と春香お姉さんを一いち瞥べつすると、「ちゃんと会えたようでよかったですわ」と微笑む。


「学校から春香さんの予定は聞いております。しばらく麓ふもと街の旅館に滞たい在ざいされるそうですね。お好きなときに新聞同好会へ遊びに来てください」


「ありがとう。来夏ちゃんがみなさんと仲良くやってるようでよかったわ。みなさんのこと大事にするのよ、来夏ちゃん」


　お姉さんは嬉うれしそうに言って来夏の手を両手で握にぎりしめると、微笑みを浮うかべる。


「あっ……」


　来夏はわずかに声を漏もらすと、顔を赤くしてお姉さんの手をじっと見つめた。まるで、恋こいをしている女の子の仕草だ……。


「お姉さん、私、みんなと仲良くします!!」


　来夏が嬉しそうに声を上げる中、部長はなぜか目を細めて彼女を見つめる。


「……やはり、お姉さんと会って〝変化〟があったようですわね……」


　部長は考えるように言うと、まるで試ためすかのように「どうでしょう。記念にみなさんと集合写真を撮とりませんか？」と来夏に提案した。


「いいわね」


　来夏は淑しゆく女じよがごとく微笑んで言うと、ぼくらを壁かべ際ぎわに並ばせる。そしてカメラを三さん脚きやくにセットするとタイマーを設定し、ぼくらの方に来た。


「……あれ？」


　ぼくは、来夏の行動に違い和わ感かんを覚える。


　……来夏って、タイマー使って撮影したことあったっけ？　っていうかこんな〝普ふ通つう〟の写真なんて、撮ったことあったっけ……。


　さきほどぼくがエロハプニングを起こしたとき、来夏が写真を撮らなかった際にも覚えた違和感と同じだった。


　──チカッ、チカッ。


　カメラのタイマー進行を示す小さなランプが光るたび、胸の中に焦しよう燥そう感かんが降り積もる。


　春香お姉さんと再会して、来夏がどんどん来夏じゃなくなってゆくような、嫌いやな感覚……。


　──チカッ、チカッ。


　来夏がこんな普通の写真を撮るなんて……あっていいのだろうか？


「ねぇ来夏。撮りたくない写真なんて、無理して撮らなくても──」


　──パシャッ。


　喋り終わる前に、シャッターが切られてしまった。


　その瞬しゆん間かん、ぼくの胸に、言いようのない不安が広がっていった……。





「──来夏先せん輩ぱいは今のところ学業と仕事を両立させているのに、部長はなぜ進路指導を依い頼らいしてきたんでしょうか……？」


　首をかしげながら、愛見が校舎の中を歩いていた。春香お姉さんが学園を訪ねてきた次の日、部長から新聞同好会の部室へ呼び出されていたのだ。


　校舎奥の階段をくだって部室に入ると、急に、叫さけび声が聞こえてくる。


「──どうしても〝普通の写真〟しか撮れないんだ!!」


　驚おどろいて声の方へ目を向けた愛見は、カメラを手に膝ひざを突つく来夏を瞳ひとみに映す。


「なんでさ!?　とにかく醜みにくい瞬間を撮れば、それでいいんだろ!?」


　来夏のもとに丈途が駆かけ寄り、慌あわてて肩かたを揺ゆすっている。


「簡単に言うな！　〝撮る〟にしたって『どの一いつ瞬しゆんを狙ねらうか』や『構図』や『撮影技術』……様々なことが結集されて一枚の写真になるんだ！　このままじゃ写真集の締しめ切きりに間に合わなくて……まずいことに……」


　苦々しい顔で来夏がそう漏らしていると、愛見のそばへ部長が来た。


「わざわざお越こし頂いてありがとうございます。なぜ来夏さんの進路指導を依頼したのか……これを見れば、大体の状じよう況きようはわかりますわよね？」


「いえ、あの……唐とう突とつすぎて、ちょっとまだよくわからないんですけど……」


　愛見は困ったように来夏へ目を向けたが、来夏のそばにいた丈途へつい視線が移った。


　……丈途先せん輩ぱいは、吹音先輩とつき合ってなかったんですよね。ということは今、ひとり身で……。


　そんなことを考えながら、愛見は薄うすく頰ほおを染める。


　……丈途先輩が謡江先輩にした進路指導、凄すごかったなぁ。やっぱり、丈途先輩に憧あこがれちゃうなぁ……。


「──ということで来夏さんは今……って愛見さん？　あたくしの話を聞いてますか??」


　ぼうっとした顔で考えごとをしていた愛見に、部長が眉まゆを寄せて問いかける。


「あっ、すみません！　もう一度説明をお願いします！」


「……仕方ありませんわねぇ……」


　そう言って、部長はこの状況を再度説明し始めた──。





　──ぼくは、部室の床ゆかに膝を突いている来夏の肩を必死に揺する。春香お姉さんが訪ねてきた次の日、来夏が突とつ如じよ「醜い写真が撮れなくなった！」と新聞同好会の部室へ駆けこんできたのだ。


「なんでいきなり撮れなくなるのさ!?」


「原因なんてわからん!!」


「でも写真集の締切りがあるんだろ？　撮れなかったら、かなりまずいことに──」


　ぼくが喋しやべっていると、来夏の携けい帯たい電でん話わが鳴る。彼女がそれを取ると、男性の焦あせった声が聞こえてきた。


『──来夏さん、そろそろ写真を頂かないと本が出せません！　今どれくらい用意できてるんですか!?』


「えと……だな。その……」


『何枚かはもうあるんでしょ!?　とりあえずそれをください!!』


「とりあえずとはなんだ！　ちゃんと全体の構成を考えてからでないと渡わたせん!!」


『じゃあ、あとどれくらいで完成するんですか!?』


「それが……ちょっと今、スランプでな……」


『スランプ!?』


　電話の向こうで、一瞬、声が止まる。


『……今ならまだ、発売を中止してもそんなに大きな影えい響きようはないな……うん』


　──え!?　発売中止!?


　驚くぼくの耳へ、電話から吹ふっ切れたような妙みように爽さわやかな声が響ひびいてくる。


『それでは来夏さん、いい写真が撮とれましたらそのときにまたご連れん絡らくください』


　……プー、プー、プー……。


　通話の切れた音が、虚むなしく電話口から流れていた……。


「来夏！　今の、編集者が作家と距きよ離りをおくときの常じよう套とう句くと同じだよ!?」


「そんなのわかってる！　くっ……しかし写真が撮れないことには……!!」


　彼女は悔くやしげに呻うめき、カメラへ手をやる。


　……どうしてこうなっちゃったのさ、来夏……。


　ぼくが心配げに来夏を見つめていると、彼女の携けい帯たいが連続で鳴った。メールが大量に届いたのだろうか……。


　携帯を開いた来夏は、いくらか操作をして顔を真っ青にする。


「仕事が……仕事が、全部キャンセルされた……」


「仕事が!?　そんな……」


　まさか、さっきの話がもう業界中に広まったのだろうか。


「──やはりこうなってしまいましたわね。来夏さんのいとこが訪ねてくると聞いたとき、そんな予感はしておりましたの」


　そう言いながら、部長がこちらへ近づいてくる。


「……〝やはり〟って、どういうこと？」


　ぼくの問いに、部長は考えるようにして口を開いた。


「来夏さんと春香さんの関係は、ある程度把は握あくしています。昔好きだった方の前で自分の醜い本ほん性しようをさらしたくない……そういった感情の問題でしょう」


「自分の醜い本性って……」


「春香さんが語る昔の来夏さんと今の来夏さん、まるで別人でしたでしょ？　きっと来夏さんが〝醜い写真〟に目覚めたことと無関係ではないと思うんです」


　……確かに、昔の来夏は今と別人だった。そして昔の来夏は今と違ちがって、〝普ふ通つうの写真〟を撮っていた……。


「好きな人の前でさらしたくない本性かぁ……なんとなくわかるわ」


　部室の奥でこちらの様子を眺ながめていた謡江が、何度も頷うなずきながら言う。


「私だって、丈途くんの小説を読んでるとき色々考えてること本人に知られたくないもの。女の人の股こ間かんを強ごう引いんにしごき上げてる描びよう写しやを見たとき、『こ、こんな愛あい撫ぶが好きなの……んくっっ！』って思ってることとか、ナースに夜の治ち療りようを受けてるシーンを見たとき『私もつき合ったらコスプレさせられて、硬かたくなった股間を妖よう艶えんに撫なで上げて治療させられちゃうの……んんぅ……！』って考えてることとか──」


　……謡江、妄もう想そうがダダ漏もれだよ……。


　ぼくが頰ほおをひくつかせて考えていると、謡江と同じく部室奥にいた鳴唐さんが首をかしげる。


「こかんをなであげて、ちりょう……??」


「──はっ！」


　鳴唐さんの台詞せりふでダダ漏れの妄想に気づいたのか、謡江は耳まで真っ赤にして自分の口を手で押さえていた。


　……学園アイドルなのにあんな妄もう想そう喋しやべって……やっぱりちょっと、残念だな。そこが親しみやすくていいんだけど……。


　ぼくがひとりで頷いていると、鳴唐さんは話を戻もどすように来夏へ潤うるんだ瞳ひとみを向ける。


「来夏さんも悩なやんでるのね。吹音も中学の頃ころの話を丈途くんにするの、ずっと迷ってたもん。来夏さんの気持、わかるの！」


　応おう援えんするように言う彼女の横で、勝代が唸うなりながら考えこんでいた。


「醜みにくい写真を撮る来夏ちゃんを応援すれば、来夏ちゃんの恋れん愛あいは応援できないってことね……難しいわ」


　来夏の恋愛と醜い写真……そうだよな、そういう問題だよな。でもこのままじゃ、来夏はどうしたらいいかわからないじゃないか……。


「って部長、来夏がこうなるって知ってて、なんで春香お姉さんを迎むかえに行かせたの!?」


「どちらにしろ会ってしまいますでしょ？　それに……来夏さんはきっと、会いたがってたと思いますわよ」


　部長に言われて来夏へ目を向けると、仕事がなくなって大変なはずなのに、どこか夢見るようにぼうっと自分の手を眺めていた。昨日、春香お姉さんが握にぎった来夏の手……。


　……来夏、本当にどうしちゃったんだよ。あんなに醜い写真が好きで、いつも狂きよう喜きして撮ってたじゃないか……。


　ぼくは、なぜか悔しかった。醜い写真のためなら誰だれに迷めい惑わくをかけようとも徹てつ底ていして行動してきた彼女が、こんなにもしおらしくなってしまったことが口くち惜おしかった。こんな来夏……ぼくは見たくない！


「来夏、カメラを構えて!!」


　ぼくはそう叫さけぶと辺りを見回し、近くにいた部長へ目をとめる。


　……部長なら、許してくれるかな。ごめん……でも、来夏を目覚めさせるためなんだ！


　ぼくは心の中で謝りつつ、全速力で駆かけ出す。そして彼女の豊満な胸を目がけてダイブした。


「来夏ぁぁ！　シャッターチャンスだよぉぉぉ!!」


　──ビシィッッ!!


　おしおき棒一いつ閃せん。ぼくは部長からハエを叩たたき落とすがごとく払はらわれ、床ゆかに転がってしまう。


「痛っ……」


「いきなりあたくしを襲おそうなんて、どういう了りよう見けんですか!?」


「いや、来夏に醜い写真を撮とってもらおうと思って……ごめん。でも部長ならわかってくれるかなぁ……って」


　──バキバキッ。


　部長の後ろから、拳こぶしを鳴らす音が聞こえる。そしてスーツとサングラスという怪あやしすぎる恰かつ好こうの外国人ふたりが前へ出てきた。部長のＳＰたちだ。


「小こ僧ぞう。俺には全然わからねぇんだが……この怒いかり、どうしたらいいと思う？」


　黒人っぽい男が声を震ふるわせながら言う。ブレイドだ。


「少年……男なら、これ以上の言訳はやめた方がいい」


　白人っぽい男が、悲しげに漏らしつつぼくの肩かたを叩く。ロッキーだ。


　……うっ、やっぱりまずかった……よね。


　反省しつつ来夏へ目を向けると、彼女はまだ自分の手を見つめたままぼうっとしていた。


　……来夏……。


「まったく……丈途さんはなぜあたくしが愛見さんを呼んだのか、まだわかってませんのね」


　部長が怒りながら足を踏ふみ出し、こちらへ来る。


「愛見……？」


　言われて愛見へ目を向けると、彼女は礼れい儀ぎ正しく頭を下げ、「わたし、来夏先せん輩ぱいの進路指導を頼たのまれたんです！」と元気に答える。


「愛見が来夏の進路指導って……」


　言いよどむぼくへ、部長は不敵な笑えみを向ける。


「今回の進路指導、ひとつ条件があるんです。丈途さんも一いつ緒しよにやってください」


「ぼくも一緒に!?」


「はい」


　部長は言いながら、部室奥の壁かべに飾かざられた大量の卒業写真を見つめる。新聞同好会が愛見の進路指導を追うと決めたときに貼はった物だ。あそこに進路指導で卒業した人の写真を貼るらしい……。


「って部長！　まさか来夏を〝卒業〟させるつもり!?」


「それは丈途さんしだいじゃありません？　あたくしは〝ふたり〟で進路指導をするよう頼んでいるわけですから」


　部長が試ためすように言ってくる……。


「今回の進路指導、丈途さんには新聞同好会のメンバーとしても存分に働いてもらいますわ。閃ひらめき新聞のメイン記者として、『ポルノ作家』ならではの切り口でこの進路指導を報道してください」


「ぼくがメイン記者……」


「そうですわ。一年生の頃はポルノコラムを中心にお願いしておりましたが、今回からは『メイン記者』です」


「でも……閃新聞は全世界発行になったのに、そんなことしていいの？」


「全世界発行だから、やって頂きたいんですの」


　部長はどこか面おも白しろそうにこちらを見つめて喋しやべる。


　……部長、またなにか企たくらんでるな。


　そんなことを思っていると、考えが顔に出ていたのか、部長はふと真ま面じ目めな表情をする。


「丈途さん、あたくしを信じてください。これはあなたが目指す学園を作るために必要なことなんですの」


「ぼくが目指す学園……それってこの間、放課後に話してたやつ？」


　その言葉に、部長はぼくの瞳ひとみをじっと見つめて頷うなずく……。


　わずかに沈ちん黙もくができたそのとき、こちらの様子をうかがうように愛見が一歩前へ出てきた。


「あの……これから、よろしくお願いします！」


　彼女はそう言って一礼し、わずかに頰ほおを染める。


「うん、一緒に進路指導をがんばろう」


「──ちょっと待って！　私たちは!?」


　頰を染めた愛見を眺ながめ、謡江が抗こう議ぎするようにこちらへ来る。


「吹音も新聞同好会に入ったんだから……がんばるの」


　鳴唐さんも、謡江に続いてこちらへ駆けてきた。


「──進路指導すると決まったら、私も全力で応おう援えんしちゃうわよ！」


　勝代が元気に走ってくる。


「え……いや……部長、どうするの……??」


　戸と惑まどうぼくを尻しり目めに、部長は盛大なため息を漏もらす。


「やれやれ……先が思いやられますわねぇ……」




　２　ようこそ百合の花園へ[image: ]







　──キュッ、キュッ、キュッ……。


　放課後の教室に、愛見がホワイトボードへペンを走らせる音が響ひびいている。


　集まったみんなはじっとホワイトボードを見つめたり外を眺めたりと、様々な姿勢をとっていた。しかしただ一点、〝無言〟であるということだけは共通している。


「……あの、なんでこんな雰ふん囲い気きになってるの？」


　ぼくがみんなを見回して漏らす。


「──べつに。ただ、なんで丈途くんと愛見さんの〝ふたり〟で進路指導なのか納なつ得とくいってないだけよ。せっかく私も新聞同好会へ入ったのに……」


　謡江が、頰を膨ふくらませて明後日あさつての方を向いてしまう。


「──吹音だって進路に悩なやんだ人のために、がんばりたいの」


　鳴唐さんが、こちらをじっと見つめて言う。


　──愛見とぼくが来夏の進路指導をすると決まった翌日、ぼくの教室たる二年二組にみんなで集まっていたのだ。これから話し合いをするというのに、ずいぶん剣けん呑のんな雰囲気だが……。


「丈途さんと愛見さんに協力される分には構いませんわよ」


　部長が、しれっと言葉を発した。


　その瞬しゆん間かん、場の空気が張りつめる。


　──部長！　雰囲気が悪くなるってわかってて言ったでしょ!?


「──みんなで協力すると決まったら、一いつ致ち団結してがんばりましょ～!!」


　静まり返った室内で、勝代が楽しそうに声を上げていた。


　──キュッ。


　愛見が文字を書き終わったのか、ペンの音がやむ。





『第一回学級会議　来夏先せん輩ぱいのスランプ脱だつ出しゆつについて』





　ホワイトボードには、そう書かれていた。


　愛見はみんなを眺め、粛しゆく々しゆくと喋しやべり始める。


「来夏先輩の進路は『醜みにくい写真を撮とるカメラマン』と決まってますから、今回はその道へ戻もどるためにどうスランプを脱出するかについて話し合いたいと思います」


　次いで愛見はこちらへ目をやると、恥はずかしそうに口を開く。


「こ、今回は、わたしと丈途先せん輩ぱいでがんばるわけですが……」


「ちょっと、私たちの話を聞いてなかったの？　みんなでやるのよ、みんなで！」


　謡江が、憤ふん然ぜんとして口を開く。


「吹音も……その、一いつ緒しよに進路指導したいの」


　鳴唐さんが、ぼくの方をじっと見つめて漏らす。


「そ、そうだったんですか……」


　愛見は少し残念そうに言うと、教室の隅すみに座っている来夏へ目を向ける。そこには、ふたりの小さな女の子も一緒にいた。


「──来夏ちゃん。ボクが発明した美容マッサージマシーンの『バキバキレスラーくん』を使って綺き麗れいになって、春香お姉さんを口説こう～！」


　長い白衣を着ている女の子が、来夏へ子犬のようにじゃれつきながら喋しやべる。クォーター独特の日本人離ばなれした美び貌ぼうを持つ、天才発明家の香か学がく創つくるだ。


「バキバキレスラーくんか……。それを使えば、き、綺麗になれるのか……？」


　来夏が戸惑ったように漏らし、バキバキレスラーくんを見つめる。だがその機械……覆ふく面めんプロレスラー形だった！


「それ、絶対にマッサージの機械じゃないでしょ!?　っていうかマッサージの機械が『バキバキ』ってネーミングの時点でおかしいから!!」


　ぼくが突つっこむと、創は「顔面をロックして、怪かい力りきでバキバキと顔の形を変えてくれるんだよ～！」と楽しげに言う。


「それ整形だから！　しかも絶対に怪け我がするし!!」


「──ふふっ……やっぱりミサが作った『惚ほれ薬』の方がいいニャ。これさえ使えばどんなに憎にくまれている相手だろうと一発ニャ……」


　頭に猫ねこ耳をつけて制服の上に黒マントを羽織った少女が、教室の隅に置いた大おお釜がまでなにか茹ゆでながら喋る。まるで黒くろ猫ねこをイメージさせる子──夜よる乃のミサだ。彼女は黒くろ魔ま術じゆつの天才にして謡江ファンクラブの会員である。


「ふふふっ……この薬さえ春香お姉さんに飲ませれば、来夏ちゃんもめくるめく百ゆ合り世界に突とつ入にゆうニャ。ミサと一緒に楽しい百合トークをしようニャァ……」


　大釜から立ち上る紫むらさき色いろの蒸気の合間から、不気味に微笑ほほえむミサの顔が見える……。


　──ごくり。


　来夏が、生なま唾つばを呑のむ音が聞こえた。彼女は次いで、恐おそる恐る声を上げる。


「そ、そんなものお姉さんに飲ませるなんて……でもそれさえあれば……」


　どこか躊ちゆう躇ちよしているものの、来夏の視線は大釜に釘くぎ付づけだった。


　──まさか来夏、このまま百合になるつもり!?


　ぼくは慌あわてて席を立ち、ミサの大釜へと駆かける。


「来夏、血迷っちゃ駄だ目めだよ────!!」


　来夏を止めようとそう叫さけんで飛びこんだ瞬間、つまずいて、ポケットに入っていたメモ帳が大釜へ入ってしまった。


　──ボワッッ……。


　なぜか、煙けむりが紫からピンク色へと変わる……。


「な、なに入れたニャ!?　今ので薬の性質が変わっちゃったニャ!!」


　ミサが焦あせって喋る中、ぼくはメモ帳に書かれていたものを思い出す。


　……確かぼく、ポルノ小説の下書きをしてたな。


　そう思った途と端たん、創がぼうっとした瞳ひとみでこちらを見つめてきた。


「んっ……はぁ……ポルノ作家くぅぅん。ボク、なんだか体の奥が熱いよぉ～～」


　彼女はそう言ってぼくに抱だきつくと、薄うすい胸をクニクニと押しつけてくる。


「一体どうしたの!?」


　驚おどろく中でぼくは、薄い胸が体に当たってわずかにたわむのを感じ、つい鼻の下を伸のばす。


「……媚び薬やくニャ……んはぁっ……け、煙を吸っちゃ駄目ニャ……んくっ！」


　ミサがなにかをこらえるように自分の胸を抱だきしめ、喘あえぎながら漏もらす。


「媚薬!?」


　啞あ然ぜんとしていると、しおらしく顔を伏ふせて頰ほおを染めている来夏が目に入った。


「はぁっ……んんっ……急に体がむずむずして……」


　彼女はそう言いながら体をくねらせ、シャツの下で胸の先を蠢うごめかせる。そしてどこか物欲ほしげに足を動かして股こ間かんをすり合わせ、「くんっ……はぁ……！」と喘ぐ……。


　──エロい！


　思わず、彼女を凝ぎよう視ししてしまった。


「……謡江さん。ミサ、ミサ……もう我が慢まんできないニャ……」


　声がしたので見ると、頰を上気させて動けなくなっている謡江にミサが抱きついていた。


「んはぁ……ミサさん、駄目よこんな所で……あんっ！」


「いいニャ……ミサは謡江さんのこと、ずっとずっと……」


　ミサは謡江の丸い胸に手をそっと這はわせ、乳ち房ぶさの造形美を愛めでるように撫なでていた。ミサの小さな手がすべるたび、わずかに歪ゆがむ謡江の乳房……。


「あんっ……駄目よそんな……んはっっ！　た、丈途くん助けて……はぁぁっ!!」


　ミサの愛あい撫ぶは段々と加熱し、今や胸の先を指でもてあそんでいた。ミサの指につままれて蠢く胸の突とつ起きが、よく見える。


　──凄すごい百合ワールドだ!!


　呆ぼう然ぜんとし、次いで我に返って謡江を助けに行こうとすると、こちらへ勝代がやってきた。


「んはぁっ……た、丈途くん。私なんだか体が熱くて……一いつ緒しよにスポーツしましょ!!」


　勝代はそう言ってぼくを押し倒たおし、馬乗りになる。彼女のプリプリとしたお尻しりがぼくの上で心ここ地ちよく暴れ回っていた。


「勝代、ぼくは謡江を助けに……んっ！　そんなに激しく……あっ！　その、できればお尻はもうちょっと下っていうか、股間の位置で動かして──」


「──ボクがポルノ作家くんと遊んでたのに……駄目ぇぇぇ!!」


　つい勝代へリクエストしていたぼくの横で、さっきまでこちらに抱きついていた創が騒さわぐ。


「──ちゃんと仲良くしないといけませんわよ。ほら、こんな風に……」


　ふと、部長が艶つややかな声を出してぼくの顔へ豊満な胸を寄せる。


　──パフッ……。


　わずかな音を立て、その大きな胸がぼくの顔を包んだ。どこまでも顔を埋うまらせてゆく柔やわらかな胸……。部長のつけたフローラルな香こう水すいの匂がして、ぼくは頭がぼうっとしてきた。


　──幸せだ！


　部長の胸の中で顔をにやけさせていると、不意に、胸の圧力で息ができなくなっていることに気づく。


「んごっ……ふっ……んぐぐぐぅ～！」


　慌てて騒ぐと、部長は「……あら、やりすぎましたかね」となごり惜おしげに胸を離はなした。


「──丈途くん……」


　鳴唐さんが、切なげにこちらを見つめている。


　彼女は「はぁ……はぁ……んんぅ」とわずかに息を荒あらげており、どこかもどかしげに自分の胸の前で手を握にぎりしめていた。


　……鳴唐さん……。


　もどかしげにしている彼女を見ていると、自分までもがもどかしくなってくる。彼女の火ほ照てった体を癒いやすために、そっとオトナの世界へ誘さそいたい……そんな欲よつ求きゆうがわき上がってくる。


「丈途くん。吹音、吹音──」


　鳴唐さんがそこまで喋しやべったとき、顔を真っ赤にした愛見が眼鏡めがね越ごしにそのあどけない瞳を潤うるませてぼくへ目をやる。


「んんっ……丈途先せん輩ぱい！　わたし、その、あの……んふっ……！」


　彼女はわずかに喘ぐと、自制するようにその意外と大きな胸をグニュッと抱きしめ、「駄だ目めよ愛見！　そんなこと考えちゃ駄目っっ!!」と叫さけぶ。


「ふたりとも、ムラムラしてるならこっちに──」


　誘いかけたそのとき、急に教室の扉とびらが開く。


「──来夏、話は聞いたわよ！　やっと百ゆ合りに目覚めたのね!!」


　ポニーテールの少女が扉の前で嬉うれしそうに声を上げる。天才プログラマーの霧む線せん蘭らんだ。


「──ふっ……来夏も性別の差を越えた〝愛〟に気づいたんだね。僕と一緒に真実の愛を解き明かす方程式を探そうじゃないか！」


　蘭に続き、淡あわい栗くり色いろの髪かみをさらさらとなびかせた中性的な顔立ちの男が入ってくる。天才数学者の円えん修しゆう律りつだ。


「ふたりとも……どうしたの？」


　ぼくが問うと、律が「来夏が同性に惚ほれたって聞いてね。いてもたってもいられず、仕事を早く片付けて来たのさ」と微笑ほほえむ。


　なるほど……って、蘭は百合だからわかるけど律は……？


　ぼくが首をかしげていると、律と蘭が唐とう突とつに頰ほおを染めて体をもじもじさせ始める。


「あんっ……はぁ……なにこのピンク色の煙けむり。吸ってると……女の子を愛でたくなって……」


　蘭はそう言うと鳴唐さんのもとへ行き、そっと抱だきしめる。


「吹音ちゃん……あたしたち今までずっとプラトニックな関係を保ってきたけど……んんっ……！　もうそろそろ、その純白な体に弾だん丸がんタッチでハッキング愛の伝導をかけて次のフェーズへ移行してもいいと思うの」


　蘭は指を震ふるわせながら鳴唐さんの薄うすい胸へ手を近づける。このままだと、あの薄い胸が強きよう烈れつな弾丸タッチによってあられもなく揺ゆれ動くことに……。


「鳴唐さん……!!」


　ぼくが勝代を押しのけて止めに行こうとすると、律がフラフラとこちらへ来た。


「丈途……僕らの愛の定理はまだ完成していない。なのにこんなこと……こんなこと駄目だとわかってるんだけど……」


　彼は頰を染めてぼくの顔へ唇くちびるを近づけると、「あの日のキスが、忘れられないよ」と目を閉じる。


　──あの日のキス!?　入学直後にアクシデントでしたやつ!?


　ぼくは慌あわててその場から逃にげようとするも、勝代が「んはぁっ……そんなに暴れて……」と気持よさそうに言いながらぼくを床ゆかに押さえつけてきた。


「勝代！　今、そんなこと言ってる状じよう況きようじゃないから!!」


　抗こう議ぎも虚むなしく段々と近づいてくる律の唇。瑞みず々みずしくキメ細やかで、まるで女性のような唇……。見ていると、吸いこまれそうになる。


　……そういえば律の唇って、柔らかかったなぁ……。


　そんなことを考えていると、段々、律の感かん触しよくが懐なつかしくなってきた。


　……いっそこのまま、キスしても──。


「もう駄目！　体が熱くて耐たえられないわ!!」


　突とつ然ぜん、来夏がそう叫ぶ。彼女はそのまま窓のそばへ行くと、熱気を振ふり払はらうかのように開け放った。


　──ファァァッ。


　涼すずしい風が通り過ぎ、室内に充じゆう満まんしていたピンク色の煙が散ってゆく………………………。


「って律！　なんでキスしようとしてるの!?」


　我に返ったぼくは、焦あせって彼を押し返す。


「あっ……すまない。つい愛が暴走して……方程式を無視するなんて、数学者にあるまじき行こう為いだったね」


　彼は反省するように言うと、いくらか残念そうにぼくを見つめつつ離れる。


　そして、我に返ったみんなが、一いつ斉せいにミサへ目を向けた。


「ミサさん、どうして媚び薬やくなんて作ったの!?」


　謡江が、自分に抱だきついていたミサへ叱しかるように声を上げる。


「ち、違ちがうニャ！　ミサは惚れ薬を作ってたんだけど、丈途が大おお釜がまにポルノを入れて媚薬に変えて……」


　猫ねこ耳をシュンと垂らして申し訳なさそうに言うミサへ、みんなが同情するように頷うなずく。


　次いで、みんながこちらへ鋭するどい目を向けた。


「え!?　ぼくが悪いの!?」


　驚おどろきで声を漏もらし、わずかに後ずさる。


「ちょっと待ってよ！　そもそもぼくは、惚れ薬に頼たよりそうになってる来夏を止めようとして──」


　──ビシィッッ!!


　部長がおしおき棒のようなノートを床に叩たたきつけ、不気味な笑えみを浮うかべる。


「言訳は終わりですか？　あたくしの胸、安くありませんわよ」


　部長の怒いかりに呼応するようにして、蘭がこちらへ駆かけてきた。


「あんた、吹音ちゃんに手を出そうとして媚薬を作ったんでしょ!?」


「そんなっ……むしろ鳴唐さんに手を出してたのは蘭だろ!?」


　こちらの話を聞きもせず蘭はジャンプし、ドロップキックをしてくる。飛んだことにより見えた彼女の今日のパンティーは……。


「レースのついたワインレッド──」


　──ドガァァッ!!


　その瞬しゆん間かん、蘭のドロップキックが当たる。


「あ、あんたまたあたしのパンティーをのぞいて……やっぱりド変態ね！　媚薬だって確信犯に決まってるわ!!」


　顔を真っ赤にしてスカートを押さえつつ、蘭が叫さけぶ。


　そんな……ジャンプしたら、パンティーくらい見えるよ。大体ぼく、本当に来夏を止めようとしただけなのに……。


　そのままぼくは、みんなに必死の弁解をするはめになった。





　……教室の窓をすべて開け放ち、媚薬の効果が完全に切れたところで学級会議が再開される。創とミサは海外から頼たのまれた仕事があるらしく、「ボク、『全自動解かい剖ぼう装置』を作らなきゃいけないんだ～」とか「ミサは『淫いん魔ま撃げき退たいのお札』を作らなきゃいけないニャ」とか言って帰っていった。


「──では、来夏先せん輩ぱいのスランプ脱だつ出しゆつ法についてちゃんと話し合いましょう」


　教きよう壇だんの前に立った愛見は、場を仕切り直すように言う。


「本来であれば、根本的に『来夏先輩はなぜ醜みにくい写真を撮とり始めたのか？』や『本当に醜い写真を撮りたかったのか？』という部分から考えるべきですが……」


「そこから!?」


　ぼくが突つっこむと愛見は至し極ごく真ま面じ目めに頷き、あごに手を置いて悩なやみ始める。


「う～ん。来夏先輩は明らかに〝恋れん愛あいの悩み〟でスランプに陥おちいっていますし、そこをどうにかする方法を考えるべきでしょうね」


　愛見はそこまで言うと、窓まど際ぎわの席に座って外をじっと眺ながめている来夏を見つめた。あの窓からは麓ふもと街が見える。春香お姉さんがいる、麓街……。


　ぼくはぼうっとしている来夏を見て力なく首を横へ振ると、「この様子じゃ、恋愛の悩みは簡単に解決しそうにないね」と漏らす。


「そうですね……。一流のプロともなれば、恋愛が仕事に悪あく影えい響きようを与あたえるとして『恋愛禁止』にする場合もあります。ということでいっそ──」


　愛見はそこで、眼鏡めがねに手をそえてキッと来夏を見み据すえる。


「来夏先輩も、恋愛禁止！」


「無理だから！　やめようと思ってやめられるものじゃないから!!」


　ぼくが突っこむ中、愛見の話を聞いた律と蘭が唐とう突とつに反応する。


「人の恋こい路じを邪じや魔まするなんていけないことだよ。ここは僕たちに任せるといい。適切な論証によって〝恋こい〟という命題に真しん偽ぎをつけようじゃないか」


「そうよ。可か憐れんに花はな咲さく百ゆ合りの世界はとても繊せん細さいなの。優やさしく、そぉっといたわりながら心を解きほぐして導かないと、クラッシュしちゃうわ」


　ふたりはそう言うと来夏のそばへ行き、妙みように乗り気で話し始める。


「僕の経験によると、仲はいいのにどうしても一線を越こえられない関係というのは辛つらいものだ。思わせぶりに優しくしては離はなれてゆく……その繰くり返かえしを打ち破るベクトルは、天才数学者の僕ですら中々算出できないからね」


　彼はそう言いながら、ぼくをちらっと見つめる。


　そんな中、蘭が来夏のあごをそっと撫なで上げながら口を開いた。


「まず、春香お姉さんに百合要素があるのかどうかを確認する必要があるわ。なければないで、こっちの世界にそっと誘さそえばいいのよ……うふふっ」


「春香お姉さんが百合か……どうだろうな。私たちにはもうひとり、ずっと一いつ緒しよにいた男がいるし……」


「「男!?」」


　律と蘭の声が、重なった。


「……つまり来夏はバイセクシャルだったわけか」


「単純に百合の恋かと思ってたけど……もっとハードな関係だったのね……」


　どこか、ふたりが残念そうに言う。


「いや、その、つき合ってたとかじゃないんだ。ただいつも三人で一緒にいて、互たがいが互いを大事にしていることはわかってて──」


「なんだ、つまり今は〝百合〟なのね！」


「友達以上恋こい人びと未満といった関係か。その恋数値ならなんの問題もないよ！」


　ふたりは急に元気を取り戻もどすと、またしても来夏に恋愛トークを振ふり始める。


「──同性が好きなおふたりは元気ですわねぇ」


　部長が、仕方なさそうに言いながら来夏のそばへ行く。


「恋をしてしまったのなら、無理にその感情を否定することはないんじゃありません？　その気持と向き合って前に進むことも必要ですわ」


　大人びた声こわ音ねで、部長が慰なぐさめるように言う。


「──そうよ！　恋が実らなくたって、前に進めるのよ！　ガンガン行かなきゃ!!」


　勝代が元気に喋しやべり、部長の横につく。


「いや、『恋が実らなくたって』って……さすがに不ふ謹きん慎しんだから」


　ぼくが声をひそめて勝代へ喋りかけていると、遠えん慮りよするようにして鳴唐さんがこちらへ来る。


「吹音もうまく恋愛できないから、来夏さんが苦しいの、わかるの……」


「──そうね。好きな人が全然振り向むいてくれないのって、辛いものね」


　謡江は鳴唐さんに賛同するように言ったあと、ぼくを一いち瞥べつしてため息をつく。


　……今、なんでため息が……。


　ふたりはそのまま、妙に意気投合して話し始めた。


「謡江さんはいいな……吹音より恋愛に前向きだし、誰だれとでもちゃんとお話しできるし……」


「なに言ってるのよ。吹音さんだっていろんな人から愛されてて……うらやましいわ」


「謡江さんは学園アイドルで、みんなから愛されてるよ？」


「そういう愛じゃなくて、もっと個人的な愛の話なの」


「う～ん……」


「吹音さんって、ほんとこういう話が苦手なのね。その恋愛感覚で……どうやってあの人を好きになったの？」


「どうやってって……そ、それはその！　えと……あの……!!」


　鳴唐さんはそのまま顔を真っ赤にしてしまい、黙だまりこんでしまった。


　謡江はそんな彼女を仕方なさそうに見つめると、「そういうところがかわいいのよねぇ……私だってかわいいって思っちゃうもん」となぜか膨ふくれる。


　さっきまで親密に話してたのに……女の子同士はわからない……。


　ぼくは首をかしげながら、教室の中を見回した。謡江と鳴唐さんだけでなく、みんなが好き放題に話し始めており、もはや「会議」の様相をていしていない。愛見は教きよう壇だんの前からそんな状じよう況きようを眺ながめ「困りましたね……どうも〝恋れん愛あい〟に焦しよう点てんを当てていては話が進みません」と力なく漏もらす。


「こうなったら……地道に『具体的かつ達成可能な目標を設定する』ことから始めましょう」


　決意するように言った愛見は、手元にあったノートへペンを走らせ始める。


　ぼくは彼女がなにをしているのか気になり、そばへ行ってみた。





『来夏先せん輩ぱいの進路指導プラン』


　まず、具体的かつ達成可能な目標を設定して「醜みにくい写真」のリハビリをする。


　次いで最高の「醜い写真」を撮とったのちに出版社へ連れん絡らく。


　華はな々ばなしく写真集を出して業界に復帰して──学園を卒業！





　ノートには、そう書かれていた。


「って、〝卒業〟は駄だ目めだから！」


「あっ……そうでした。でも……やっぱりわたし、進路指導には手を抜ぬけません。そして本気で進路指導する限り、どうしても〝卒業〟がベストの道に思えるんです……」


「なんていうか……愛見って生き真ま面じ目めすぎて恐おそろしく不器用なときがあるよね」


「すみません……」


　彼女は申し訳なさそうに頭を下げてくる。


「謝らなくてもいいんだ。それに……『具体的かつ達成可能な目標を設定する』っていうのはいい気がするんだよね」


　ぼくは言いながら考えを巡めぐらす。


　醜い写真を撮れなくなった来夏……そんな彼女に具体的で簡単にやれるリハビリは──。


「そうだ！」


　ぼくはそのまま、自分の考えを愛見に耳打ちする。


「そ……それ、わたしとするんですか!?」


　話を聞いた愛見は耳まで真っ赤にして声を上げる。


「これも進路指導だから！　だって来夏の写真を考えると……そうなるだろ？」


「それは……確かに……」


　いくらか悩なやんでいた愛見だが、覚かく悟ごを決めるようにしてこちらを見み据すえると、そのあどけない瞳ひとみに闘とう志しを宿して口を開く。


「わかりました……わたし、やります!!」


　そして、ぼくたちの進路指導が始まった。








「──結局、愛見さんとふたりでやるのね」


　教室の外から、謡江が不満げにつぶやいている声が聞こえる。


　他ほかにも、教室の外からは様々な声が聞こえてきた。


「吹音、今回は手伝わなくてもいいのかな……」


　鳴唐さんがそわそわしながら言い、「校長先生から言われたこともあるし……」と続ける。彼女は以前校長から、今の閃学園にはぼくたちの力が必要と言われたことを気にしているのだろう。


「──〝リハビリ〟という意味では丈途さんの作戦は間ま違ちがってませんし、吹音さんも今回は様子見でいいと思いますわよ」


　部長が考えるようにして喋しやべっていると、勝代が「私もお手伝いができなくて、うずうずしてるの！」と威い勢せいよく言う。


「いえ、ここはひとつあえておふたりの力を見せて頂きましょう」


「そんな……でも部長がそう言うなら……」


　勝代は残念そうに言うと、肩かたを落としていた。


「──あの……私はこれからなにをするんだ??」


　みんなの話に、来夏が戸と惑まどいながら入る。なんの説明も受けていないのだから当然だろう。


　──ぼくたちは学級会議が終わったあと、来夏のリハビリをするために一度教室から出ていた。そして下準備をしたのち、改めて教室に集まっていたのだ。


「──よし！　これで準備が全部終わったよ！」


　ぼくが教室の中で声を上げると、みんながこちらへ目を向ける。


「……ねぇ、さっきから気になってたんだけど……なんで愛見さんがスーツなの？」


　謡江が愛見を眺めつつ首をかしげる。


　確かに今、愛見はスカートスーツを着てヒールをはいていた。真面目な眼鏡めがねっ子の愛見がスーツを着ているとまるで──女教師だ！


「た、丈途先せん輩ぱい……わたし、ほんとにあんなことやらなきゃ駄目なんですか？」


　教壇の前でスタンバイしていた愛見が、顔を赤らめて漏らす。


「もちろんさ。愛見だってさっき『わたし、やります!!』って言ったじゃないか」


「言いましたけど……あんなはしたないことしなきゃいけないなんて、知りませんでした！」


　彼女は恥はずかしさで目を閉じ、抗こう議ぎするように叫さけんでいた。


「でも進路指導のためだしさ……」


　愛見は「進路指導」という言葉を聞くと、生なま唾つばを呑のむ。そして腹を決めたかのように「わかりました。では始めましょう！」と、一番前の席に座っていたぼくを見つめる。


　そして彼女は大きく息を吸い──。


「将来〝立派なポルノ作家〟になりたいですってぇ!?　あなた脳に蛆うじでもわいたんですか!!」


　と叫んだ。


「先生、ぼくは正気で本気です！　このリビドー性衝動を抑おさえられないんです！　きっと将来、男性読者の欲よく望ぼうを満足させる〝立派なポルノ作家〟になれると思うんです!!」


「っていうか〝立派なポルノ作家〟ってなんですか〝立派なポルノ作家〟って！　その発想がすでに正気じゃないですから!!」


　抗議するように上げたぼくの声も虚むなしく、愛見はこちらの進路希望を全否定してくる。


　──これは、女教師の愛見に生徒役のぼくが進路指導を受けているというシチュエーションなのだ。なぜこんなことをしているかは……もうすぐわかる。


「わたしはあなたを、そんな不ふ埒らちな生徒に育てた覚えはありませんよ！」


「先生は職業に貴き賤せんがあると思ってるんですか？　エロ関係とはいえ……立派な仕事です！」


『立派な仕事』という言葉に打たれたように、愛見は「わかりました……」とうつむく。


「では〝適性テスト〟を受けてもらいましょう。今から……自分がされたことをエッチに描びよう写しやしてみなさい」


　愛見はそう言うと教きよう壇だんからおりてこちらまで歩き──いきなりぼくを蹴け倒たおした！


「痛っっ……！」


「あ、ごめんなさい──」


「いいから演技を続けて！」


「は、はい。えと……ほらほら、早くその〝立派なポルノ〟とやらを喋ってごらんなさい」


　彼女は顔を赤くしながら、倒たおれたぼくの股こ間かんを踏ふんでヒールでなぶり始める。グニュグニュと絶ぜつ妙みような力加減で股間がもてあそばれる感覚……。


　──そう。ぼくたちは今、「醜みにくい瞬しゆん間かん」を演じているのだ。来夏の目の前で醜い瞬間を演じ続け、「とりあえず一枚撮とってもらう」ことでリハビリする……完かん璧ぺきな作戦だ！


　手はず通り部長からこのリハビリの説明を受けた来夏が、震ふるえる手でカメラを構え始めていた。ぼくはそれを視界の端はしで確認しつつ、演技を続ける。


「んっ……愛見先生はその足を蠢うごめかせてぼくの股間をもてあそび──」


「そ、そんなエッチな描写……じゃなくて、凡ぼんな描写ね。とてもじゃないけど立派なポルノ作家にはなれませんよ」
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　愛見は耳まで赤くしながらも一いつ所しよ懸けん命めいにそう言うと、スーツ越ごしにその隠かくれ巨きよ乳にゆうをこちらの顔へ寄せ、「ほ、ほら。わたしの胸を描写してみなさい」と言う。


「──丈途くん！　それ、絶対に自分の趣しゆ味みでしょ!?」


　教室の外から、謡江が制止するように叫ぶ。


「ちゃんとした進路指導だってば！」


　ぼくが弁解するように言うと、今度は部長が「絶対に趣味ですわね」とこちらへジト目を向けてきた。


「──趣味ね。私も新聞同好会にいる間、何回胸を触さわられたことか……」


　勝代が、思い出すようにして胸の前で腕うでを組んで漏もらす。


「ふ、吹音もこの間、触られちゃったの……」


　鳴唐さんが、頰ほおを染めながら恥ずかしそうにうつむく。


　──うっ！　確かに触っちゃったことあるけど……。


「丈途！　きみは部活と称しようしてそんな不純なことを……!!」


　律が沸ふつ々ふつと怒いかりをこみ上げるようにして言う。


　──まずい！　このままじゃぼくが責められる流れに!!


　ふと来夏へ目を向けると、彼女はまだカメラを持ったまま手を震わせており、シャッターを切る様子がない。


　……来夏……。


　ぼくは覚かく悟ごを決めると、愛見の胸をじっと眺ながめる。こちらの気配を察したのか、彼女は清水の舞ぶ台たいから飛び降りるように「うぅ……えいっ！」と声を上げ、胸をぼくの顔に当ててきた。


　──ポヨンッ。


「愛見先生はもてあました肉にく欲よくを〝進路指導〟という名目でぼくへぶつけるように、その隠れ巨乳でこちらの顔を包む。柔やわらかな胸はしかし聖職者にあるまじき淫いん靡びさで揺ゆれており、ぼくと先生へ同時に快楽を──」


　言いながら、そっと来夏へ目を向ける。


　──さぁ来夏！　醜い瞬間の連続を見て、そろそろ写真を撮りたくなってきただろ!?


　しかし来夏はまだ、手を震わせて写真を撮らない。


　……くっ！　でもぼくはあきらめないぞ。来夏のために、もっと醜い瞬間を演じてみせる!!


　意気込みそのままにぼくは愛見の胸の中で大きく息を吸うと、描写を再開する。


「甘い匂においの中にまじった、疼うずく体から滲にじむ汗あせの匂……。それは甘美にぼくを誘さそい、先生の〝進路指導〟で果てることを渇かつ望ぼうするようになる──」


　そこまで言うと、来夏が吐はき気けをこらえるように自分の口を手で押さえているのが見える。


「汚けがらわしい……！」


　──グサッッッ!!


　来夏の言葉が、胸に突つき刺ささった。


「……ほんと、汚らわしい妄もう想そうの垂れ流しね。耳が腐くさるわ」


　蘭が、駄だ目め押しするようにして蔑さげすんでくる。


「蘭までぼくを責めることないだろ!?　進路指導の最中なんだからさ……」


「あたしから見ても、あんたが愉たのしんでるようにしか見えないわ。っていうかあたしたち、もしかしてあんたの羞しゆう恥ちプレイのためにいるんじゃないの？」


「そんなわけないだろ!?」


　ぼくと蘭が言い合っていると、愛見は「わたし、こんなはしたないこと……もう限界です！」と声を上げる。


「愛見、ぼくらの進路指導はまだ終わってないだろ!?」


「でも、来夏先せん輩ぱいだっていまだに写真を撮ってくれないし……これは効果がなかったってことで、早く次の指導を考えた方が効率いいんじゃ──」


「その〝効率〟をつきつめた結果が、愛見の〝卒業指導〟なんじゃないか！」


　その瞬間、まるで落らく雷らいにでも打たれたかのように愛見がよろける。


「そう……そうですね。わたし変わらなきゃ……変わって、一流の進路指導をやらなきゃ!!」


　次いで彼女は「すみませんでした！」と律りち儀ぎに頭を下げると、ぼくを抱だきしめてその隠れ巨乳を一ひと際きわ強く押しつけてきた。


「愛見の心意気、確かに受け取ったよ！」


　ぼくはそう叫さけぶと、全身全ぜん霊れいでポルノを紡つむぎ始める。












「──立派なポルノ作家になろうって子がそんな稚拙な描写をして……笑われるわよ？」


　ひとけのない放課後の教室で、愛見先生はぼくが書いた原稿を読んでため息をつく。ぼくの席の横に立って原稿をのぞきこんでいた彼女は、そのままこちらへ覆いかぶさるように体を動かし、スカートスーツからのぞく胸の谷間を見せてきた。


「ほら、描写してみなさい」


「そんな……でも……」


「これじゃ不満？」


　愛見先生はそう言うと、前の部分をはだけてあと少しで乳首が見えそうなほど服をずらす。そして、スーツの上からはわからない隠れ巨乳をぼくの顔に押しつけてきた。


　柔らかい感触とともに甘い香りが漂ってくる。その香りはスーツの中で醸されて深みを帯びており、先生の内から溢れ出る女の〝性欲〟を連想させた。ぼくは一瞬にして理性が吹き飛び、先生の胸をむさぼるように舐め上げる。大きな胸はぼくの舌でプルプルと震え、乳首がスーツにこすれて蠢いているのが隙間から見え──。


「んんっ……こら！　そんなはしたない舐め方しないの。乳首は見ちゃ駄目よ」


　先生はぼくのおでこをコツンと叩くと、「大事な部分は〝妄想〟しないと小説に活かせないでしょ？」と微笑む。


　そして先生はぼくの机の上に座るとそっと足を広げてスカートをめくり、淡いブルーのショーツを見せる。


「ねぇ……このショーツの奥、どうなってると思う？」


　普段は真面目一徹で通している愛見先生が、眼鏡越しに劣情をのぞかせた瞳を浮かべる。その姿があまりに妖艶で、ぼくは息を呑んでしまった。


「そ……その、先生のエッチなところが……」


「……失格ね。ポルノ作家を目指すなら、もっとマシな描写をしてみなさい」


　先生はそう言うと、自分の指を股間に這わせて上下に蠢かせ始めた。


「はぁっ……んんっ……!!」


「せ、先生はぼくに見られることでより強い快楽を得ているのか、いつもの真面目さを欠片も感じさせないほどとろけた顔でだらしなく喘ぐ」


「そう……その調子よ」


「はい！　えと……普段〝真面目〟という殻にこもっていた彼女は、ひとたび生徒の前でその淫乱な本性を露にすると歯止めがきかなくなったのか、股間と胸を一心にしごいて愉悦に浸っていた。周りも見えないほど肉欲に溺れた聖職者の姿は淫靡で……美しい」


「うぅんっ……内面にも踏みこむのね……はぁっ！　いいわよ……」


　そして手の蠢きが最高潮に達したとき、先生は「んんっ……!!」と一際強く喘いで体をのけぞらせる。……ぼくに見られたまま、達したのだ。


「はぁ……はぁ……。進路指導はこれで終わりにして、次はふたりの時間を愉しみましょ？」


　そう言ってこちらの手を握り、濡れそぼったショーツへ誘った彼女は……もはや教師ではなく、ひとりの〝女〟だった。












　──ぽたり、ぽたり。


　気がつくと、ぼくの鼻から紅あかい滴しずくが落ちて愛見のスーツに滴したたっていた……。


「ごめんっっ！」


　慌あわてて飛びのこうとすると、愛見が「そう、その描写よ！　適性テスト合格だわ!!」と心底嬉うれしそうにこちらを抱きしめてくる。


「ま、愛見先生……ありがとうございました!!」


　鼻血が出るほど集中して書かれたぼくの原稿は、紅の聖書レツド・バイブルと呼ばれて編集者に重宝されている。渾こん身しんの一作ができた証あかしを前に、ぼくは喜びで愛見を抱だき返した。


「ぼく、絶対に将来〝立派なポルノ作家〟になって、男たちの劣情を満足させ続けます!!」


「あなたならなれるわ！　がんばってね!!」


「はい!!」


　そう答えたのち、ぼくは今の歓かん喜きを伝えんとそっと愛見へ耳打ちする。


「ありがとう。愛見のおかげでぼく、今最高に醜みにくいよ！」


「はい！　とても醜くて……はしたないです！」


「これも愛見の熱演のおかげだね」


「そんな……わたしなんて……」


　彼女はわずかに頰ほおを染めると、「わたしがここまで熱演できたのも、丈途先せん輩ぱいのおかげです」と眼鏡の奥からあどけない瞳をのぞかせる。


「──ちょっ……あのふたり、なんだかいい雰ふん囲い気きじゃない!?」


　教室の外で、謡江の騒さわぐ声がする。


「──丈途くん……きっと吹音たちのこと、忘れてる」


　鳴唐さんが寂さびしそうにつぶやく声が聞こえる。


　だがぼくは今、この瞬しゆん間かんだけは愛見に全力で感謝の念を伝えたいと思っていた。ここまで醜い瞬間を連発すれば、来夏だってきっと──。


　──パシャッ。


　唐とう突とつに、教室の奥でシャッターを切る音が聞こえる。


　期待に胸を膨ふくらませて目を向けると……窓から麓ふもと街を撮とる来夏がいた。


「いい風景だな」


　…………………………………………………………………………………………………………。


「撮るのそっち!?」


　ぼくの声も虚むなしく、来夏は満足げに教室を去り始める。


「そんなぁ……」


　愕がく然ぜんとして漏もらす愛見の前に、謡江が不敵な笑えみを浮かべて立った。


「やっぱり、新入生さんにはちょっと荷が重かったみたいね。今度は……私と丈途くんが進路指導をするわ！」


　その言葉を聞き、鳴唐さんが焦あせって謡江のそばへ行く。


「ふ、吹音も進路指導するの！」


　そんなふたりを眺ながめながら、部長が教室の外でため息をつく。


「なんだか混こん迷めいしてきましたわねぇ……」





　──パタタタタッ。


　──パタタタタッ。


　夕ゆう闇やみの空に、ヘリコプターの音が何十機分も響ひびいている。それらすべてが、この閃学園へ向かって一直線に飛んできていた。


「……壮そう観かんだな……」


　ぼくは運動場脇わきの道に立ち、ヘリの機き影えいを眺ながめつつ漏もらす。


「さすが史上最強の学園アイドルですわね。急きゆう遽きよ開かれたコンサートにここまで人が集まるとは……」


　ぼくのそばに立っていた部長が、感心したように運動場へ目を向けていた。そこには、すし詰づめ状態で何万人もの聴ちよう衆しゆうが集まっている。アジア系けいの人から欧おう米べい系、中東系……様々な人種がいた。


「ほんと、凄すごいよね」


「まぁ最強アイドルが好きなくらいの殿との方がたたちですから、いきなり呼び出される程度のＭプレイなんて朝飯前なんでしょうね」


　部長はすうっと目を細めて「うふふっ……」と微笑ほほえむと、まるで獲え物ものを狙ねらうようにして手の中でおしおき棒のようなノートをもてあそび始める。その姿はまさに、女王様……。


　──部長、なんか恐こわい!!


「……そういえば、今回はぼくと愛見で進路指導をしなくてもいいの？」


「そうですわねぇ……このコンサートには丈途さんも絡からんでいますし、愛見さんの案である『具体的かつ達成可能な目標を設定する』をきちんとやって頂ければいいでしょう」


　そう言って、部長はステージへと目を向ける。そこはまばゆいばかりのライトで照らされており、ギターやベースを持った人たちがいた。


　そしてステージの中央には、わざとワイシャツを着き崩くずして短いスカートをはき、ブーツとシルバーアクセサリーできめた謡江がいる。普ふ段だんのアイドル然とした恰かつ好こうとは違ちがう服装だ。


「──愛見さん。これから、上級生の腕うで前まえってものを見せてあげるわ」


　謡江はこちらの近くにいた愛見へ流し目を送りつつそう漏らす。その姿は余よ裕ゆうすら感じさせ、ロックな服装とあいまって……かっこいい！


「よ、よろしくお願いします！」


　さきほど失敗した進路指導を思い出したのか、愛見は申し訳なさそうに頭を下げていた。


　謡江はそんな彼女に「いいのよ、あとはお姉さんに任せなさい」と優やさしく言うと、少し視線をずらして鳴唐さんを見つめる。


「一足先に進路指導をさせてもらうわね。吹音さんには順番が回らないと思うけど……ごめんなさい」


　球児がホームラン予告をするがごとく、謡江は勝利予告をする。


　鳴唐さんは謡江の確信に満ちた態度に圧あつ倒とうされ「えと、その……それで来夏さんが元に戻もどるなら……」とたじろいでいた。


　──ぼくらは一度目の進路指導を失敗したあと、この運動場に集まっていた。次の進路指導は謡江と鳴唐さんでやると決まったわけだが、話し合った結果「先に謡江」「次いで鳴唐さん」と順番でやることになった。そしてぼくは、ふたりの進路指導それぞれに助力をしている。


「ところで謡江。今日はなんでバンドなの？」


　ぼくが問うと、彼女は「たまには違う趣しゆ向こうでファンサービスしようと思ってね」と片目をつぶる。普段の彼女ならアイドル的なかわいい絵になるところだが、今日の謡江はその仕草すらかっこいい。もはや今日のイベント、コンサートというより〝ライブ〟だ。


「「Ｙｅｓ！　Ｗｅ　Ｌｏｖｅ　う・た・えっ！　Ｙｅｓ！　Ｗｅ　Ｌｏｖｅ　う・た・えっっ!!」」


　会場では、集まったファンたちがいつもと違う謡江を見て大盛り上がりだ。


　──これは期待できる！


　ぼくはこのライブで「作詞」を担当していた。突とつ然ぜん決まったライブのため、開始前にもう一度打合せをしようとステージの上へ向かう。


「謡江。一応、歌い方についてもう一度打合せをしておこう」


「うん」


「とりあえず……〝Ｈｅａｔ　Ｕｐ〟の部分だけど、艶つやっぽくロックな感じでよろしく」


「じゃあ〝私を激しく濡ぬらすの〟は？　ちょっとエッチな感じがいいのかしら??」


「いや、むしろそこは誘さそうように……妖よう艶えんな感じで」


「妖艶……難しいわね」


　謡江はしばらく悩なやむと、「……わかった。やってみる」と言ってマイクを構える。


　ぼくはそれを見てステージから退散した。


　そしてバンドがノリのいいリズムを刻み始め……ついに、ライブが始まる。





　深夜の喘あえぎが　淫いん靡びなハーモニーを醸かもす


　あなたはいつでも　Ｈｅａｔ　Ｕｐ


　十六ビートで軋きしむベッドが　私を激しく濡らすの





「「Ｙｅｓ！　Ｗｅ　Ｌｏｖｅ　う・た・えっ！　Ｙｅｓ！　Ｗｅ　Ｌｏｖｅ　う・た・えっっ!!」」


　謡江のロックを前に、ファンたちはノリノリで涙なみだを流し、歓かん喜きしている。バンド仕様でバッチリきめたステージ。普段と違うロックな衣装のかっこいい謡江。なのに……なのに超ちよう絶ぜつ音おん痴ちすぎて、〝艶っぽくロック〟な感じとか〝妖艶〟な感じとか……全然伝わらない!!


「……いや。思おも惑わくとは違う歌だけど、この『醜みにくさ』なら……来夏はきっと反応するはず!!」


　だが近くにいた来夏へ目を向けると……彼女は耳をふさいでいるだけで、カメラを持とうともしていなかった。


　そんな中、謡江はさらに熱を入れて声を出す。





　加速するビート　あんっ……もっと激しく


　半はん端ぱな気持は　Ｎｏ　Ｔｈａｎｋ　Ｙｏｕよ


　快感の果てまで　一いつ緒しよに溺おぼれ尽つくしましょう





　ぼくは耳をふさぎながら謡江のライブを眺ながめていた。


　超絶音痴で歌われるエロ歌詞……やっぱり謡江、ちょっと残念だ。


　辺りでは、『史上最強の学園アイドル』こと謡江のライブではもはや恒こう例れい行事になっている周囲の大破は壊かいが始まっていた。ステージをまばゆく照らしていたライトが割れ出し、聴ちよう衆しゆうの中で倒たおれる者が出始めた。それでもファンたちはノリノリで応おう援えんし続けている。


「──まずい！　カメラが壊こわれそうだ!!」


　突とつ如じよ声を上げた来夏を見ると、彼女の持つカメラが謡江の高周波で小刻みに揺ゆれていた。


「謡江、ストップ！　スト～～～ップ!!」


　ぼくはステージの近くまで走り、大きく手を振ふって彼女へアピールする。


「……どうしたの？」


「来夏のカメラが壊れそうなんだ。このライブは中止にしてくれ」


「そんなぁ……熱唱しすぎたのね」


　──ガクッ。


　謡江は、燃もえ尽きたようにその場へ両手両りよう膝ひざをつき、黙だまりこんでしまった。


　……謡江、がんばったんだけどね……残念。


　心の中でつぶやいていると、ふと会場の雰ふん囲い気きがおかしいことに気づく。さっきまであれだけ騒さわいでいた謡江ファンが、しぃんと黙りこんでいるのだ。周りへ目を向けると……みんな、殺意に満ちた視線をぼくへ向けていた！


　──しまった！　ライブを中止にせず、来夏を会場から遠ざけるべきだった!!


　気づいたときにはもう遅おそい。こちらへにじり寄ってくる、世界中から集まった謡江ファンたち……。


「えと……これには事情が……その……」


　焦あせって言訳を考えていると、不意にステージへ誰だれかが上がる。


　目を向けると、いくらか緊きん張ちようした面おも持もちでクラリネットを持つ鳴唐さんが見えた。


　彼女はマイクを手に取ると「みんな、ごめんね。次は吹音の番なの」と声を上げる。


「──あの子って、有名なクラリネット奏者の鳴唐吹音じゃないか？」


「──ほんとだ。……けっこう豪ごう華かなイベントだったんだな」


「──謡江さんの応援に来たんだけど……こういうイベントも、いいな」


　鳴唐さんのおかげで謡江ファンたちは怒ど気きを収め、その場に立ち止まってくれた。


　ぼくは助かったと言わんばかりにステージ脇わきの階段を駆かけ上がり、鳴唐さんのもとへ行く。


「ありがとう！　おかげでみんな納なつ得とくしてくれたよ」


「よかった。このままじゃ来夏さんの進路指導、続けられないもんね」


　喋しやべり合うぼくらの脇で、謡江がフラフラと立ち上がる。


「……私のライブは終わったわ。吹音さんにいいところを取られるのは悔くやしいけど……来夏さんのためだものね。がんばって」


　謡江はそれだけ言うと、さっと踵きびすを返してステージを去り始める。


　来夏の進路指導には失敗したものの、ブーツを鳴らして毅き然ぜんと去るその姿は……。


「かっこいい……」


　──やっぱり今日の謡江は、一味違ちがう……。


　そんな感かん慨がいを覚えつつ、次のステージを成功させるためぼくは鳴唐さんへ目を向ける。


「ぼくが伝えたイメージは、作曲に活いかせた？」


「うん！　即そつ興きようで簡単なやつだけど、できたよ!!」


「少女が暖かな夕ゆう陽ひの中で体の内に眠ねむる情じよう欲よくを覚まし、服をすべて脱ぬぎ捨て、茜あかね色いろの光に愛あい撫ぶされているがごとく体を火ほ照てらせて達する感じだけど……わかった？」


　鳴唐さんは、ぼくの言葉を思い返すようにして地平線に残る夕陽の残光を見つめる……。


「わかった！」


「ほんとに!?」


「じょうよくでからだをほてらせて、たっするんでしょ？」


「それはそうだけど……なんか、違う意味で喋ってるような気が……」


「大だい丈じよう夫ぶ。じょうよく！　あいぶ！　たっする！」


　鳴唐さんは一いつ所しよ懸けん命めいに気合を入れるように言うと、ステージの中央に立ってしまう。


　……不安だ。


　疑念を持ちながらも、ぼくはステージを降りて彼女の演奏を待った。


　すると、素そ朴ぼくで温かな音が辺りに響ひびき始める。夕ゆう闇やみの中で響き渡わたるその音はどこまでも優やさしく包みこむようで、みんなが鳴唐さんの音に聞き入って静まり返っていた。


　……いい演奏だ。でも……あまり淫いん靡びな感じがしないような……。


　ぼくがハラハラして演奏を見守っていたそのとき、ついに来夏が動く。


　彼女はカメラを構え、鳴唐さんへとそのレンズを向けた。そして──。


　──パシャッ。


　一枚の、写真を撮とった！


「やった！　来夏がスランプを抜ぬけた──」


「美しいな」


　ぼくが喋りかけた途と端たん、来夏の声が聞こえる。


　……美しい？　確かに、鳴唐さんの曲は〝情欲〟や〝愛撫〟といった印象を受けず、ひたすらに美しかった。つまり、来夏が今撮ったのは「醜みにくい写真」ではなく「美しい写真」……。


「って、駄だ目めじゃん!!」


　ぼくはひとりで突つっこんでしまう。


「うぅ……よく考えたら、鳴唐さんに『醜い瞬しゆん間かん』なんて期待する方が間ま違ちがってるよな……」


「またしても」外れてしまったもくろみを前に、ぼくは肩かたを落としてしまう。


　そんな中、後ろに人の立つ気配がした。


「──吹音ちゃんは清せい廉れん純白。美しいなんて当り前でしょ」


　声に反応して振り返ると、そこには鳴唐さんの演奏を夢見心ごこ地ちで聞いている蘭がいた。


「──やはり、来夏の気持がわかるのは僕たちだけだね」


　蘭の隣となりに律が立ち、待ってましたと言わんばかりに前まえ髪がみをかき上げる。


「当り前よ。うふふ……真実の愛を知るあたしたちの力で、来夏をコンプリートしましょう」


「もちろんさ。来夏が立ち向かっている命題は、僕らの十八番おはこだからね」


「……というわけで丈途。あたしたちを使ってなにかいい進路指導を考えなさい」


「ぼく!?」


　唐とう突とつに振ふられた進路指導を前に、啞あ然ぜんとする。


　でも……このふたりなら、やってくれそう……かな？








　……涼すずしい夜風が盆ぼん地ちを駆け抜け、百ゆ合りの花々を揺ゆらしていた。月光の中でくり広げられるその光景は幻げん想そう的で、ここがまるで夢の世界のようであった。


「……よくあの短時間で花はな園ぞのを作ったね」


　眼前の光景に呆ぼう然ぜんとしつつ、隣にいた蘭へ喋りかける。


「妹たちにお願いしてここに花を集めてもらったのよ。あたしの妹、頼たよりになるでしょ」


　蘭は誇ほこらしげに言い、笑えみを浮うかべていた。


　──ここは閃学園からほど近くにある山間の盆地だ。ぼくたちは謡江と鳴唐さんの進路指導が失敗してすぐに移動し、ここで次の進路指導を始めようとしていた。


「ちなみに、馬ば鹿かな男どもがのぞかないよう、超ちよう絶ぜつ迎げい撃げきシステムも完備なのよ。ほら──」


　蘭の視線を追って盆地の端はしへ目を向けると、月光でキラリと光る砲ほう身しんや呪じゆ術じゆつ的な文字の記されたお札などが見えた。


　──ごくり。


　生なま唾つばを呑のみつつ、変なことはやらないようにしようと心に決める。


「でも……あのプランで大丈夫なの？　今のところ醜い瞬間を演じるのは失敗続きだし……」


「大丈夫よ。あたしに秘策があるの」


　蘭が不敵に喋しやべったそのとき、近くで人の騒さわぐ声が聞こえてきた。


「──勝代、なんで僕がこんな恰かつ好こうしなきゃいけないのさ！」


「──似合ってるわよ、律ちゃん！」


「──〝ちゃん〟って言わないでくれよ！　そもそも僕は百合じゃない──」


　声のする方へ目を向けると、勝代が楽しそうに誰だれかを押してきていた。その押されている人物とは──閃学園の女子制服を着た、律だった！


「丈途くん、どう？　私が見つくろったの」


　自じ慢まんげに言う勝代の前で、律が恥はずかしそうに頰ほおを染めつつこちらを見つめる。


　……律は今までいろんな女装をしてきたが……制服は初めてだ。〝女子〟の記号たる制服。元が女顔のためまるで違い和わ感かんがなく、さらさらと風になびく栗くり色いろの髪かみがボーイッシュな少女を思わせた。……盲もう点てんだった。変にいじった女装をさせるより、〝制服〟こそが──。


「一番かわいい……」


　思わず、口から漏もれていた。


「い、一番かわいい……？」


　律が、頰を染めたままこちらを見つめる。恋こいする少女が思い人から誉ほめられたときのような、いじらしい笑みを浮かべていた。


　──ドクンッ。


　突とつ如じよ、胸が高鳴る。


　そんな自分に戸と惑まどっていると、律が一歩二歩とこちらへ近づいてきた。


「丈途は……僕が女子制服を着てる方がいいんだね」


　はじらいつつも、勇気を出すようにして律が潤うるんだ瞳ひとみを向けてくる。


　──ドクンッッ。


「その……丈途が望むなら、僕は──」


　律はそこまで言って、ぼくの手をそっと握にぎる。キメ細やかな肌はだ。しなやかな指先。ぼくを前にしてわずかに体をくねらせるその仕草すら、もう〝少女〟だ。


「の、望むならなに──」


　そう言いかけた途端、勝代が「丈途くんもその服を気に入ったのね！」とぼくの後ろで嬉うれしげに飛び跳はねる。


　そのとき、勝代の肩が当たってぼくは倒たおれてしまい、ついでに律を押し倒してしまった。


「うっ……んんぅ……」


　律は倒れた痛みで呻うめきながらも、「丈途……きみはいつも強ごう引いんだな」と瞳を閉じる……。


　──ドクンッッッ！


　ぼくの中で、なにかが目覚めた。


　律の、綺き麗れいな唇くちびる。


　一度奪うばったことのある、柔やわらかな唇。


　今はぼくを待ち、そっと閉じられている唇……。
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「──って、それはまずいだろ!!」


　あまりに〝少女〟だった律の誘ゆう惑わくに打ち勝たんと、ぼくは自分に盛大なツッコミを入れた。


　次いで慌あわてて立ち上がってばくつく胸を押さえていると、近くから冷ややかな声が聞こえてくる。


「──なに百合の花園でＢＬボーイズ・ラブしてんのよ」


　目を向けると、仕方なさそうにこちらを見つめる蘭がいた。


「──あっ、蘭ちゃん。私が見つくろった服はどう？」


　楽しげに問う勝代へ、蘭は「これなら律も進路指導に参加できるわ。ありがとう」と微笑ほほえみを返す。


　……しかし勝代、律をあそこまでかわいくするなんて……危うくキスするところだったじゃないか。恐おそろしい子だ！


　楽しげにしている勝代へ向けて内心でつぶやいていると、たくさんの足音が聞こえてきた。


　顔を上げると、花園の向こうから歩いてくる蘭の妹たちと鳴唐さんたちが見える。


　──この進路指導は、百合の花園で蘭が妹たちと百合の花を咲さかせるというものだ。ゆえに律は女装し、妹たちが呼ばれたわけだが……なぜ鳴唐さんたちもいるのだろうか？


　首をかしげるぼくを見て蘭が察したのか、「女の子はたくさんいた方がいいでしょ」と不ふ穏おんな笑えみを向けてくる。


　……まさか蘭、この機にみんなを妹にするつもりなんじゃ……。


　その不安を肯こう定ていするかのように、蘭は「さぁ、始めるわよ」と愉しげに漏らす。


　それが合図となり、彼女は一陣の風となってまず妹たちへ疾しつ走そうした。


「さぁ来夏、あたしのことたくさん撮とりなさい！」


　蘭は言うなり妹たちのうなじや腰こし、そして太ふと股ももをそっと撫なでつつ走り抜ぬける。一いつ瞬しゆんの愛あい撫ぶながらその動きは優ゆう雅がで情熱的だ。たった一筋の指の動きで、妹たちは頰を染め上げてしまう。


「「あ～ん、お姉さま～～～!!」」


　花はな園ぞのに、妹たちの嬌きよう声せいが響ひびく。だが蘭はそれでも足を止めず、ついに妹以外にも目を向けた。


「さぁて……まずは新入生から妹にしましょうかね」


　愛見に視線を向けるなり、妖よう艶えんに微笑む蘭。彼女は愛見の隠かくれ巨きよ乳にゆうへ手を這はわせると、服の上からでもその豊満な胸がわかるよう大だい胆たんに揉もみ上げ始めた。


「はぁっ……！　せ、先せん輩ぱい、こんなこといけません……んはぁっ!!」


　こちらにまで「タプンタプン」と胸の揺ゆれる音が聞こえてきそうな蘭の愛撫……。快楽で力が抜けてしまったのか、愛見は喘あえぎつつその場へ膝ひざをついてしまう。


「うふふっ……次は、大人っぽい部長を妹にするのもいいわねぇ」


　愛見のそばに立っていた部長へ、蘭が鋭するどい瞳を向ける。


「なっ……あたくしにも手を出すんですか!?」


　部長は焦あせって逃にげようとしたが、ハイヒールでは動きが鈍にぶる。なすすべもなく蘭に巨乳をつかまれてしまい、そっと愛めでるように胸をこねくり回された。


「あんっ……だ、駄だ目めですわ……そんな……」


　部長も力が抜けてしまったのか、その場から動けないでいる。蘭は右手で愛見の隠れ巨乳を揉みつつ、左手で部長の巨乳を揉み回し続ける。


「「あぁぁんっ……!!」」


　愛見と部長の喘ぎが重なり、辺りに響いていた……。


「蘭、完全に自分の趣しゆ味みじゃないか！　やめなよ!!」


　ぼくが声を上げるも、暴走している彼女に届くはずもない。


　蘭は部長たちをたっぷり愛撫したのち、急に立ち上がって辺りを見回した。


「……そうだわ。学園アイドルもこのチャンスに頂きましょう」


「私!?」


　謡江は貞てい操そうの危機を感じたのか、身をひるがえして走り始める。しかし蘭の妹たちが「「一いつ緒しよに愉たのしみましょうよ～！」」と追いすがり、蘭に追いつかれてしまった。


「安心して。最初は、や・さ・し・く、するから」


　言いながら蘭はスタイルのいい謡江を愛でるように触さわり、太股から腰、そして胸へと手を這わせた。体を駆かけ上がる快感に耐たえられなかったのか、謡江は「んふっ……！」と喘ぐと、顔を真っ赤にして体を震ふるわせる。


　蘭はその隙すきに近くにいた律を引き寄せると、「あんた、いっそこのまま女子になってあたしの妹になりなさい！」と胸の先へ手を這わせた。


「ぼ、僕が蘭の妹なんかになるわけ……はぁんっ!!」


　胸の先でしなやかに蠢うごめく蘭の指……。律は感じてしまったのか、その場に座りこんで「んはっ……だ、駄目……うぅんっ……!!」と喘ぐ。その姿が妙みように色っぽく、ぼくはまたなにかに目覚めそうになる。


「……あら、謡江ちゃんをお留守にしちゃ悪いわね」


　蘭は言いながら、律と謡江それぞれへ手を這わせて胸の先を同時に責める。蘭の指にもてあそばれて、ふたりの胸の先が激しく蠢き始めた。


「「はぁぁっ……！　や、やめて……!!」」


　律と謡江は抵てい抗こうするように言うも、その体はすでに蘭の愛撫を受け入れて逃げられずにいた。


　今、この百ゆ合りの花園で、少女たちの芳かんばしき百合が咲き乱れている……。


「凄すごい光景だ……！」


　ぼくは蘭を止めるのも忘れて、愕がく然ぜんと目の前の光景を見つめる。


　そんな中で蘭はこちらへ背を向けたまま声を上げてきた。


「丈途、来夏をのせるためにそろそろポルノを喋しやべりなさいよ。あの子、まだ一枚も撮ってないでしょ」


　言われて来夏へ目を向けると、彼女は花畑に座ってひとりで月光浴をしていた。


「そうだね、早くポルノを──じゃなくて、妹以外に手を出すのはやめなよ！」


「これも進路指導のためよ！　さぁ、あたしの愛撫を見て欲よく情じようして、ポルノを喋りなさい」


　蘭はそう言って少しだけ胸をはだけると、「こっちに来てじっくり見なさいよ」と誘さそう。


　──いいの!?


　普ふ段だんならぼくを遠ざけそうなものだが、今回は蘭なりに進路指導に協力しているということだろうか。蘭の胸むな元もとからわずかにのぞくワインレッドのブラジャーと谷間……月明りのもとそれは扇せん情じよう的にぼくを引きつけ、彼女を止めるのも忘れてそばへ行ってしまう。


「謡江ちゃんってほんと食べがいがあるわねぇ」


　蘭はぞっとするほど色っぽい声で言うと、謡江のうなじへそっと舌を這わせる。糸を引くほど湿しめり気けを帯びたそれは謡江のうなじを這って耳元へ行き、その穴の中へ挿いれられる。


「やんっ……あぁっ……!!」


　全身を悦えつ楽らくが駆け抜けたかのように、謡江がビクンッと背をのけぞらせた。その隙に蘭は陶とう器きのように白い太股を謡江の腿ももの内へすべりこませ、艶なまめかしく上下させ始める。


　──蘭エロい!!


　ぼくは知らずガッツポーズを作って彼女の愛あい撫ぶを賛美する。


「よし、蘭のおかげでエロが補ほ充じゆうできたし……やるぞ！」


　気合を入れるように言うと、ぼくはポルノを喋り始めた。












「──強情張ってないで、律もおとなしくあたしの妹になりなさい」


　百合が咲き乱れる花園の中で、蘭は女子制服を着た律へ優しく喋りかける。そして律の薄い胸へ手を這わせると、乳首を指の先へ引っかけるようにしてコリコリと愛撫し始めた。


「んはぁっ……！　や、やめてよ蘭……うぅんっ!!」


　頰を染めつつ喘ぐ律は、快楽で力が抜けているのかその場に寝転がったままだ。ねっとりと這い回る蘭の指先に翻弄され、その愛撫に合わせて「あんっ……はぁぁっ!!」と喘いでいた。


「口では拒んでも、体は素直ねぇ」


　蘭が微笑んでいると、近くから「お姉さま……私も愛してください」と声が聞こえる。


　声の主は……蘭のそばで寝ていた謡江だ。彼女は放置された寂しさをまぎらわすようにして、自分の丸く美しい胸を制服越しにわしづかんで揉み上げていた。


「くうぅんっ……お姉さまぁ……早くぅ」


「自分で愛撫して待つなんて……謡江ちゃんは健気ねぇ」


　蘭は言いながら謡江の口に舌を差し入れると、ねっとりと奥まで這わせた。謡江はそれを甘受するようにして蘭と舌を絡ませ合い、口の隙間から濡れ光る唾液を見せる。


「うふっん……んん……」


　蘭の舌だけで感じてしまったのか、謡江は頰を染めて恍惚の表情を浮かべる。その瞳は虚空を眺めており、蘭からもたらされる快楽にすべての神経を注いでいるかのようであった。蘭から愛でられるためだけに在る、火照った体……。


　蘭は謡江を愛撫しつつも律のことを忘れておらず、その太股へ手を這わせる。


「駄目っ！　蘭、そこは……」


　律が拒絶しようとするも、太股を這う蘭の手はゆるやかに蠢いてキメ細やかな肌を刺激する。繊細な愛撫に反応したのか、律の足がビクッと痙攣していた。


「や、嫌ぁ……くうぅ……！」


　言葉とは裏腹に律の足はどんどん開いてゆき、蘭の手を誘っている。その様はまるで花弁が開いてその蜜を蜂へ委ねようとしているかのようだ。律は着実に〝妹〟へと変貌し始めていた。


　蘭は律の腿の内へと迫りながら、謡江にも愛撫を続けている。彼女の制服を脱がせると薄ピンクのブラジャーを露にし、その上へたっぷりと唾液を垂らして舌を這わせ始めた。


「さっきの愛撫でもう乳首を硬くしてるのね。感度がいいんだわ」


　嬉しそうに言った蘭は、謡江の乳頭をしゃぶり始める。じゅるっじゅるっと淫靡な音が立つ中、謡江のブラジャーが濡れ透けて綺麗なピンク色の突起が見え始めた。ブラジャーの薄ピンクとあいまって際立ったピンクの点は、まるで「ここをもっと責めてください」と主張しているかのようだ。


「さぁて、そろそろ仕上げにかかりましょうかね」


　そう言うと、蘭はふたりに這わせていた手を高速で動かし始める。……弾丸タッチだ。


　百合の花園に、甘美な喘ぎのハーモニーが流れ出す。その光景はどこまでも透明で……美しかった。












　ぼくがポルノを喋る中、蘭は来夏へそっと語り始める。


「いつもの来夏だったら『醜みにくいぞ！』って写真を撮とりそうなシチュエーションだけど……百合って美しいものでしょ？　つまりこの『百合の花園』……今の来夏でも昔の来夏でも写真を撮れるモチーフなの！」


　蘭はそう言って、得意気に来夏を見つめる。


　──うまい！　昔の来夏でも今の来夏でも撮れるモチーフを演じること……それが、蘭の言ってた〝秘策〟か!!


　……だが、来夏は「百合の花園」を見て手を震ふるわせるも……中々動こうとしない。心の中でなにかがせめぎ合っているようであった。


　それを見てもどかしさを覚えたのか、蘭は鳴唐さんへ目を向ける。


「こうなったら……メインディッシュで勝負よ！」


「……え？」


　つい声が漏もれていた。まさか蘭……鳴唐さんを食べるつもり!?


　鳴唐さんは自分の身にこれからなにが起こるのか理解していないようで、ぼうっとしたままその場に突つっ立っている。


　──さすがに止めなきゃ！


　ぼくは急いで蘭と鳴唐さんの間に入る。


「邪じや魔ましないでよ！　これも進路指導でしょ!!」


「鳴唐さんは『百合の花園』がなにかもわかってないんだから……駄目だよ!!」


「そういう子のハートをハッキング愛の伝導するのが、〝お姉さま〟たるあたしの役目でしょ!?」


　ぼくらが言い合っているところへ、勝代が「今は進路指導中なんだから喧けん嘩か禁止！」と止めに入る。


「進路指導……そうね。ということは、勝代ちゃんも妹にしなきゃね」


「……へ？」


　完全に暴走している蘭は、勝代へ爛らん々らんとした瞳を向ける。そして素す早ばやく勝代の後ろを取ると、胸と腿ももの内へ同時に手を這はわせた。


「やぁんっ……蘭ちゃんなにを……!!」


　驚おどろきつつも喘あえぐ勝代へ蘭は……両手の指を高速で動かし、弾丸タッチを始めた！


　ゴムボールのように激しく揺ゆれ動うごく、勝代の張りのある胸……。
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「んはぁぁっ……!!　私、私、もう……」


　そこまで喋しやべった勝代は、果ててしまったかのようにガクッと倒たおれる。


　そして急に、焦しよう点てんの合わない瞳をして立ち上がった。


「蘭お姉さま……」


〝お姉さま〟って……まさか勝代、〝妹〟になっちゃったの!?


　ぼくは呆あつ気けにとられて勝代を見つめる。


「勝代ちゃん。進路指導のためにいっそ来夏も妹にしようと思うんだけど……どうかしら？」


「いいと思います、お姉さま！」


　即そく答とうした勝代は、来夏を抱だきしめて蘭の前まで連れてくる。


　普ふ段だんの来夏なら抵てい抗こうして罵ば倒とうのひとつやふたつ言いそうなものだが……。


「あっ……な、なにするんだ」


　今の来夏は、気の抜ぬけた言葉しか出せない。


「かわいい反応ねぇ。今の来夏なら、簡単に優ゆう雅がな百合世界へアップデートできそうだわ」


　口の中で「うふふっ……」と笑った蘭は、勝代に取り押さえられている来夏のワイシャツをそっと脱ぬがし始める。


「ちょっ……やめ……んはっ！」


　露あらわになった白いブラジャーの縁ふちを、蘭がそっと撫なでる。その仕草で感じてしまったのか、来夏は頰ほおを染めて喘いでいた。


「勝代ちゃんもあたしと一いつ緒しよに愛あい撫ぶして、このまま一気に来夏を妹にしちゃいましょう」


　蘭はチロリと舌なめずりをして漏らす。その舌は百合の花はな園ぞので悦えつ楽らくをまき散らす〝お姉さま〟にふさわしく、淫靡に蠢うごめいていた。


「はい、わかりました！」


　元気に答えた勝代は、来夏の胸をわしづかみにして上下にバインバインと大きく揺らす。……とても愛撫とは言えない行こう為いだが……。


「んはぁっ……や、やめろ。私が……私が〝醜い〟姿に……！」


　なぜか、勝代の愛撫に来夏が反応していた。あられもなく胸を上下させられている〝醜い姿〟。それに過か敏びんな反応を示している……。


　──バインバイン。


「嫌いやぁ……はぁん！　醜みにくい姿なんて嫌……恥はずかしいの……」


　来夏は激しく首を振ふりつつも、自分の醜い姿を見られて妙みように感じていた。


　……もしかして、スランプ脱だつ出しゆつの兆候かな？


　ぼくは期待に胸を膨ふくらませ、来夏をじっと見つめる。


「うくぅん……！　た、丈途……私を見るな。みんなも見ないで……はぁんっ！」


　どんどん悦楽に浸ひたってゆく来夏を見て、蘭が「ふふっ……そういうこと。〝羞しゆう恥ちプレイ〟が好きなのね」と彼女のジーパンへ手をかける。


「この『百ゆ合りの花園』ですべてをさらけ出して、あたしの妹になるのよ!!」


　そう言って蘭が来夏のジーパンを引きずりおろそうとした瞬しゆん間かん──。


「……来夏ちゃん、なにしてるの？」


　ふと、声が聞こえてきた。


　目を向けるとそこには……春香お姉さんが立っている！


「なんでここにいるんですか!?」


　驚いて叫さけぶ来夏へ、お姉さんは「一緒に晩ご飯を食べようと思って学園に行ったら……生徒さんから『新聞同好会は盆ぼん地ちでなにかしてる』って聞いて来たの」と答える。


「そんな……でもここは、迎げい撃げきシステムがあるんじゃ……」


「──あっ、あれは男にしか反応しないのよ」


　こともなげに蘭が喋り、来夏は言葉を失う。そして蘭と勝代にもてあそばれている「醜い自分」を一度見たあと、春香お姉さんへ目を向けて捨てられた子こ猫ねこのような瞳ひとみをした。


　…………………………………………………………………………………………………………。


「うわぁぁぁぁぁん!!」


　涙なみだ声ごえでそう叫んだ来夏は、勝代たちを振り払はらって立ち上がり……服を直しながら逃にげ始めた。


「来夏！」


　ぼくが追おうとするも、彼女は「ひとりにしてくれ！」とこちらを突つき飛ばしてくる。


　──ドスンッ。


　倒れてしまったが最後、全力疾しつ走そうして遠のいてゆく来夏を追うすべがなかった……。


「ら、来夏ちゃん……？」


　突とつ然ぜんのことに立ち尽つくしている春香お姉さんの声が、静まり返った百合の花園に虚むなしく響ひびく。


　その日から、来夏が失しつ踪そうした。




　３　純愛スランプの真実







「……まいりましたわねぇ。来夏さんが失踪ですか……」


　ひとけのない放課後の教室で、部長がひとりごちる。


　──来夏が失踪して数日。閃学園の生徒はその才能をつかって来夏の捜そう索さくを続けていたが、中々足取りをつかめないでいたのだ。


「〝天才〟たる生徒たちの捜そう索さく網もうをかわすとは……来夏さんもやりますわねぇ……」


　ため息をついた部長だが、しばらく考えると「……しかし、計画に変へん更こうはありません。来夏さんはいずれ見つかると信じましょう」と決意するように漏もらす。


　彼女はそのままおしおき棒のような巨きよ大だいノートを広げた。


「来夏さんの進路指導を通じて、愛見さんにも〝指導〟をするというプラン……間ま違ちがってはおりません。進路指導の天才が〝卒業指導〟しかできないようでは……丈途さんの望む『みんなが〝新しい道〟を見つけられる学園』は作れませんからね」


　ノートを眺ながめながら、部長はさらに考えを深める。


「愛見さんはまだ一年生……才能に心が追いついていないせいで、うまく力を発揮できていませんね。来夏さんの進路指導を通じて少しでもそれが改善されれば──」


　部長はそう言って、ノートに書かれたある文章を見つめた。





『夢路愛見の考察』


①真ま面じ目めすぎて融ゆう通ずうがきかない。


②なぜ無理にでも学園生を「卒業」させようとするのか？





「──現状の問題点といえば、こんなところですかね」


　部長はノートに書かれた文章を読み返しながら頷うなずく。


「②については……どうやら〝過去〟になにかあったようですわねぇ。とりあえずの問題点として、①をどうにかする必要がありそうですわ」


　頷きながら言う彼女は、次いでその瞳に力を宿した。


「丈途さん、まだこんなものではないでしょ？　丈途さんの奇き抜ばつなエロアイデアを、あの堅かた物ぶつの愛見さんが間近で体験したときどんな化学反応を起こすか……楽しみですわ」


　そう言いつつ彼女は窓まど際ぎわへ行き、学園の敷しき地ちを眺める。


「丈途さん。新しい閃学園をつくって、一いつ緒しよに楽しく過ごしましょうね」


　丈途と「新しい学園」について語り合った、あの放課後を思い出させる台詞せりふ。


　その言葉は、再度約束を交かわすかのように重みを持って紡つむがれていた。








　──来夏が失踪して数日が経たった。捜索は放課後が主なので、公民の授業中である今はみんな仕事に精を出している。


　──ズダダダダッ！


　蘭はノートパソコンに弾だん丸がんタッチを食くらわせてプログラムを組むのに必死だ。


「──推定される資産の期待収益率は──最適投資比率が──」


　律はノートにペンを走らせてなにかの計算を続けていた。


　ホワイトボードに授業内容を書いているスーツ姿の男性教師は慣れたもので、みんなが授業中に仕事をしても完全にスルーしている。


「来夏……まさか失踪するなんて……」


　知らず漏らした言葉で、ぼくの胸が痛む。まさかあの来夏が失踪するほど恥はずかしがるとは思いもしなかった。来夏がおかしくなり始めたときに感じていたもどかしさがぶり返し、焦しよう燥そう感が募つのる。来夏は一体、今どこでなにをしているのだろうか……。


「──来夏さん、あのお姉さんのことが本気で好きだったのね」


　ぼくの言葉を聞いていたのか、右横の席に座っている謡江がぽつりと漏らす。その声に反応するようにして、ぼくの前に座る鳴唐さんが「……もしかして、このまま退学しちゃうのかな」と不安げに言った。


「退学だなんて……そんな……」


　ぼくがうろたえていると、仕事中だった律と蘭が手を止める。


「……退学はまずいね。今の来夏は写真もまともに撮とれず働けない。そうなると来夏の家計は……どう計算しても老後までもたないよ」


　来夏の生活費を計算しているのか、律がノートにペンを走らせつつ喋しやべった。


「──あたしの『百ゆ合りの花はな園ぞの』が原因で失しつ踪そうしたんだし……責任感じるわ」


　蘭がそう言ってため息を漏らし、言葉を続ける。


「あたしが来夏を『百合の花園』でちゃんと〝妹〟にしてれば、今ごろは恋こいの苦しみから解き放たれて芳かぐわしき百合世界で幸せに暮らせていたのに……」


「反省するの、そこじゃないから！」


　ぼくが突つっこんでいると、蘭の話を聞いた謡江がなにか考えつつこちらを見つめてくる。


「〝妹〟にするのはやりすぎだけど……やっぱり来夏さんの進路指導、恋の悩なやみも取り除くものじゃないと駄だ目めだと思うの」


「そうだね。でも愛見は進路指導の天才だけど、恋れん愛あい相談は得意に見えないし……」


「──僕と蘭が来夏の恋愛相談にのっても、あまり成果は得られなかったからね……」


　律が、どこか残念そうに漏らす。


　それを聞いた蘭も残念そうにしていたが、ふとなにか思い出したように口を開いた。


「来夏は『春香お姉さん』と『いつも一緒にいた男』のふたりと仲がよかったみたいだけど……それって本当に〝恋愛〟だったのかしら？　なぁんか引っかかるのよねぇ……」


「引っかかるって、どこが？」


「どっちかっていうとあたしと妹たちの関係に似てるような……そう、だから来夏を妹にすれば万ばん事じ解決だと思って──」


　蘭はそれから、〝自分が来夏を妹にしようとしたことがいかに正当な行こう為いであったか〟についてひとりで語り始めてしまった。


　……これ以上蘭に頼たよるのは危険だな……。


「──恋愛かぁ。そういえば吹音さん、私の質問にまだ答えてなかったわね」


　謡江が、不意に思い出したように話題を変える。


「……え？　質問ってなに??」


「吹音さんの恋愛感覚で、どうやってあの人を好きになったのかって質問よ」


　周りに聞こえないよう、謡江は身を乗り出して斜ななめ前に座る鳴唐さんへ言った。しかしぼくは鳴唐さんの後ろに座っているのだ。いくら声を落としても聞こえてしまう。


「どうやってって……そ、それなら、謡江さんはどうしてなの？」


「質問に質問を返さないでよ。わ、私は元々文学好きだし、その……あの人って、〝ここぞ〟ってときはちゃんとがんばってくれるじゃない」


「う……うん。多分吹音も、その〝ここぞ〟って感じだと思うの」


「あ、ずるいわ！　私の台詞を取って!!」


「違ちがうの。だって、うまく表現できなくて……」


　……なんでいきなり言い合いになってるんだろう。やっぱり、女の子同士はわからない……。


「──丈途くんは、どんな恋愛がいいの？」


　突とつ然ぜん、謡江がこちらへ話題を振ふる。


「ど、どんなって……そうだなぁ……ナースとかスチュワーデスとか……受付嬢じようもいいな」


「それ、恋愛じゃなくてコスプレでしょ！」


　謡江から盛大なツッコミを食らったそのとき、ぼくの頭に閃ひらめくものがあった。


　……来夏の恋愛感覚って、どうなんだろう？　蘭が春香お姉さんとの関係に疑問を持ってたみたいだけど……。


　もしかしたら、来夏の進路指導はそれが鍵かぎになるかもしれない。そんな気がした。


　ぼくが考えこんでいると、唐とう突とつに、廊ろう下かから女の子の騒さわぐ声が聞こえてくる。


「──丈途！　来夏ちゃんのパンティーとかブラジャーとか盗ぬすんで持ってたら貸してニャ」


「持ってるわけないだろ!?」


　思わず声を上げると、息を切らして廊下からこちらを見つめるミサが目に入った。


「ここ数日、黒くろ魔ま術じゆつで来夏ちゃんを捜さがそうとしてたけど……触しよく媒ばいになる物がまったくないニャ。部屋を調べても髪かみの毛け一本残ってなくて……だから、隠かくさずパンティーを出すニャ」


「本当に持ってないってば！」


「そんニャァ……完全に痕こん跡せきを消して失踪するなんて、これじゃ来夏ちゃんはなんの天才かわからないニャ……」


　──来夏が失踪して数日。いくら捜さがしても、この調子でまったく足取りがつかめないでいた。


「──あたしが全国の防犯カメラにクラッキング不正なデータ操作をしても、全然見つからないのよねぇ……」


　蘭が、困ったように漏もらす。


「僕の計算では地元にいる確率が高いんだけど、親に連れん絡らくを取っても『帰ってきてない』って言われて……また計算のし直しだよ。でも、『来夏が行きそうな場所』のデータがまるで足りなくてね……」


　律が、頭を抱かかえて喋る。


　ぼくはそれを見ながら、大きく息をついた。


「来夏って、ほんとこういうことはうまいんだよなぁ……。盗とう撮さつばっかりしてて、隠れるのが得意になったのかな」


　律と同じく頭を抱えていると、またしても廊下から女の子の声が聞こえてくる。


「──ポルノ作家く～ん！　ボク、追つい跡せきミサイルの『爆ばく走そう爆ばく裂れつくん』を発明したよ～!!」


　創が廊下からこちらをのぞき、大きなミサイルを見せる。


「もうポルノ作家くんの顔データは入力してあるから……ファイア～！」


　かけ声とともに創が小型のボタンを押すとミサイルが点火され……こちらへ飛んできた！


「ちょっ……！」


　ぼくが反射的に席から立って逃にげ始めるも、ミサイルはどこまでも追ってくる。


「はははっ！　ボクの爆走爆裂くんからは逃げられないよ～!!」


「っていうか、なんでミサイルなの!?」


　駆かけながらぼくは叫さけび声を上げる。


　そもそもこんな発明……来夏に使えないから!!








　少し離はなれた所にある山々が、うっすらと青白んで見える。清せい涼りような空気は吸うたびに体を内側から綺き麗れいにしてくれているようで、心ここ地ちいい。


「いつもならこの静けさが落ち着かないところだが……今は、身に沁しみるな」


　来夏は山々を見つめながら漏らすと、ため息をつく。


　──丈途たちが学園で来夏の心配をしているころ、彼女は身を潜ひそめて迂う回かいルートをたどりやっと地元に着いたところだった。


「このまま家に帰るわけにもいかないし……適当にホテル住まいでもするか」


　そう言いつつも、彼女はこの田舎いなか街の中心部へは向かわず反対方向へ歩き始める。まるで、そこにこそ用事があると言わんばかりだ。


　数十分歩いて彼女がたどり着いたのは、綺麗な花畑だった。


「ここでよく、春香お姉さんたちと遊んだな……」


　来夏はそう口にすると、今まで耐たえていたものが溢あふれ出るようにして膝ひざを崩くずす。


「この田舎で綺麗な写真を撮とって、春香お姉さんたちと楽しく過ごして……それでよかったじゃないか。醜みにくい写真なんて撮り始めたばっかりに……」


　悔くやむようにして漏らした彼女は、首から下げていたカメラを手に取って高々と掲かかげる。


　そして地面へ叩たたきつけようと振りおろし──。


「っっ……!!」


　直前で、動きを止めた。


「私は一体、どうしたらいいんだ……？」


　来夏は今、かつてなく〝自分〟を見失っていた。


　綺麗な写真を撮っていた自分。


　醜い写真を撮っていた自分。


　ふたつの〝自分〟の狭はざ間まで動けなくなり……この花畑で、ひとりうずくまっていた。








　──創が発明した爆走爆裂くんから逃にげ回っているうちに、放課後になった。やっと燃料が切れたらしく、爆走爆裂くんは中庭に転がっている……。


「はぁはぁ……暴発したら恐こわいな。早くここを離はなれよう」


　ぼくは言いながら、すでにパンパンになっている足を引きずって特別教室の集まった棟とうへ向かった。そこにある一室に、用事があったのだ。


「来夏を見つけることが先決だけど……それだけじゃ駄だ目めなんだ」


　たとえ来夏を見つけたとしても、このままではまたすぐに逃げられるのがオチだ。彼女はきっと、今の情けない自分を人に見られたくないだろうから……。


「ポルノ小説の才能じゃ来夏の行き先はわからないし……捜そう索さくはみんなに任せるしかない。ぼくは、来夏を見つけた〝あと〟のことを考えなくちゃ。そのためには──」





『進路委員会』





　そう書かれたプレートのある扉とびらの前まで来ると、ぼくは立ち止まる。


「もう一度、進路指導の内容を練り直しだ」


　そこまで言って、ぼくは勢いよく扉を開けた。


　……しかし、進路委員会にひとけはなかった……。


「……あれ？　愛見なら律りち儀ぎにいると思ったんだけどな……」


　拍ひよう子し抜ぬけしていると、どこからか「あ、進路指導ですか？」と声が聞こえてくる。


「ちょっと待ってくださいね。今資料を片付け──わわっ！」


　その声とともに、部屋の奥にある机に高々と積まれていた資料が崩くずれる。


「危ない……！」


　ぼくは慌あわてて押さえに行き、二、三冊の資料が落ちる程度に被ひ害がいをとどめた。


「ありがとうございます！」


　声の主は立ち上がって一礼してくる。眼鏡めがね越ごしにあどけない瞳ひとみをのぞかせる少女……愛見だ。


「仕事中だったんだね」


「はい。来夏先せん輩ぱいのことを調べてて……」


　言われて机に目を向けると、そこにはカメラの撮さつ影えい技術に関する本や、来夏が今までに出した写真集などがあった。


　……本当に真ま面じ目めな子だな……。


　そう考える中、ぼくは『進路委員会』と書かれたこの部屋のプレートを思い出した。〝委員会〟なのに、いるのは愛見ひとりだけ……。彼女はいつもたったひとりでこの部屋にいて、みんなの〝進路〟について考えているのだ。


「……愛見は、ひとりでここにいて寂さびしくないの？」


「それは……わたしだってみんなと一いつ緒しよに楽しく過ごしたいです。でも、進路委員長であるわたしがさぼってしまったら、進路指導をする相手に申し訳ないですから」


　愛見は、眼鏡越しに微笑ほほえみを浮うかべてそう言った。いじらしさすら感じる、一いち途ずな台詞せりふ……。


　──ドクンッ。


　寂しい環かん境きようでもへこたれず、ひたすらにがんばる彼女を見て胸が高鳴る。


　初めて出会ったときは、いきなりみんなを〝卒業〟させようとするとんでもない子だと思っていたが……その極きよく端たんな言動も、彼女の生き真面目さゆえだったのだ。そう思えば、愛見がどれだけいい子なのかわかる。


　ぼくはしだいに胸が熱くなり、知らず彼女の手を取って「愛見！　一緒に来夏の進路指導をがんばろう!!」と声を上げていた。


「は、はい！」


　目を白黒させて答えた彼女だが……次いで、急に顔を赤くしてうつむく。


　……どうしたんだろう？


　いぶかしんでいると、愛見の視線の先に気づいた。そこには、がっしりと彼女の手を握にぎるぼくの手がある……。


「ごめんっ……！」


　焦あせって手を離すと、ぼくは自分の行動が恥はずかしくなって顔を火ほ照てらせてしまう。


　そんなぼくに気を遣つかい、愛見は「いえ、そんな……」と顔を赤くしたまま漏もらす。


　…………………………………………………………………………………………………………。


　沈ちん黙もくが、ぼくの恥ずかしさを倍増させた。


　このまま黙だまり続けるわけにもいかず、ぼくは「その、今日は来夏の進路指導について相談しに来たんだ」と強ごう引いんに話題を変える。


「そうだったんですか……」


「うん。ぼくに来夏を見つけられる才能はないし……それなら、来夏を見つけたあとのことを考えなきゃ」


「そうですね。わたしも同じ考えです。来夏先輩を見つけても、また進路指導を失敗したら意味ないですから……」


　この間失敗した進路指導を思い出したのか、愛見は肩かたを落とす。


「中々うまくいきませんね……。わたしには、恋れん愛あいの〝指導〟はできませんから」


「そこまで責任を感じることないさ。まさか、あれだけ『醜みにくい瞬しゆん間かん』を連発しても写真一枚撮とらないだなんて……ぼくだって予想外だったよ」


「でも……失敗は失敗です。わたし、〝進路指導の天才〟失格ですね」


　愛見は力なく首を横へ振ふりながらそう言い、黙りこんでしまった。


　一口に〝進路指導〟と言っても、「希望進路の選せん択たく」から「学力アップ」、果ては「家庭の事情」や来夏みたいに「恋愛」が絡からむこともある。生徒によってケース・バイ・ケースの対応をしなければならないため、指導する側の知識や人生経験も求められるだろう。


「〝知識〟と〝人生経験〟か……」


　言いながら、ぼくは考えを深めてゆく。


〝知識〟は豊富な愛見だが、新入生ということもあって〝人生経験〟が豊富とは言えない。しかし〝知識〟が一級であるなら──。


「愛見。来夏の進路指導だけど……もしぼくらの意見をすべて無視して、自分がやりたいようにやるとしたらどうする？」


「そうですねぇ……」


　彼女はしばらく考えると、いいことを思い出したように顔を輝かがやかせてこちらを見つめる。


「まず、恋愛禁止にします！」


「それは来夏の気持を無視しすぎだから！」


「では……恋愛厳禁にします！」


「違ちがいがわからないよ！」


　ぼくは頭を抱かかえつつ唸うなってしまう。


　……愛見は効率を重視する〝卒業指導〟をやってしまう子だ。愛見の〝知識〟をうまく進路指導に繫つなげるには……ぼくらはあまりにも来夏のことを知らなすぎる。


「来夏って、自分のことはあまり語らないからなぁ……」


「来夏先輩のこと……そうですね。わたしも色々調べはしたんですが……いまいち核かく心しんに近づけないんですよね」


「……とりあえず、次の学級会議には春香お姉さんを呼んで色々聞こうか」


「それがいいと思います」


　来夏捜さがしと進路指導……解決しなければならない問題は、まだ山積みだった。





「──次の学級会議には春香お姉さんを呼んで色々聞こうか」


　進路委員会のある部屋の前で、丈途と愛見の会話を聞いているふたつの影かげがあった。


「春香さんですか……少し、不安ですわね」


　そう漏らしたのは、レザー製の制服を着た少女……部長だ。


「なんで不安なの？」


　不思議そうに言ったのは、元気溢あふれる少女の勝代である。


「春香さんって、少しおっとりしてますでしょ？　来夏さんの恋こい心ごころにも気づいてないようですし……」


「そうねぇ……でも、春香お姉さん以外に来夏ちゃんのことを聞ける人もいないし……」


「あたくし、もうひとり心当りがあるんですの。ただ……春香さんに会っただけで来夏さんが変わってしまったことを思うと、連れん絡らくするべきかどうか悩なやんでおりまして……」


「心当りがあるなら、連絡しちゃえばいいのよ！」


「でも……」


　部長はしばらく悩むと「そうですわ！」と瞳ひとみを輝かせる。そして、おしおき棒のようなノートを開くとペンを走らせ、見開きページの左右にひと言ずつ「連絡する」「連絡しない」と大きく書いた。


「今から勝代さんに目をつぶってもらって、その場で十回転してもらいます。その後あなたが指を差した方の文字に従いましょう」


「そんな決め方でいいの!?」


「勝代さんならラッキーパンチを当ててくれそうですもの」


「そ、そう……？」


　疑いつつも、勝代は瞳を閉じてその場で回り始める。


「い～ち、に～い、さ～ん──」


「さぁて、どうなりますかねぇ」


　勝代がひとりでぐるぐると回る中、部長は考えるようにして携けい帯たい電でん話わを取り出し、誰だれかの番号を見つめる。


「なぁぁな、はぁぁぢ、ぎゅぅぅう……」


　回りすぎて辛つらくなってきたのか、勝代がフラフラし始める。そのとき──。


　ドンッ！


　勝代が、部長に当たってしまった。


「痛っ……。勝代さん、もう少しおとなしく回ってくれませんか……」


　──プルルルルッ。


　不意にどこからか小さな電子音が聞こえてきた。


「……なんですかね？」


　いぶかしげに喋しやべりつつ、部長が辺りを見回す。


　──プルルルルッ。


「部長の携けい帯たいが鳴ってるみたいよ」


　勝代の言葉を聞いて携帯へ目を向けた部長は、「さっきの衝しよう撃げきで、電話がかかってしまいましたわ！」と慌あわてる。


『──Alloもしもし?』


　時すでに遅おそく、相手が電話を取ってしまった。


　電話口から流れてきたその言葉は……フランス語だった。








『第二回学級会議　来夏先せん輩ぱいの捜そう索さく経過及および進路指導について』


　……来夏が見つからないままさらに数日経たったある日の放課後。ついに二回目の学級会議が開かれた。


　愛見はホワイトボードに学級会議の議題を書き終えると、みんなを眺ながめる。


「まずは、来夏先輩の捜索経過を報告してください」


「──いまだにネットワーク上へ痕こん跡せきを残さないわね。来夏……もしかしたらネットが未発達な田舎いなかにいるんじゃないかしら」


　蘭が席でノートパソコンをいじりながら唸る。


「──僕の計算でも、来夏は『地元』か『思い出の場所』にいる可能性が高いと出てる」


　律がノートにペンを走らせつつ漏もらす。


　ふたりの話を聞きながら、春香お姉さんは困ったように顔を上げた。


「来夏ちゃんの『思い出の場所』も地元にあるはずですけど……家に連絡を入れても、『帰ってきてない』って言われて……」


　その台詞せりふを聞いて、教室に重い空気が流れた。


　これだけ捜索を続けて、まったく進展がないとは……。


「──大体、丈途が来夏ちゃんのパンティーを素す直なおに差し出さないのが悪いニャ。黒魔ま法ほうで捜さがせば一発ニャのに」


　ミサが、むすっとして口を開く。


「だから、ぼくは持ってないってば！」


　抗こう議ぎするも、長引く捜索で疲つかれているのかみんな無反応だった。


「──だから、ボクのミサイルをとりあえずぶっ放しちゃえばいいんだよ～！」


　創は子犬のように教室の窓まで走ると、「見て見て、『爆ばく走そう爆ばく裂れつくん改』だよ～。今度は大型化してたくさん燃料を積んだから、ポルノ作家くんでも逃にげられないんだ～」とはしゃぐ。


「ぼくを爆ばく撃げきするのが目的じゃないだろ!?」


　ツッコミつつも窓まで行って外を眺めると、自動車二台分ほどの全長を誇ほこる大型ミサイルが校舎脇わきに置いてあるのが見えた。


　……創、せめてもっと役に立つ物を作ってくれよ……。


　ぼくがため息をついていると、愛見が「捜索は難航中……ですね」と肩かたを落とす。


「では次に、来夏先輩の進路指導について話し合いましょう。せっかく先輩を見つけても、また逃げられたら……大変ですから」


　そう言って、愛見は春香お姉さんを眺める。


「春香お姉さんは、来夏先輩のスランプ脱だつ出しゆつに役立ちそうな情報……なにか知りませんか？」


「う～ん……来夏ちゃん、私が知らない間に醜みにくい写真を撮とり始めてて……いまだにその理由も教えてくれないの。だから私もどうしたらいいのかわからなくて……」


　……ただでさえ重かった教室の空気が、さらに重くなった。なにか有益な情報を聞ければいいと思って春香お姉さんを呼んだが、進路指導の糸口すら見つからないとは……。


「まいったな……このままじゃ、来夏が本当に退学しちゃうかも……」


　絶望的な気持になりながらそう口にしたとき、鳴唐さんが言いづらそうにしながらみんなを見回しているのが目に入る。


　ぼくが問うような視線を向けると、彼女は意を決して口を開いた。


「その……次の進路指導は、ちゃんとみんなで協力しない？　この間はバラバラにやって失敗しちゃったし……」


「みんなで協力か……そうだね。来夏の退学がかかってるんだし、もう失敗できないからね」


「──そ、そうね。意地張ってたって、来夏さんがスランプを脱出できるわけじゃないし」


　謡江が、ばつの悪そうな顔をして漏らす。……この前の進路指導で、対たい抗こう意識を出しまくっていたことを恥はじているのかもしれない。


　そんな中、鳴唐さんが嬉うれしそうにこちらを見つめてきた。


「やっと一いつ緒しよに進路指導できるね！」


　そう言った彼女の笑えみは本当に晴れやかで、重かった教室の空気が一いつ瞬しゆんで軽くなった気がする。長引く来夏の捜索で憂ゆう鬱うつになっていたぼくにとって、鳴唐さんの笑みは清せい涼りよう剤ざいのようであった。


「ごほんっ。わ、私だって一緒にするのよ！」


　顔を緩ゆるめていたぼくを見て、謡江は鼻を鳴らしてくる。


「うん。ふたりとも……いや、みんな次の進路指導では頼たのむよ！」


　ぼくが声を上げると、みんなはふっと微笑ほほえんで頷うなずく。


　それと同時に、「でも、本人が見つからなきゃどうしようもないわねぇ……」と蘭のため息が聞こえた。


　……そうなんだよな。来夏、一体どこにいるんだろう……。


　軽くなっていた気持が、また重くなってゆく……。


「──そろそろですわね」


　今まで教室の後ろで黙だまって会議を見守っていた部長が、ふと声を上げる。


「そろそろって……なにが？」


　振ふり返ってぼくが問うと、彼女は教室の扉とびらへ目を向けた。


「──みなさんお待たせしました～！　連れて来ましたよ～!!」


　扉が突とつ然ぜん開くとともに、勝代が威い勢せい良よく声を上げて中へ入ってくる。


　そんな彼女のあとについて、ワイシャツをさらっと着こなした背の高い男が入ってきた。髪かみを耳まで垂らした美青年だ。


「あなた……どうして日本にいるの!?」


　春香お姉さんは彼を見るなり目を見開き、言葉をつまらせる。


　……あの男の人、どこかで見たことのある顔だ。確か……来夏が大切に持ってた写真に写ってた人だ！


「っていうことは、あの人も来夏が昔好きだった相手……」


　戸と惑まどうぼくをよそに、彼は春香お姉さんを見み据すえて口を開く。


「この学園の生徒さんから、来夏のことで電話をもらってね。閃学園には会ってみたかった人もいたし……ちょっと帰ってきたんだ」


「会ってみたかった人？」


　春香お姉さんはそう言って首をかしげる。


　それに対してどこか楽しむように頷いた彼は、視線を巡めぐらし……ぼくに目をとめた。


「あぁ、きみだ。名前は……丈途くんだったね」


「え!?　ぼくのこと知ってるんですか??」


「あれだけ来夏の写真に写ってれば、そりゃ覚えるさ」


　彼は苦笑しながらそう漏もらす。


〝あれだけ〟って……来夏、ぼくの写真をどれだけ無断使用してるんだよ!!


　内心で突つっこんでいると、彼はふと、苦笑を潜ひそめる。


　そしてぼくを真っ直すぐに見つめてきた。


「ちょっと来てくれないか。男同士の話があるんだ」





　校舎の屋上には、ゆるやかな風が吹ふいていた。才能磨みがきをしている生徒がいるのか、ピアノの音や運動のかけ声がどこからか響ひびいてきている。


「ここが来夏の通ってる学園か……。山並みも綺き麗れいだし、いい所だね」


　彼はフェンスに腕うでをあずけ、じっと辺りを眺ながめつつ喋しやべる。学園の空気を体全体で感じているかのようにゆっくりと深い呼吸をしており、その姿から芸術家肌はだな雰ふん囲い気きを醸かもしていた。


　……この人を呼んだの、部長だよな。


　まだ教室で学級会議を続けているであろう彼女を思い、心の中でつぶやく。


「……僕は来夏の二歳上でね。いとこなんだけど……春香とは違ちがう家系なんだ」


　ぽつりと、彼が語り始めた。


「僕は今フランスで絵の勉強をしてるんだけどね、来夏は僕が渡と仏ふつするときにずいぶん心配してたんだ。でも僕から言わせれば……いきなり全ぜん寮りよう制せいの閃学園へ入学した来夏の方が心配だったよ。繊せん細さいな子だからね……」


　彼は後ろに立っていた僕を見ると、「ある一面ではだけど」とつけ加える。


「ある一面では？」


「そう。来夏の別の面は……きみたちの方がよく知ってるだろ？」


　……彼はおそらく、「醜みにくい写真を撮とっている来夏」のことを言っているのだろう。


　ぼくが頷うなずくと、彼は「来夏はこの学園に入って、本音でぶつかれる仲間を見つけたんだね」と嬉うれしそうに喋る。来夏のことを心底案じていたのがよく伝わってきた。


　……いい人だな。来夏が好きなのもわかる。……で、そのいい人が〝男同士の話〟って──なんだろう!?


　年上の男性から急に呼び出され、ぼくはさっきから、内心でかなり焦あせっていた。


　……ぼくが写った醜い写真を見たってことは、ぼくがコケて女の子の胸を揉もんでる写真やすべってスカートの中へ頭を突つっこんでる写真も見た可能性があって──。


「……来夏に変なことしてたら承知しないぞ！　とか言われたら……否定できる自信がない」


　周りに聞こえないよう、そっと口にする。


　……これは、かなり危険な状じよう況きようなんじゃ……。


　生なま唾つばを呑のんで彼を見つめていると、こちらの緊きん張ちようを察したのか「話はすぐに終わるから安心してくれ」と微笑ほほえみかけてくる。


「すぐに……ですか」


「あぁ、早く迎むかえに行ってあげないと来夏がかわいそうだろ」


「……迎えに？　それってまさか……来夏の居場所を知ってるんですか!?」


「心当りがあるし、間ま違ちがってないと思う」


「それなら早く教えてください！」


　急せかすぼくを見て、彼は「その前に……男同士の話さ」と念を押すように言う。


「そんな悠ゆう長ちようなこと言ってる場合じゃないでしょ!?　むしろお兄さんも一いつ緒しよに来夏のところへ行って、スランプを治すの手伝ってください！」


「……なぜだい？」


「だってそれは……来夏がお兄さんたちのこと、昔、その……」


　そこまで言って、ぼくは言葉につまってしまった。まさか本人がいないところで「昔あなたのことが好きでした」と言うわけにもいかないし……。


　焦りともどかしさで歯がみしていると、彼は「きみが今なにを言いかけたのか察しはつくよ」と頷いてくる。


「でもね……それはきみの勘かん違ちがいだよ。来夏の勘違いとも言うけどね」


「どういうことですか？」


「春香に会って来夏が醜い写真を撮れなくなったと聞いて、確信した。来夏が僕たちに抱いだいていた感情は恋れん愛あいじゃなくて〝憧あこがれ〟さ」


「憧れ……？」


「そう。でも憧れっていうのはコンプレックスからくるもので……恋愛感情とは別だよ」


　言われて考えてみるが……よくわからない。〝恋こい〟と〝憧れ〟の違いが簡単にわかるほどの恋愛経験なんて、ぼくにはない。


「……たとえ憧れでも、お兄さんは来夏のところへ一緒に行った方がいいと思うんです」


「僕の考えは違うね。端たん的てきに言おう……来夏を助けられるのはきみだけさ」


「ぼくですか!?」


　想像もしていなかった台詞せりふに、ぼくは言葉を失ってしまう。


「そう驚おどろくことはないさ。来夏はいつもきみを撮っていたし、その写真はすべて活き活きとしてて素晴しい」


「いや、でも……」


「きみは言わば、醜い写真の〝象しよう徴ちよう〟なんだ。つまり……きみの前でなら、来夏は本当の自分になれるってことさ」


「本当の自分……ですか」


　彼は頷くと、ワイシャツのポケットから一枚の紙を取り出す。


「来夏はきっとここにいる。僕たちの、思い出の場所さ」


　ぼくは渡わたされたメモを眺ながめ、考えこんでしまう。


　春香お姉さんに会って、急におしとやかなフリを始めた来夏。


　醜い写真が撮れなくなった来夏。


　それらすべてが〝憧れ〟から来たもので、本当の来夏でないなら──。


「ぼく、やってみます！」


　メモを握にぎりしめ、そう口にしていた。


「いい返事だね」


　そう言って彼は微笑むと、「あとは任せたよ」と屋上を去り始める。


「最高に醜い写真、待ってるよ」


　その言葉は、進路指導の成功を願うようにして言われていた。




　４　イケメン丈途の進路指導！







「──来夏の居場所がわかったよ！」


　屋上を出て教室に戻もどったぼくは、学級会議を続けていたみんなへ開口一番に伝える。


「やはり、あのお兄さまを呼んで正解でしたわね」


　待ってましたと言わんばかりに部長は喋しやべり、こちらへ目を向けてきた。


「……あら？　一緒にいたお兄さまは??」


「あとはぼくらに任せるってさ」


　言いながらお兄さんから受け取ったメモを掲かかげ、「来夏は地元の花畑にいるんだ！」とみんなに伝える。


「──やはり地元だったか。僕の計算は正しかったね」


　律が何度も頷うなずきながら喋る。


「──中ちゆう途と半はん端ぱな計算をせず、〝花畑〟まで当てなさいよ。それにしても……来夏の地元って田舎いなかだから、ネットじゃ探しきれなかったわけね」


　蘭がため息をついて漏もらす。


　部長はふたりの話を聞きつつ、急せかすようにしてぼくを見つめてきた。


「それで、来夏さんの進路指導に役立ちそうな情報は得られましたか？」


　ぼくは彼女の台詞に頷き、言葉に気をつけながら口を開く。


「来夏が昔〝普ふ通つうの写真〟を撮とっていたのは、春香お姉さんへの憧れが原因なんだ。でも〝醜みにくい写真〟に目覚めたあとも春香お姉さんの前では自分を隠かくして取り繕つくろってたから……心のバランスが崩くずれちゃったんだよ」


　その話を聞き、謡江が遠くを見つめながら漏らす。


「憧れかぁ……。素敵なお姉さんがそばにいたら、そりゃ憧れちゃうわよね」


「──あら、素敵なお姉さまならここにもいるわよ」


　蘭は話の腰こしを折るようにして、謡江へ流し目を送る。


　そんなふたりをぼうっと眺めていた鳴唐さんが、ふと考えるようにしてぼくを見つめてくる。


「来夏さんの〝憧れ〟って、どう進路指導に活かしたらいいの??」


　彼女の言葉を聞いて、みんなが黙だまりこんでしまった。


　来夏の〝憧れ〟を踏ふまえた上で進路指導をやるとすれば、「春香お姉さんと会わないようにする」か「春香お姉さんの前でも醜い写真を撮れるようになる」の二択たくだと思うが……。


「あの……私、もう来夏ちゃんと会わない方がいいんでしょうか？」


　躊躇ためらいがちに春香お姉さんが漏らす。


　そのとき、教きよう壇だんに立っていた愛見が決然としてお姉さんを見つめた。


「いえ、それでは問題の先送りです。わたしたちは、『どうやったら来夏先せん輩ぱいが春香お姉さんの前でも醜い写真を撮れるようになるか』を考えるべきだと思います」


「──問題の先送り……そうですわね。ではいっそ、春香さんに醜い瞬しゆん間かんを演じて頂き、来夏さんにそれを撮って頂くというのはどうでしょう？」


　部長が、大おお真ま面じ目めな顔をしてとんでもないことを言う。


　それを聞いた春香お姉さんは「わ、私がですか!?　一体どんな風に……」とこれまた真面目な顔で問い返していた。


　春香お姉さんの醜い瞬間……どうなるのだろう？　清せい楚そな白ワンピース姿で花畑に座り、花弁を取って自身の純白パンティーへ押し当て、オシベの花粉で自らを汚よごすようにして「んふっ……私今、はしたないことしてる……あんっ！」と可か憐れんにも醜く喘あえぐに違ちがいない。彼女はそのままオシベをグリグリと股こ間かんへすりつけて濡ぬれ始め、「はぁぁっ……お花に犯されて……んんっ！」と頰ほおを染めて──。


「ぼくのオシベも押し当てましょうか!?」


　知らず妄もう想そうを口にしたその瞬間、教室の空気が固まる。


「……ぼくのオシベって……」


　謡江が、頭痛を抑おさえるように額へ手を当てて漏らす。


「完全にオヤジのセクハラよねぇ」


　蘭が、こちらを蔑さげすむようにして見つめてくる。


　……うっ！　今の発言はちょっと、やりすぎたかも……。


　ぼくがうろたえていると、愛見が「今のはしたない発言は脇わきに置くとして……」と頰を染めつつ喋る。


「丈途先せん輩ぱい。来夏先輩は自分の〝憧あこがれ〟を自覚してるんですか？」


「いや、自覚できてないからスランプに陥おちいってるんだと思う」


「それなら……『生徒自身に気づかせる』という進路指導をやりましょう」


「生徒自身に気づかせるって……どうやって？」


　ぼくが首をかしげていると、蘭が「春香お姉さんのそばで丈途が醜い瞬間を演じればいいんじゃない？　自じ慢まんのオシベで」と冷たく言い放つ。


　──蘭、うまいこと言ってぼくを責めて……!!


　歯がみしていたそのとき、ぼくはふと、愛見が最初の学級会議で言ったことを思い出す。





『──本来であれば、根本的に「来夏先輩はなぜ醜い写真を撮り始めたのか？」や「本当に醜い写真を撮りたかったのか？」という部分から考えるべきですが……』





「来夏はなぜ醜い写真を撮り始めたのか……ねぇ。やっぱり、どうしてもわき上がってくる衝しよう動どうみたいなものがあったのかな……？」


　ぼくの声を聞いた愛見が、「衝動……それですよ!!」と瞳ひとみを輝かがやかせる。


「……どういうこと？」


「体の内からわき上がる衝動……まさに芸術家の考えです。そう思うと、わたしたちが今までにやった進路指導はすべてが〝逆〟だったんですよ！」


　愛見はそう言うと、ぼくにあるプランを説明し始めた……。


「……そうか！　来夏に対しては、それが一番自然な進路指導だよ。愛見、凄すごいね!!」


「そんな……。丈途先輩がわたしにヒントをくださったから……」


「あのヒントだって、愛見が最初の学級会議で言ったことじゃないか」


　ぼくの言葉を聞いた彼女は、頰を赤くして潤うるんだ瞳を眼鏡めがね越ごしに見せる。


　そして「丈途先輩にそう言って頂けると……嬉うれしいです」と漏もらし、教壇に置いていたノートへペンを走らせた。


「……では、今回の進路指導はこれで行きましょう！」


　そう言って愛見がノートを破り、指導内容の書かれた紙をぼくへ手て渡わたす。


　そこにはみんなの配役が書かれており──。





　そして、来夏先輩は卒業!!





　というひと言でしめくくられていた。


「だから、卒業は駄だ目めだってば!!」


　ツッコミながらも、愛見の指導内容を頭の中で再検討する。


　……よし。〝卒業〟の部分さえ抜ぬけば、このまま使える内容だ！


　確信を得たぼくは、素早くミサへ目を向ける。


「指導内容は決まったよ！　さっそく淫いん魔まを召しよう喚かんして、みんなを来夏の地元へ運んでくれ!!」


「……なに言ってるニャ。淫魔がこの人数を運べるわけないニャ」


「──っていうか淫魔って、あたしたちのスカートをめくってパワーアップする奴やつでしょ!?　あんな変態を使うのやめてよ!!」


　蘭が自分のスカートを押さえつつ叫さけぶ。


　……そうか。淫魔、謡江の進路指導のときにスカートめくりでパワーを補ほ充じゆうしてたから……。


　みんなもあれを思い出したのか、凄く嫌いやそうな顔をして一いつ斉せいに首を横へ振ふる。


　……淫魔、女子から嫌きらわれちゃったな……。


　そんなことを考えていると、創が教室の窓脇に立ってなぜかニヤニヤしながら外を指差しているのが見えた。


「みんな、ボクの発明を忘れてもらっちゃ困るなぁ～」


　創が指差した先。そこには、大型ミサイル「爆ばく走そう爆ばく裂れつくん改」があった……。





　……来夏の目の前に広がる花畑は、茜あかね色いろの夕陽に照らされて風に揺ゆれていた。花の甘い香かおりが辺りに漂ただよい、自分を優しく包んでくれる。温かな光景……。ずっと昔から自分を捕とらえて放さない、思い出の光景。


「はぁ……。学園を飛び出して……なにやってるんだ私は」


　知らずため息が漏れ、自分を責めるようにひとりごちる。


「醜みにくい写真を撮とれなくなったんだ。私はもう、閃学園を辞めるしかないのかな……」


　遥はるか遠くにある学園を眺ながめるようにして、来夏は空の向こうを見つめる。


　知合いのいない環かん境きようで思いきり醜い写真を撮ろうと思って入学した学園。


　生徒は皆みな好き放題に生活し、自分の醜い写真を当り前のように受け入れてくれた。


　そしてその学園には、最高に醜い瞬しゆん間かんをいつも提供してくれる丈途がいた……。


「……できれば、まだ通いたかったな……」


　どこかあきらめたように言った彼女は、そっと立ち上がるとホテルへ向かって歩き出す。


　そのとき、空に一筋の流れ星が見えた。


　それは段々と来夏のいる花畑へ近づき──。





「──蘭、このままじゃ進入角度が深すぎて不時着する！」


「──うるさいわね、律！　今必死に調節してるんだから静かにして!!」


　……ぼくらは今、創のミサイルに乗って来夏のもとを目指していた。しかしミサイルは元々人を乗せるように作られていない。みんな自分の体をロープでくくりつけており、蘭がノートパソコンで操縦、律が方位や距きよ離りを計算して案内をしていた。


　律は少し考えたのち、覚かく悟ごを決めるように蘭へ目を向ける。


「……仕方ない。花畑の横にある林へ突つっこんで、着陸距離を稼かせごう」


「木に当たったらお陀だ仏ぶつじゃない！」


「それは……蘭の操縦に賭かけるしかない。残りの燃料を考えると、旋せん回かいしてやり直すことはできないんだ」


「嫌いやぁぁ～～～!!」


　爆ばく薬やくは取り出してあったが、下手な落ち方をすればそれだけでお陀仏だ。……律の言う通りにするしかないだろう。


　ふたりが喋しやべっている間もミサイルは地上へどんどん接近し続けている。蘭は覚悟を決めたのか、「絶対生き残ってみせるわ！　そして学園に帰ったら、妹たちにあたしの勇姿を誉ほめ称たたえてもらうの!!」とミサイルの軌き道どうを林の方へ変えた。


　──ヒゥゥ……ドォォォン……!!


　盛大な音を立ててミサイルが地上に落ち、黒こく煙えんを上げる。


「みんな無事!?」


　ぼくは着地の衝しよう撃げきで地面に放り出されていたが、痛む体をおして声を上げる。


「──げほっげほっ。着地の衝撃でミサイルは壊こわれたみたいだけど……大だい丈じよう夫ぶだ」


　煙けむりの中から、律の声が聞こえてくる。


「──ボクの爆走爆裂くん改を使って正解だったでしょ～！」


　創が子犬のように走ってきてぼくへ抱だきつく。彼女の白衣は泥どろで汚よごれており所々破れていたが……被ひ害がいはその程度ですんだようだった。


「──あははっ……なんとか生き残ったわ。愛しの妹たち、あたしは無事よ……また会えるのよ……あははっ」


　蘭が、壊れ気味に笑いながらそう漏もらす。


　煙が晴れてくると、みんなの無事が確認できた。


　そんな中、煙の晴れ間からひとりの少女が見える。


「──来夏だ！」


　ぼくが叫ぶと、みんな一斉に来夏を見つめた。


「お前ら、なんでここにいるんだ!?」


　こちらに気づいた来夏が、一いつ瞬しゆんだけ硬こう直ちよくして……いきなり逃にげ出す！


「──逃がさないわよ！」


　着地の衝撃もなんのその、勝代が全速力で疾しつ走そうを始めた。


　──ナイス勝代！


　心の中で叫さけんでいると、突とつ然ぜん、勝代が前につんのめる。


　──ボテッ……。


　鈍にぶい音を立てて倒たおれた勝代だが……来夏も巻きこんでくれていた。


「今だ！　みんな、来夏が逃げる前に進路指導開始だ!!」


　ミサイルへ乗る前に打合せを終えていたみんなは、ぼくの声で散開する。


　そしてまず、ミサの呪じゆ文もんが流れ始めた。





　夜の王と星の姫ひめ君ぎみよ


　その威い光こうですべてを覆おおいたまえ


　漆しつ黒こくと瞬またたきの帳とばりを召しよう喚かんせよ





　……呪文の詠えい唱しようが終わると、夜の帳がおりて辺りが急に暗くなる。そして時期外れの満月が浮うかび、星の瞬きが見え始めた。普ふ通つうの夜とは違ちがい、月光も星の瞬きも一際強く……妖あやしい美しさがあった。


　夜空を見上げた謡江は、気合を入れるようにして口を開く。


「さぁ、今度は私たちの番よ。学級会議でいいところがなかった分、この進路指導でがんばらなきゃね」


　彼女の横にいた鳴唐さんはそれに頷うなずくと、「吹音だって、いいところ見せたいもん！」と言い手をギュッと握にぎりしめる。


　鳴唐さんはそのままこちらへ目を向けてきた。


「丈途くん、見ててね。吹音、最高の演奏をするよ！」


「うん。がんばって！」


　ぼくが声せい援えんを送ると、彼女は本当に嬉うれしそうに微笑ほほえんでクラリネットを構える。そして素そ朴ぼくで温かな音を紡つむぎ始めた。


　その演奏に合わせるようにして、謡江が華か麗れいなバラードを披ひ露ろうする。


　妖あやしくも美しい夜空と綺き麗れいなメロディー……そして月下の花畑。今ここに、舞ぶ台たいは整った。


「──丈途先せん輩ぱい、あとはお願いします！」


　みんなの動きを確認した愛見は、こちらへ一礼してそう言う。


「任せてくれ！　初めての試みだけど……やってみせるよ!!」


　ぼくは力強く言うと、春香お姉さんへと目を向ける。


　そして、ふたりで一いつ緒しよに来夏の前へと行った。


「な、なんなの??　ふたりして……」


　勝代に取り押さえられていた来夏は、必死に抵てい抗こうを続けながらもうろたえる。


「来夏には今から、ぼくの〝妄もう想そう〟を聞いて欲しいんだ」


「……さっき、『初めての試み』って言ってたわよね？　それじゃいつも通りじゃない」


「ふふっ……それが違うのさ」


　ぼくは不敵に笑うと、春香お姉さんにその場へ座ってもらう。そして自分は片かた膝ひざをつき、お姉さんの前で瞳ひとみを閉じた。


　──さぁ来夏、ぼくの妄想を思う存分味わうがいい！


　大きく息を吸うと同時に目を開く。その途と端たん、ミサが呪文を唱えてぼくに漆黒のマントを羽織らせ、一輪のバラを持たせる。次いで犬歯が伸のび……この夜に見合う危うさと高貴さを手に入れた。その姿はまさに、夜の貴族ヴアンパイア！


　ぼくは手に持ったバラを掲かかげると、朗々とした声で語り始めた。


「おぉ、愛しの春香さん。その血はこのバラよりも紅あかく鮮せん烈れつで美しい。並び立つ者のいない貴女あなたの麗うるわしさに、ぼくは心奪うばわれてしまった」


　ぼくの口から出たのは、自分でも喋しやべっていて鳥とり肌はだが立つほど歯の浮く美び辞じ麗れい句く。


　そのキザな雰ふん囲い気きをさらに盛り上げようと、鳴唐さんや謡江が辺りを美しいメロディーで満たしていた。


　来夏はいつもとあまりに違うぼくを見て、啞あ然ぜんとしている。


「丈途……お前、なに気持悪いことやってる──じゃなくて、なにをしてるの？」


　急に取り繕つくろっておしとやかな台詞せりふを喋る来夏。


　だがぼくは、そんな彼女を無視してさらに華麗な言葉を紡ぎ出す。


「春香さん。どうか今こ宵よい、ぼくに食べられてください。ムースのように瑞みず々みずしくもとろける肌はだ。マシュマロのようにふわりとした美しい胸。貴女の魅み力りよくの前では、世のスウィーツがすべて駄だ菓が子しに見えます」


「まぁ、ありがとう」


　春香お姉さんは、花のほころぶような笑顔でぼくに答える。


　だが、来夏はお姉さんと対照的で、額に青筋を立てていた。


「丈途、正直キモすぎて吐はきそう……いや、似合わないわよ。やめてくれない？」


　体を震ふるわせつつそう喋る来夏は、どう見てもぼくの言動でキレる寸前だ。


「おや、そこのお嬢じようさんもぼくに食べられたいのかい？　それならまず、このバラで着き飾かざってレディーへの階段をのぼってごらん」


　そう言ってぼくがバラを差し出し、鋭するどく生えた犬歯を月光で爽さわやかに輝かがやかせたそのとき──。
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　──ブチッ。


　来夏がバラの花びらをわしづかみ、ねじり切ってしまった。


「……キモいうるさい吐き気けがする。黙だまれ喋るな──お前はそうじゃないだろう!!」


　来夏は盛大にブチ切れるとぼくへバラを投げつけ、「お前はもっとこう……ゲスなエロ妄想を垂れ流す醜みにくい変態豚ぶただろうがぁぁぁ!!」と叫ぶ。


　──やった！　来夏がぼくの妄想に反応した!!


　彼女の口調は今や普ふ段だん通りに戻もどっている。これが進路指導──『生徒自身に気づかせる』だ。来夏の中に眠ねむる〝醜い写真を撮とりたい〟という衝しよう動どう。それを誘ゆう発はつするため、ぼくはあえて彼女の前でキザったらしい美辞麗句を並べ立て、ストレスをためさせたのだ。


「これで、あとは春香お姉さんの前で醜い写真を撮ってくれれば──」


　期待するように喋った刹せつ那な、来夏はさきほどの怒いかりそのままにぼくの襟えりをつかむ。


「こぉぉのエロ作家が！　気取ってないでいつも通りの下げ劣れつな妄想を吐き出してブヒブヒ言ってみろぉぉぉ!!」


　そう言って、彼女は黙って進路指導を眺ながめていた部長へ向けて、ぼくを投げつける。


　──ビシィッッ!!


　おしおき棒一いつ閃せん。ぼくはあっけなく払はらわれ、近くにいた鳴唐さんにぶつかってしまった。顔に当たる薄うすいふたつの膨ふくらみ……。いきなりのことに驚おどろいている鳴唐さんは、「え……なっ……」と声にならない声を上げて心臓を高鳴らせていた。


「さぁ、鳴唐で思う存分エロ妄もう想そうしろ！　据すえ膳ぜん、即そつ決けつ、蹂じゆう躙りんだ!!」


　すでに来夏はノリノリでカメラを構えている。


　──撮る気満々だ！


　進路指導の成功を確信したぼくは、瞳を閉じて妄想を膨らませる。


　来夏……ぼくの醜い瞬しゆん間かんを、心ゆくまで撮ってくれ!!


　そう考えた次の瞬間、ぼくは劣れつ情じようを爆ばく発はつさせて妄想を喋り始めた。












「んっ……んはっ！　今日はお遊びで来たんじゃないの……!?」


　暖かな午後の陽が差す花畑の中、ぼくと鳴唐さんは制服姿のまま抱き合っていた。ぼくは彼女の薄い胸へ手を這わせると、慈しむように撫で回しながら口を開く。


「そうだよ。だからこうやって悪戯してるんだろ？」


　花畑の向こうには、追いかけっこをしている子供たちが見える。ともすればぼくらの行為が見られてしまう状況……。そのスリルに、鳴唐さんは過敏に反応していた。


「やぁっ……こんなところ見られるの……やぁぁ……んはぁっ!!」


　胸を這う指先の微細な蠢きだけで、彼女はすでに頰を真っ赤に染めている。胸の先は硬くなっており、制服からわずかに盛り上がっていた。


「な……なに、この感覚。恥ずかしいけど、妙に感じて……あんっ!!」


「ふふっ……そういうお遊びだからね」


　ぼくは言いながら、子供たちの方へ向けて鳴唐さんの股を広げる。制服のスカート部分からのぞく、真っ白なパンティー……。


「ねぇ、もしこのパンティーを子供たちに見られたら、どうする？」


「駄目！　そんなの駄目っ!!　見られたら、吹音、もうお嫁さんに行けない……くうんっ！」


　ぼくがパンティーへ指を這わせると同時に彼女は喘ぐ。


　そのとき、近くにあった花を見てぼくはいいことを思いついた。


「いい匂がするように、花粉をこすりつけてあげようか？」


　ぼくは花を一輪つむと、そのまま鳴唐さんの股間へこすりつける。黄色い花粉がパンティーを汚し、彼女の柔らかな秘部を蹂躙してゆく。


　穢れを知らぬ鳴唐さんの柔らかな股間を押し揉むたびに、オシベの花粉があられもなく彼女を汚す。それはさながら、花のような秘部へ強引に受粉させているかのようであった。


「……あれ？　この黄色い花粉、下手したらお漏らしって勘違いされそうだね」


「うくっ……嫌っ！　吹音、お漏らししてないもん……はぁぁっ!!」


　彼女のパンティーはどんどん濡れ始め、本当にお漏らしでもしているかのように花粉の黄色い染みを広げてゆく。人前で性交するスリルと擬似的なお漏らしの羞恥で、あの純情な鳴唐さんが段々と淫靡に乱れていった。


「あんっ……！　うぅ……んはぁっっ!!」


「そんなに大声出したら、子供たちに気づかれるよ？」


　そう言った途端、子供たちがこちらを指差してヒソヒソ話を始める。


「ほら……みんな、鳴唐さんを見てエッチなことを考えてるんじゃないかな」


「そんな……吹音、どうしたらいいの!?　くうぅん……はあんっ……!!」


　混乱したように言う彼女は、しかし快楽に囚われているのか広げた足を閉じようとしない。


　ぼくは彼女に優しく道を指し示すようにして、そっとパンティーをおろし始めた。












「ふははははっ……醜みにくいぞ！　やはり丈途はこうでなくちゃいかん!!」


　来夏は狂きよう喜きして叫さけび、春香お姉さんの前で醜い写真を撮り続けている。


　──やった！　進路指導成功だ!!


「……ひぶ……じゅふん……おもらし……」


　ふと、うわごとのように喋しやべる声が聞こえてくる。


　顔を上げると、頰を真っ赤に染めた鳴唐さんがこちらを見おろしているのが目に入った。


　──しまった！　鳴唐さんの胸に顔をはさんだままだった!!


　ぼくは慌あわてて飛びのくと、「ごめん！」と声を上げる。


「い、いいの……。進路指導にちゃんと協力できたみたいだし……」


　彼女はそう言って、こちらを激写している来夏を見つめる。


「来夏さん、いつも通りに戻ってよかったね！」


「うん。鳴唐さんのおかげだよ！」


　ぼくの言葉を聞いた彼女は「そんな……」と照れたように微笑ほほえむ。その笑顔が本当に嬉うれしそうで、かわいらしかった。


「──こら丈途、妄想が止まってるぞ！　その性せい欲よくに膿うんだ口から卑ひ猥わいな単語を──」


　そこまで言って、来夏は自分をじっと見つめる春香お姉さんに気づく。


「卑猥な単語を……えと、その……」


　急にしおらしくなって黙だまりこむ来夏へ、春香お姉さんは「そのまま撮さつ影えいを続けて。今の来夏ちゃん、本当に楽しそうよ」と晴れやかな笑みを向けた。


　来夏が今まで自分に隠かくしていた一面を見せてくれて、嬉しかったのかもしれない。


「は……はい！」


　元気にそう返事をした来夏は、カメラを構え直して撮影を再開する。


　ぼくはまぶしいフラッシュに目を細めながら、彼女の嬉き々きとした表情を見つめていた。


　来夏……スランプを抜ぬけ出せて、よかったね。




　５　交錯する純愛たち







　進路指導を終えたぼくらは、その翌日には学園に戻もどっていた。春香お姉さんは旅館を出る手続きをすぐにすませ、別れのあいさつをしに放課後の学園へ来ていた。


　校門近くにあるバス停に、春香お姉さんと来夏、そしてぼくが立っている……。


「色々お世話になりました。それに……来夏ちゃんの新しい一面も見られて、楽しかったわ」


　春香お姉さんは屈くつ託たくのない笑みを浮うかべ、そう言う。それを見た来夏は「その……あれは撮影時だけというか……」と決まり悪そうに喋る。


「もう隠さなくてもいいじゃないか。せっかく春香お姉さんの前でも醜い写真を撮とれるようになったんだからさ」


「丈途！　お前はデリカシーというものがないのか!!」


「来夏には言われたくないよ。ぼくは今まで、来夏のせいでどれだけ被ひ害がいにあってきたことか……」


　ため息をついていると、「うふふっ」と春香お姉さんの笑う声が聞こえる。


「初めてこの学園を訪ねたときに見た来夏ちゃんより、今の来夏ちゃんの方が活き活きとしてていいわよ」


「そ、そうですか？」


「うん。来夏ちゃんの新しい写真集、楽しみにしてるからね」


　春香お姉さんはそう言って、バスに乗りこむ。


　そしてバスが発車した直後……春香お姉さんは思い出したようにして窓を開け、持っていたカメラでぼくらを撮った。


「ふたりとも、お似合いよ～！」


「「お似合い!?」」


　思わず、来夏と声が重なった。


「うふふっ……またね～！」


　その声とともに、バスは坂道をくだって消えていった……。


　春香お姉さんを見送ったぼくらは、そのまま新聞同好会の部室へと向かう。中に入ると、まだ誰だれも来ていなかった。


「しかし……どうして私は、あの進路指導であんなにもお前に腹を立てたんだろう」


「ぼくがいつもと違ちがったからでしょ？」


「……そうなんだよな。春香お姉さんが不ふ逞ていの輩やからに口説かれていることに腹を立てたんじゃなくて、いつもと違うお前が無む性しように腹立たしかったんだよな……」


「そういえばぼく、来夏のいとこのお兄さんにも会ったんだ。その人、来夏が自分たちに抱いだいてる感情が〝憧あこがれ〟って言ってたけど……それと関係あるのかな？」


「憧れ……」


　そこまで言って、来夏は言葉を失う。


「は……ははっ。そうか、そうだったのか。言われてみれば思い当たる節があるな。でも、それでスランプになっていたとしたら、丈途のおかげでスランプを脱だつ出しゆつした私はまるでお前のことを好──」


　そこまで喋しやべると、来夏が急に顔を赤くして言葉を止める。


「……どうして赤くなったの？　風か邪ぜ??」


「な、なんでもない！　あまり私に近づくな!!」


「でも、風邪だったら保健室に行ったほうが……」


「なんでもないと言ってるだろ!!」


　来夏はなぜかいきなり不ふ機き嫌げんになり、「お、お似合いってそういうことだったのか……!!」と頭を抱かかえる。


　……ほんと、どうしたんだろう……。


　そのとき、部室の扉とびらが開いて愛見が中へ入ってきた。


「失礼します。進路指導の経過を確認しにきました。来夏先せん輩ぱい、撮影は順調ですか？」


　愛見の言葉を聞き、頭を抱えていた来夏が「あ……あぁ」と顔を上げる。


「おかげさまで、発売中止になっていた写真集もなんとか出せそうだよ」


「それはよかったです！」


　愛見は眼鏡めがね越ごしにあどけない瞳ひとみを輝かがやかせると、こちらへ向き直り「丈途先せん輩ぱい、今回の進路指導ではお世話になりました」と一礼してくる。


「ぼくの方こそ、ありがとう。愛見の協力があったから来夏がスランプを脱出できたんだよ」


「そんな……わたしだけでは〝卒業指導〟になってしまいますから。丈途先輩のおかげです」


「いやいや、愛見のおかげ──」


　謙けん遜そんし合うぼくらを見て、どういうわけか、来夏がむっとして口をへの字に曲げる。


「……おい愛見。私の大切な被ひ写しや体たいにあまりベタベタするな」


「……来夏、なに言ってるの？　今までそんな台詞せりふ言ったことないじゃん」


　ぼくが首をかしげると、彼女は堂々と胸を張り「そんなことはない。お前が貴重な被写体であることは周知の事実だ」と言い放つ。


「周知の事実って……それは、みんなに知れ渡わたるほどぼくの写真を無断使用しまくってるからだろ!?　っていうかいい加減に無断使用をやめてくれよ!!」


「なんだと!?　私の気持も知らないで……!!」


「わわっ……やめてください！　わたしが原因で喧けん嘩かしてるんですよね？　よくわからないですけど……すみませんっっ!!」


　言い合うぼくらへ愛見が焦あせって謝ってくる。


　そのときまたしても部室の扉が開き、鳴唐さんや謡江、それに勝代が入ってきた。


「──みんな元気ないつもの新聞同好会に戻もどったみたいね！」


　ぼくたちの様子を見て、勝代が嬉うれしそうに言う。


　……元気っていうか喧嘩っていうか……。


　口ごもっていると、謡江がぼくのそばにいた愛見や来夏を見つめ、なぜか深いため息をつく。


「今回の進路指導、おいしいところは愛見さんが全部持っていった感じねぇ。しかも来夏さんまでいつの間にか恋れん愛あいモードだし……」


「……恋愛モード？」


　謡江の話を聞き、鳴唐さんがおうむ返しに問いかける。しかし謡江は構わず話を続けた。


「吹音さんだって進路指導で体を張った──っていうか丈途くんに思いっきり胸を触さわられたのに、なんだか今蚊帳かやの外じゃない？　ほんと、虚むなしいわよねぇ……」


「虚しい……」


　謡江の言葉を聞いて、急に不安げな表情をする鳴唐さん。彼女はそのまま、ひとりごちるようにして謡江と話を続ける。


「……吹音、今回の進路指導で役に立てるようにがんばったの」


「うんうん」


「でも、進路指導が終わってみると、丈途くんは他の子とばかり仲良くなってるの」


「わかる。わかるわぁ……その気持。私だって何回そんな思いをしたことか……」


「吹音、がんばったのに……駄だ目めだったの？」


　ぼくは絶望的な響ひびきで言われたその台詞を聞き、はっとして鳴唐さんを見つめる。


「鳴唐さん！　ぼく、鳴唐さんががんばってくれたのもちゃんとわかってる──」


　──ギィィ。


　突とつ如じよ、扉の開く音がする。目を向けると、そこに立っていたのは部長だった。


「あら、みなさんちょうどおそろいですわね」


　彼女は満足げに言うとこちらを見つめてくる。


「丈途さん。今回の進路指導、お疲つかれさまでした。丈途さんなら来夏さんを卒業させずに進路指導をやりきって頂けると信じておりましたわ」


「いや、そんな……」


　そこまで言って、ぼくは不意に根本的な疑問を思い出す。


「部長。そういえば、どうしてぼくと愛見を組ませたの？」


「愛見さんひとりでは〝卒業指導〟になってしまいますが、丈途さんと組めば……生徒に必ず〝新しい道〟を示して頂けると思っていたからですわ。来夏さんの場合はそれが『憧あこがれからの脱だつ却きやく』だったわけです」


「新しい道……それって、ぼくが部長に言ったことだよね？」


「そう──すべては丈途さんの望む『新しい道を見つけられる学園』を作るためです。そのためにはまず、この学園にちゃんとした進路指導機構を作る必要があります。丈途さんと愛見さんなら、その機構の中心になれると思って組ませたんですわ」


「え!?　それって、ぼくが愛見のいる進路委員会に入るってこと??」


「いえ、丈途さんの助力は一時的なものにすぎません。いずれは愛見さんに〝進路指導の天才〟として、ひとりでもちゃんとした指導をできるようになって頂かねば困ります。そもそも、丈途さんにはもっと大事な仕事がありますからね」


「大事な仕事？」


　ぼくが問うような視線を向けると、彼女は閃新聞をぼくへ手て渡わたしてきた。


　ぼくが〝メイン記者〟として初めて担当した閃新聞……。部長からは『ポルノ作家』ならではの切り口で今回の進路指導を報道して欲しいと頼たのまれていたが、進路指導の内容がそもそもエロアイデア中心だったので、ぼくは内容を簡潔にまとめて書いただけだ。……もちろん、ポルノ作家ならではの考察も忘れずに入れたが……。


「その新聞、全世界発行ですが……凄すごい反はん響きようですわよ」


「そうなの!?」


「メイン記者たる丈途さんが自ら進路指導に挑いどみ、ポルノ作家ならではのアイデアで学園生の悩なやみに挑む姿……斬ざん新しんだったのでしょう」


　斬新……言われてみれば、斬新だ。


「この新聞を通じて、閃学園生の繊せん細さいさが全世界に広まっております。もしそれが各企き業ぎようの人事担当者の目にとまり、『なんでも簡単にこなせる天才』という偶ぐう像ぞうが壊こわれ『天才とはいえまだ思春期真っ直ただ中なかの高校生』という認識に変われば……どうなると思います？」


「そうか！　今学園生たちにおこなわれてるような、無理な仕事の回し方をしなくなる!!」


「その通りですわ。そしてそれがあたくしの狙ねらいです。つまり、『進路指導機構の確立』と『閃新聞による全世界へのアピール』……この両輪で、『新しい道を見つけられる学園作り』をするのです!!」


　……驚おどろいた。部長はそこまで考えて今回の進路指導に臨んでいたのだ。


　ぼくが啞あ然ぜんとしていると、彼女は部室奥の壁かべに飾かざられた大量の卒業写真の前へ行く。そして写真が貼はられていた台紙の端はしへ手をかけると──。


　ベリッッッ！


　一気にはがした。


「これから作る新しい閃学園では、むやみな〝卒業〟はさせません。さぁ……あたくしたちの力で、この学園を生まれ変わらせますわよ！」


　ぼくらを見つめて不敵に言い切る部長。みんなが彼女へ視線を集め、呆ぼう然ぜんとしていた。


　そんな中、ひとり物もの憂うげにうつむいている鳴唐さんが目に入る。


「……進路指導を手伝わなきゃ丈途くんと一いつ緒しよにいられないのに、手伝えば手伝うほど遠ざかるなんて……吹音、どうしたらいいの？」


　彼女が漏もらしたその台詞せりふは、言いようのない不安で満ちていた。
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　『祝☆Ｒ-15ＴＶアニメ化決定！』





　……宴えん会かい場の前方に、そう書かれた大看板が掲かかげられていた。窓からは颯さつ爽そうと流れる海うな原ばらが見え、このめでたき日をゴージャスに演出している。


　──そう。ここは大型クルーザーの中だ。ぼくたちは今、『Ｒ-15』のＴＶアニメ化を祝して宴会を開いていた。


「──丈たけ途とさん。あたくしが用意した宴会場、中々のものでしょう？」


　そう言って、ツインテールの少女が微笑ほほえみを浮うかべる。彼女は閃ひらめき学園の制服たる紫むらさきのワンピースドレスをレザー製にかえてハイヒールをはき、手には巨きよ大だいノートを丸めて持っておしおき棒のようにしていた。その姿はまるで女王様だ。


「部長……またずいぶんとお金のかかった宴会を開いたね」


「なにせＴＶアニメ化ですもの。みなさんにはこれからずいぶんがんばって頂くことになりますからね。これくらい当然ですわ」


　彼女は新聞同好会の〝部長〟である。そして様々な分野の〝天才〟が集まる閃学園において才能も本名も謎なぞの人物であった。ちなみにぼく──芥あくた川がわ丈途は、ポルノ小説の天才だ。


「部長だってアニメに出演するかもしれないのにみんなをもてなして……部長らしいと言えばそうだけどさ」


　ぼくは苦笑いしながら制服たるモーニング風コートをひるがえし、周りに目を向ける。宴会はビュッフェ形式でおこなわれており、そこら中に並べられた料理をみんなが自由に皿へ盛って食事を楽しんでいた。


「丈途さん。あたくし、ただ宴会を開いているだけではありませんのよ。新聞同好会の部長として、学園生たちがＴＶアニメにかける意気込みを取材したいと思っておりまして……この宴会中にみなさんのコメントを頂きたいんです。つきましては、新聞同好会のメンバーたる丈途さんには本日、みなさんにインタビューをして頂きます」


「えぇ!?　ぼく、宴会を楽しみにして来たのに!!」


「新聞同好会にそんな暇ひまはありません!!」


　──ビシィィィ!!


　部長はおしおき棒のようなノートを床ゆかに叩たたきつけ、怒ど鳴なり声を上げる。


「す、すみません！　行ってきます!!」





　宴会場を見み渡わたすと最初に、制服を着た赤あか髪がみの小さな女の子が目に入る。クラリネットの天才、鳴なる唐から吹ふく音ねさんだ。彼女は棒アイスをくわえながらキョロキョロと辺りを見回していた。


　……棒アイスをくわえる女の子か……エロい！　クラリネットの天才ともなればモノをくわえるのも得意で、きっとなんの迷いもなくぼくの股こ間かんに口を這はわせてズボンの上からその小さなお口でモノをくわえてくれて「うぅ……！　鳴唐さん、そんなに強くくわえられたら……!!」だなんて悶もだえると、「ダメ。吹音、まだちゃんとくわえてないもん！」と怒おこってズボンの中で動くぼくの股間を何度も何度もくわえ直して、お口とズボンの布が同時にぼくを責めて快楽を与あたえて──。


「鳴唐さん、もう限界だよ！　早くズボンをおろしてくわえて!!」


「……ズボンをおろす？　くわえる??」


　鳴唐さんは食べかけの棒アイスを口から離はなして、不思議そうにこちらを見つめていた。


　──しまった！　妄もう想そうが口に出ちゃった!!


「ち、違ちがうんだよ鳴唐さん！　えと……今、『Ｒ-15』のＴＶアニメ化についてみんなにインタビューして回ってるんだ！　な、なにか言いたいことあるかな!?」


「アニメかぁ……吹音、ゲームだったら言いたいことあるんだけど……」


「……ゲーム？」


「うん。吹音はね、最初は弱小キャラだけどレベルが九十九になった途と端たんに最強キャラになる、夢のある設定にして欲しいの！」


「……そう。もしゲーム化が決まったらお願いしようね……」


　ぼくは苦笑いをしつつ答えた。


「──私、またやっちゃった～！　もう、私の馬ば鹿か馬ば鹿かっっ!!」


　急に、女の子の声が響ひびく。驚おどろいて目を向けると、宴えん会かい場の前方にあるステージで自分の頭をポカポカと叩いている人物が見えた。髪を肩かたの辺りでそろえている制服姿の活発そうな少女……新聞同好会のメンバーにしてマネージャーの天才、倉くら部ぶ勝かつ代よだ。


「勝代、どうしたの？」


　ぼくが彼女のそばに行って声をかけると「私、『宴会』って書かれた垂れ幕を用意するはずだったのに……間違えて『艶えん会かい』って垂れ幕を用意しちゃった～!!」と涙なみだ目めで訴うつたえられる。


　──そんな間違いする!?


「……もう、垂れ幕はあきらめよう。今ぼくは『Ｒ-15』のＴＶアニメ化についてみんなにインタビューして回ってるんだけど……なにかコメントくれないかな？」


「そうねぇ……アニメを作る人たちが困ってたら、マネージャーとして私がお手伝いするわ！」


　勝代は元気にガッツポーズを作り、声を張り上げていた。


　そんな中、ぼくは『艶会』と書かれた垂れ幕へ目を向ける。


　……勝代が手伝ったら、アニメ制作者さんたち、逆に困りそうだな……。


　そんなことを考えていると、宴会場が大きく揺ゆれた。クルーザーが高波にぶつかったのだろう。そして揺れの影えい響きようで、テーブルに積んであった皿が崩くずれ始めてしまう。その先にいたのは──。


「鳴唐さん、危ない！」


　──ズバッ！


　ぼくが声を上げた刹せつ那な、なにかが煌きらめいて鳴唐さんにぶつかりかけた皿の山が真っ二つに斬きれる。


「……え？　な、なに!?」


　ぼくが戸と惑まどっていると、いつの間にか鳴唐さんがクラリネットを手にしているのが見えた。


　……ご飯中にどうして楽器を持ってるんだ？


　首をかしげながら鳴唐さんを見つめていると、制服を着たポニーテールの少女が猛もう烈れつなスピードで彼女のもとへ駆かけ寄った。プログラミングの天才、霧む線せん蘭らんである。


「吹音ちゃん大だい丈じよう夫ぶ!?　皿は当たらなかったみたいだけど……」


　蘭はここぞとばかりに鳴唐さんの体中をペタペタと触さわって怪け我がの確かく認にんをしていた。……蘭は女の子たちから〝お姉さま〟と呼ばれて慕したわれるほどの百ゆ合り少女なのだ。


　──いや、でもさすがに触りすぎだろ！


　ぼくは蘭を止めるため、慌あわててインタビューを再開する。


「ねぇ、蘭！　『Ｒ-15』のアニメ化についてなにかコメントをくれよ!!」


「……コメント？　そうねぇ……吹音ちゃんがあたしとつき合う話か吹音ちゃんがあたしの妹になる話を入れて欲しいわ。っていうか入れないとアニメ制作会社にクラッキング不正なデータ操作をしかけて無理矢理にでも作らせるわ」


　……蘭だったら本気でやりそうだ……。


「──まったく。自分のことしか考えないなんて蘭には困ったものだね」


　ぼくらの話に誰だれかが入ってくる。振ふり返ると、淡あわい栗くり色いろの髪をさらさらとなびかせた制服姿の男がいた。数学の天才である円えん修しゆう律りつだ。


「いいかい蘭。アニメは原作小説とはそもそも尺が違うんだ。決められた話数の中でいかに『Ｒ-15』の魅み力りよくを引き出すか……それが重要なのさ。例えばオリエンテーション大会のとき僕が数学の才能で丈途を助けたエピソードや、才能テストのときに僕が数学の才能で丈途を助けたエピソードみたいな魅力的な話をふんだんにちりばめる必要があってだね──」


「それ、全部律の話じゃん!!」


　ぼくが突つっこむと、律は肩をすくめて「仕方ないさ。僕は常に丈途を想おもい、丈途のそばにいるからね。重要なエピソードにはどうしても関係しているのさ」と微笑ほほえむ。


「丈途、覚えているかい？　僕ときみが初めてその……キ、キスを──」


「スト────ップ!!」


　頰ほおを染めつつ喋しやべる律に、ぼくは全力で声を上げる。


　──あの黒歴史を思い出させないでくれ!!


　内心でそう叫さけんでいると、律は「……そうだね。みんなの前で話すようなことじゃなかったね」と恥はじらうように遠くを見つめていた。


　──ラララ～♪


　ふと、辺りに美声が響く。


　ステージの脇わきを見ると、アイドルのようにかわいい顔をした制服姿の少女がマイクを持って立っていた。歌の天才、園その声こえ謡うた江えである。彼女はこの宴会で歌を披ひ露ろうする予定なので、本番前のチェックをしているのだろう。


「まずい！　歌が始まる前に謡江のインタビューを終えなきゃ」


　ぼくは急いでステージの脇へ向かう。


「謡江、『Ｒ-15』のアニメ化についてなにかコメントを──うわっ！」


　走りながら喋っていると、ぼくは床ゆかにつまずいて倒たおれてしまった。


　その直後、ぼくの顔に造形美を感じる整ったふたつの膨ふくらみが当たる。それは柔やわらかに崩れてぼくの顔を優やさしく受け止めてくれた。


「き……きゃぁぁ！　丈途くん、いきなりなにするの!?」


　突とつ然ぜんの悲鳴に顔を上げると、自分が謡江を押し倒していたことに気づく。


「──謡江、ごめん！　これは──」


「アニメのインタビューをしているときもその絶大な性欲を抑おさえきれんとは……醜みにくいぞ!!」


　連続的なフラッシュとともに、狂きよう喜きしたような声が響ひびく。


　フラッシュの光源を見ると、ジーパン姿の少女がカメラを構えてこちらを激写していた。……彼女は天才写真家の名めい機き来らい夏かだ。


「……来夏はアニメ化が決まっても相変わらずだね」


「そうでもないぞ。公共の電波でお前の醜い写真が流れると思うと……今からわくわくする！」


「そんなもの流さないでくれよ!!」


　ぼくがそのまま来夏と言い争いを始めると、立ち上がろうとしていた謡江がマイクを落としてしまう。それは床を転がり……歩いている鳴唐さんの足元へ向かった。


　──ズルッ……ゴン！


　盛大な音を立てて、鳴唐さんが転んでしまう。


「ご、ごめんなさい！　吹音さん大丈夫!?」


　謡江が急いで鳴唐さんに駆け寄ると、なぜか、鳴唐さんが無表情のまま立ち上がった。


「……敵ノ攻こう撃げきニヨルダメージ、約十パーセント。コレヨリ迎げい撃げきモードヲ発動スル」


　……迎撃モード？　な、鳴唐さん、なにを言ってるんだ!?


　ぼくが目をしばたたかせていると、鳴唐さんは急にクラリネットの端はしを握にぎって引き抜ぬく。すると、クラリネットの端から伸のびた煌きらめく刃はが見えた……。


「隠かくし刀!?」


　ぼくが驚おどろいている間に鳴唐さんは謡江を目がけて駆かけ出した。


「クラシック流秘ひ剣けん、スタッカート突きぃぃぃ！」


　鳴唐さんはそう叫び、謡江に向かって神速の連突きをする。


「きゃっ！　吹音さんなにを……!!」


　謡江は慌あわてて走り出し、なんとか突きから逃のがれた。それを見た鳴唐さんは次いで謡江に向かってジャンプして、刀を振りおろす。


「クラシック流秘剣、両断カンタービレぇぇぇ！」


　──ザクッ！


　謡江の脇にあったテーブルが、真っ二つに斬きれてしまう。


「ふ、吹音さん……いくら私が恋こいのライバルだからって……これはやりすぎよ!!」


　謡江は斬れたテーブルを見て、震ふるえながら声を上げていた。


　……いや、あれは鳴唐さんじゃない。クラシック流秘剣の使い手には覚えがある。あれは──。


「ボクが搭とう載さいした迎撃モード、ちゃんと機能してる～。よかったよかった」


　あっけらかんとした声とともに、大きな白衣を着て裾すそを引きずった背の低い少女が現れる。クォーター独特の日本人離ばなれした美び貌ぼうを持つ、天才発明家の香か学がく創つくるだ。


「創、これ、どういうことさ!?」


　ぼくが問うと、創は子犬がじゃれるようにしてこちらへ抱だきつき「ポルノ作家くん、誉ほめて誉めて～！　『Ｒ-15』のアニメにロボ吹音ちゃんも出演できるよう、ボクが直したんだよ～！」と自じ慢まんげに言う。


「直すだけなら迎撃モードなんていらないよね!?」


「だってポルノ作家くんがロボ吹音ちゃんに悪さをするかもしれないし……ほら、念のためだよ～」


「悪さなんてしないから！　っていうか謡江が襲おそわれてるだろ!?」


　ぼくが突つっこむと、創は困ったようにしてぼくをさらに強く抱だきしめる。当たってくるふたつの薄うすい膨らみ……。その感かん触しよくにぼくが思わず頰を緩ゆるめていると、彼女は面おもてを上げて瞳ひとみを潤うるませ、申し訳なさそうにささやいてきた。


「じゃあ今度はポルノ作家くんしか襲わない設定にするから……試し斬り、さ・せ・て[image: ]」


「嫌いやだよ!!」


　ぼくらが喋っている間もロボ吹音ちゃんは謡江に刀を振ふるい続け、今にも斬ってしまいそうな状じよう況きようだ。


　──やばい！　早く助けなきゃ!!


「創！　ロボ吹音ちゃんを止めるスイッチはある!?」


「ないよ～。天才マッドサイエンティストのボクがそんなちゃんとしたもの用意するわけないでしょ～」


「そこは普ふ通つう、用意するものだからっっ!!」


「う～ん、そう言われても……。ロボ吹音ちゃん、五キロ先でポルノ作家くんが鼻血を流してもその音を聞き取れるくらい耳がいいし……たとえ奇き襲しゆうをかけてもすぐに気づかれるよ？　止めるのは難しいなぁ……」


「──では、謡江さんにアップテンポを歌ってもらいましょう」


　部長が、急にぼくらへ声をかけてくる。


「耳がいい相手に謡江のアップテンポ……そうか！　その手があった!!　でも部長、謡江のアップテンポを聞いたら、ぼくらだってただじゃすまないよ？」


「大だい丈じよう夫ぶですわ。本日の宴えん会かいで謡江さんがまかり間ま違ちがってアップテンポを歌ったときのために、超ちよう高性能耳みみ栓せんを用意していたんですの。今すぐみなさんにお配りして、さっそく歌ってもらいましょう」


　部長に言われ、ぼくは彼女が用意していた耳栓をすぐにみんなへと配る。


　そしてロボ吹音ちゃんに斬りかかられ続ける謡江に向かって声を張り上げた。


「謡江、アップテンポを歌ってくれ！　そうすればロボ吹音ちゃんを止められるから!!」


　──ザシュ！


「な、なんで私がアップテンポを歌うと止められるのよ!?」


　──ザシュ！


「いいから！　早くしないと本当に斬られちゃうだろ!!」


　ロボ吹音ちゃんの斬ざん撃げきからなんとか逃れ続けている謡江だったが、そろそろ体力の限界なのか動きが鈍にぶってきていた。


　彼女は意を決したように息を吸うと、ついに大声で歌い始める。その瞬しゆん間かん、キメラ合成獣の遠とお吠ぼえさながらの禍まが々まがしい高周波が発せられた。


「──♪☆♭[image: ]〆◇▼¶△□[image: ]☆♭～～!!」


　謡江の歌の威い力りよくで、テーブルに並べられていた料理が次々と崩くずれ始める。ケーキは裂さけ、パスタは千ち切ぎれ、果くだ物ものは破は砕さいされる……。


　──歌の天才たる謡江だが、アップテンポだと超ちよう越えつ的音おん痴ちになってしまうのだ。


「ふ、吹音の耳、ダメージ二百パーセントですぅ～～～～」


　ロボ吹音ちゃんは謡江の歌を聞いて目を回し、その場に倒たおれてしまった。


「……よかった。止まってくれた……」


　ほっとしている中、ぼくはアニメ制作者さんに「謡江にアップテンポは歌わせないでください」と伝えることを決意していた。


「視し聴ちよう者しやの方が、大変なことになるからな……」


　ぼくがひとりで頷うなずいていると、不意に大事なことを思い出す。


「本物の鳴唐さんはどこなんだ!?」


　耳栓を外して慌あわてて周りを確かく認にんした。するとどこからか少女のつぶやく声が聞こえてくる。


「……あいぶ……あいぶ……」


　──愛あい撫ぶ!?　な、なにを言ってるんだ!?


　急いで声の元へ行くと、宴会場の端はしにしゃがんで小説を片手に辞書を引いている鳴唐さんが見えた。


「……まさか鳴唐さん、ずっと本を読んでたの……？」


　天才音楽家たる彼女の集中力は凄すごく、練習に集中し過ぎて一日中飲まず食わずで演奏を続けて倒れることもままある。今日も、熱心に本を読んでいたせいでぼくらの騒さわぎが一いつ切さい耳に入らなかったのだろう。


「──見つけた！　あいぶって『撫なでる』って意味なのね！」


　彼女はそう言うと立ち上がり、本を掲かかげて朗読を始める。












「どうしてくれるんですか!?　先輩のせいでこの小説、もう読めませんよ！」


　僕は本気で怒っているのに、先輩はいつもの舌っ足らずな声で「ごめんね～」と笑うと、キャンバスに絵の続きを描こうとする。


「ちょっと！　本当に悪いと思ってるんですか!?」


「もちろんよぉ～？　でも、読めないことはないでしょ。絵具をこぼしちゃったくらいで怒らないのっ」


「大切に読んでた本なんです、怒って当り前でしょ！　先輩が『あのアニメの背景を模写してるから、原作小説貸して』って言ったから貸したのに、こんなに汚して返して……」


「な、なによぉ～マジになっちゃって。子供ねぇ」


　先輩は着崩したジャージーの袖を振り、あっけらかんと笑っていた。僕と先輩しかいない放課後の美術室に、その声は耳障りなほど響いている。絵のことにしか興味のない先輩だ。のん気な自分の態度が時にどれだけ人の神経を逆撫でするかわかってないのだろう。


「……なら、先輩は大人だから、大切なものを汚されても平気なんですね？」


　僕は先輩を引き倒すと、上下のジャージーを無理矢理に剝がし始めた。


「な、なにを──!!」


「汚すんですよ。先輩の大切なものをね」


　僕は剝ぎ取ったジャージーを使い、先輩の手足をきつく縛る。先輩は白の下着姿を晒したまま小刻みに震え、救いを求めるように「やめて……やめて……」と繰り返していた。


「大丈夫ですよ。だって、先輩は大人なんだから」


　僕は笑うと、近くにあった絵具を手の平につけて先輩の体中に塗りこみ始める。うなじや胸の谷間や太股、そして股間を守るようにしてあるショーツ……。


「あっ……お願い、やめ……んふっ……！」


　普段の先輩からは想像もできないほど色香のこもった声。女を感じさせる喘ぎ……。


　気がつくと、先輩のショーツは僕が塗った絵具だけでは説明できない熱いなにかで濡れ始めていた。


「──そうだ、いいことを思いつきましたよ。本の弁償ですけど──」


「お、お金なら払うから！　お願いだから、もうやめて……！」


「お金だなんて先輩も嫌なこと言うなぁ。市販されてる本だけど、あの本は思い出がつまった大切なものなんですよ？」


「じゃあどうしたらいいの!?」


「先輩が汚したページ、先輩自身で補完してください」


「あたしが汚したページ？　補完？」


「実はあの小説、ちょっと刺激が強いやつでして……」


　そう言うと、塗った絵具を薄めるように濡れ出しているショーツの一点を強く押さえつけてグリグリと愛撫する。


「んふっ……いや……やめ──」


「大人って偉いなぁ。僕とは違って、大切なものを汚されても怒らないんだもんなぁ」


　僕はそう言って笑うと、絵具で極彩色に変わり果てたショーツへ手をかけ、先輩の体の内も汚すため一気に剝ぎにかかった。












「わ────!!」


　鳴唐さんのかわいらしい口から漏もれる卑ひ猥わいな言葉の数々を前に、ぼくは思わず叫さけんでしまう。


　──これ、ぼくのポルノじゃん！　なんで鳴唐さんが!?


　慌てていると、蘭が「丈途！　ふ、吹音ちゃんになんてことをっ……!!」と、怒ど鳴なりながらもどこか嬉うれしそうに頰ほおを染める。


　──パシャッ。


　いつの間にか、来夏がカメラをぼくへ向けて笑えみを浮うかべていた。


「丈途の小説を鳴唐が読んだら、きっと醜みにくい瞬しゆん間かんが撮とれると思って勧すすめておいたんだ。おかげで『クラスメートに自分のポルノを読まれて激しく動どう揺ようする変態作家』が撮れたぞ」


「そんなことのために超ちよう純情な鳴唐さんにポルノを読ませないでよ!!」


「──丈途！　なんでポルノの朗読を鳴唐さんにやらせてるんだ!?　言ってくれれば僕がやったのに……!!」


　律が、ぼくを責めるようにして近づいてくる。


「じゃあボクも読む～。愛あい撫ぶ！　絶頂！　昇しよう天てん～!!」


　創が、笑いながら楽しそうにぼくへ抱だきつく。


「ふ、吹音さんがポルノを読むなら、私だって……」


　謡江が、頰を染めながら漏らす。


　……しかし謡江は、次いで考えるように口を開くと「でもみんなの前でポルノを読むのはさすがに恥はずかしいわね……困ったわ……」とつぶやいていた。


「……困ってるの？」


　ピクッと、勝代の肩かたが動く。


「困ってるわ。だって吹音さんには負けたくないけど、ポルノの朗読はちょっと……」


「そう、困ってるのね。……わかったわ。じゃあ……ポルノ朗読会をやりましょう！」


「「えぇぇぇぇ!?」」


　宴えん会かい場にいたみんなの声が、重なる。


「だってみんなでポルノ朗読会をすれば、恥ずかしいことなんてないでしょ！　それに『Ｒ-15』のアニメ化を祝う会なのに……ポルノがなくてどうするのよ!!」


　ど……どうするのよって……。


　ぼくが呆あつ気けにとられていると、勝代は間違えて用意した『艶えん会かい』の垂れ幕を掲かかげ「これで垂れ幕が活いきるわね！」とはりきって朗読会の準備を始めてしまう。


「た～け～と～さ～ん!!」


　後ろから、怒いかりを押し殺した声が聞こえる。


　恐おそる恐る振ふり返ると、部長が肩を震わせてぼくを睨にらんでいた。


「あたくし、アニメに関してのインタビューをお願いしたのに、どうしてポルノ朗読会が始まるんですか!!」


　──ビシィィィ!!


　部長はおしおき棒のようなノートを床ゆかに叩たたきつけ、怒鳴り声を上げる。


「ぼくがやろうって言ったんじゃないから！」


「丈途さんのポルノ小説が原因でしょ!!」


「そんな……そこを責められても──」


「言訳は聞きません!!」


　──ビシィィィ!!


　部長はまたしてもおしおき棒のようなノートを床に叩きつける。


　そんな中、勝代がこちらを向いて力強く声を発した。


「部長も一いつ緒しよにポルノ朗読会をやりましょう！　むしろ部長はトリを務めるべきよ!!」


「なっ……!?　そ、そんなことできるわけありませんでしょ!!」


「だってこの宴会の主しゆ催さい者しやは部長じゃない！　その部長が『艶会』のトリを務めなくてどうするの!?」


「それは……でも……」


「視し聴ちよう者だって、部長のポルノ朗読を待ってるわ!!」


「……し、視聴者が……？」


　部長は「視聴者」という言葉にうろたえると、次いであきらめたようにうなだれて「……仕方ありませんわね」と漏らす。


　──仕方ないの!?


　ぼくは驚おどろく中、自分の胸が高鳴るのを感じた。


　……アニメ効果であの部長ですらポルノ朗読会に参加するだなんて……放送が始まったら、みんなどこまで凄すごいことをやってくれるんだろう!!


　着々と『艶えん会かい』の準備を進めるみんなを眺ながめつつ、胸の高鳴りはより強まり……一筋の、鼻血が流れた。




　あとがき







　むか～～～し出してた来夏の伏ふく線せんを、ついに回収した巻です！


　来夏が大切にしていた写真の話って、『Ｒ-15』一巻とほぼ同時期に発売された雑誌「ザ・スニーカー」に載のったものですから……約二年半越ごしの、回・収!!


　進路指導編に入って、ここぞとばかりに今まで書けなかった「登場人物たち個人のお話」書きまくっております！





　ぼくは最近、やっと忙いそがしいスケジュールを終えまして、遊ぶ余よ裕ゆうも出てきました。


　百冊くらい積み本があるので、消化中……！


　不ふ摂せつ生せいがたたって少し太ったので、ダイエット中……！


　さらに、近くのスパで養生を始めたんですが、温泉につかっただけで筋肉がプルプルし始めるという意味不明の状態に……！


　……と、色々やっております。





　そして内輪のご報告ではありますが、次巻から担当さんがかわります。今まで編集してくださった担当Ｙ様、ありがとうございました。これからお世話になる担当Ｉ様、よろしくお願いします。


　また、鬼おにのようなスケジュールの中で今回も素す敵てきなイラストを描えがいてくださった藤真様、ありがとうございます。





　次巻はけっこう怒ど濤とうのように色々やる予定ですので……多分、梅雨つゆ～夏辺りに出るんでしょうか？（なぜか疑問形）　いや、明確な出版スケジュールがまだ出てなくて、予想で言ってるもので……。


　とにもかくにも、楽しみにお待ち頂ければ幸いです！







伏見ひろゆき　　
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Rあーる-15じゆうご


カメラ少しよう女じよの純じゆん愛あいスランプ!?





伏ふし見みひろゆき
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